
｢とくしま－０作戦｣
地震対策行動計画

（徳島県南海トラフ・活断層地震対策行動計画）

－南海トラフ巨大地震及び活断層地震に備え、

死者０（ゼロ）を目指す－

令和２年改定版（案）



は じ め に

平成２３年３月１１日に発生した「東日本大震災」では、想定をはるかに超える地震

津波により、東北地方を中心とした広い地域が甚大な被害を受けました。

徳島県では、発災すれば大きな揺れや津波による壊滅的被害が予想される南海ト

ラフ地震が、今後３０年以内に７０パーセント程度の確率で発生すると言われ、万全の

対策が求められております。

このため、県では、全国に先駆け平成２３年４月に「地震津波減災対策検討委員会」

を設置し、「東日本大震災」の課題と教訓から、これまでの防災だけでなく、減災の視

点を加えた地震津波対策の抜本的な見直しを行いました。

そして、平成２４年３月、震災時の死者０（ゼロ）を目指すことを基本理念に、本県を

縦断する「中央構造線活断層帯」をはじめとする活断層地震への対策も加え、今後、

早急に実施すべき対策を網羅し、平成２７年度までを「集中取組期間」とする「『とくしま

－０（ゼロ）作戦』地震対策行動計画（徳島県南海トラフ・活断層地震対策行動計画）」

を策定いたしました。

これまで、「助かる命を助ける」防災・減災として、早期避難等に関する対策を講じる

べく、全国初となる「津波災害警戒区域（イエローゾーン）の指定」や「国土強靱化地域

計画の策定」、徳島モデルの防災・減災対策「高速道路を活用した避難場所の整備」

など、本計画に基づき、着実に取組みを推進して参りました。

一方、これまでの成果等を検証するために実施した「地震・津波県民意識調査」の

結果から浮かび上がった、自助力の向上と実践に向けた啓発といった課題をはじめ、

「複合災害」への対応、「助かる命を助ける対策」に続く「助かった命をつなぐ対策」な

ど、新たな課題も見えてきたところであります。そこで、このたび本計画を見直し、これ

らの課題にも備える地震津波対策をしっかりと盛り込んだ、平成２８年度から平成３２

年度までの「後期計画」を策定いたしました。

「南海トラフ地震、活断層地震での死者０（ゼロ）」を実現するためには、県民の皆様

や事業者の方々をはじめ、市町村や県などがそれぞれの役割に応じて、主体的に地

震津波対策に取り組むとともに、「自助」、「共助」、「公助」が相互に連携・補完し合い、

一体となることが不可欠であります。

今後、県では、本計画に位置づけた各種施策を着実に推進し、県民の皆様が安全・

安心を実感いただけるよう全力で取り組んで参りますので、皆様のご理解とご協力を

心からお願い申し上げます。

平成２８年３月

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

○「『とくしま－０（ゼロ）作戦』地震対策行動計画」の見直しについて

平成２８年３月に本計画を「後期計画」として見直しの後、平成２８年４月の熊本地震等を

受けた施策の追加を伴う見直しを行っています。
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１ 策定の趣旨

「東日本大震災」の課題と教訓を踏まえ、本県においても、南海トラフ巨大地震への対

応が急務となっており、これまでの地震津波対策を抜本的に見直し、さらに加速する必要

があります。

また、「中央構造線活断層帯」をはじめ、いつ、どこで発生するかわからない活断層地

震への備えも重要であります。

この計画は、南海トラフ巨大地震及び活断層地震に備え、防災・減災対策を計画的か

つ着実に推進することにより、被害を最小限に抑え「地震に強いとくしま」を実現するため

策定しました。

【南海トラフの地震】

【「南海トラフの地震」の発生確率（令和2年1月1日算定基準日：地震調査研究推進本部）】

○地震規模 マグニチュード８～９クラス

○３０年以内の発生確率 ７０～８０％
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２ 計画の理念

県民の尊い生命を守ることを最重要の課題として次の理念を掲げ、地震津波対策を

推進します。

南海トラフ巨大地震及び活断層地震に備え、

死者０（ゼロ）を目指す

３ 計画の位置づけ

（１）「徳島県国土強靱化地域計画」の地震津波対策に関する「部門計画」としま

す。

（２）「新未来 「創造」とくしま行動計画」の基本目標の一つである「安全安心・強靱とくし

ま」 を実現するための施策の推進方向を示すものです。

（３） 平成２４年１２月に制定した「徳島県南海トラフ巨大地震等に係る震災に

強い社会づくり条例」第１０条で規定する「県が実施する震災対策に関する施

策をとりまとめた計画」として位置づけています。

（４） 「徳島県地域防災計画（南海トラフ地震対策編及び直下型地震対策編）」におい

て、県が実施する災害対応について、平常時から取り組む各種対策を示すもので

す。

４ 計画期間

計画期間は、平成２３年度～令和２年度までとしており、平成２７年度までの「集中取組

期間」が終了したことから、平成２８年度からは「後期計画」として地震津波対策を推進し

ます。

５ 計画の進捗管理

毎年度、各施策の進捗状況を検証し、必要な場合、計画の見直しを行います。

また、検証・見直しにあたっては、外部の有識者からなる「徳島県国土強靱化地

域計画及び徳島県南海トラフ・活断層地震対策行動計画推進委員会」を設置し、委

員からの意見や提言を適切に反映します。
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６　計画の体系
 

５つの重要項目と３９の分野別項目

頁

6
6

Ⅱ 進化する「命を守る」対策 8
１ 県民防災力の強化 8

(１) 県民防災意識の啓発 8
(２) 学校における防災教育の推進 11
(３) 防災を担う人材の育成 13
(４) 自主防災組織の充実強化 15
(５) 災害ボランティア活動の促進 17

２ 緊急的な津波対策の推進 19
(１) 津波避難意識の向上 19
(２) 津波避難訓練等の充実・強化 21
(３) 津波避難困難地域の解消 23
(４) 津波情報等伝達体制の強化 25
(５) 海岸保全施設の整備推進 26

３ 行政の災害対応能力の強化 28
(１) 初動体制の確保等、災害対応能力の向上 28
(２) 防災拠点施設の機能強化の推進 32
(３) 防災訓練の充実強化 35
(４) 防災情報・通信体制の強化 37
(５) 広域的な連携強化 40
(６) 行政の業務継続体制の確保 41

４ 被災者の迅速な救助・救出対策 43
(１) 救助・救急医療体制の充実強化 43
(２) 孤立化対策の推進 46
(３) 緊急輸送体制の整備推進 48

５ 災害時要援護者対策の推進 51

Ⅲ 広がる生活の質（ＱＯＬ）確保対策 54

１ 災害医療の体制の強化 54
(１) 災害医療体制の構築 54
(２) 災害医療を担う人材育成の強化 56
(３) 災害対応力の強化 58

２ 生活の質(ＱＯＬ)を重視した被災者支援対策 60
(１) 避難所運営体制等の整備 60
(２) 生活必需品等救援物資の確保・輸送体制の確立 64

(３) ライフライン対策の推進 66

(４) 生活環境対策の促進 69

(５) 住宅確保・生活再建支援対策の推進 71

Ⅳ 進展する強靱な社会づくり 74

１ 震災に強い産業対策・社会づくりの推進 74
(１) 企業における防災対策の推進 74
(２) 農林水産業における防災対策の推進 77
(３) 災害に強い「自立・分散型エネルギー社会」の構築  79
(４) 公共施設の長寿命化計画の推進 80

項　　目　　名

Ⅰ 加速する地震津波対策
１ 地震津波対策の計画的な推進
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２ 地震に強いまちづくりの推進 82
(１) 木造住宅等の耐震化の促進 82
(２) 公共建築物等の耐震化の推進 86
(３) 大規模地震を想定した都市計画等の推進 88
(４) 公共土木施設等の地震対策の推進 91
(５) 土砂災害対策の推進 93

Ⅴ 立ちあがる復興まちづくり 95
(１) 復興まちづくりの検討 95

７　取り組み事業数

完了事業数 継続事業数 総事業数
（数値目標） （数値目標） （数値目標）

101 294 395

(   71  ) (  151  ) (　222　)

新規事業数 継続事業数 総事業数
（数値目標） （数値目標） （数値目標）

60 294 354
(  31  ) (  97  ) (  128  )

11 354 365
（　 6　） (  128  ) (  134  )

5 365 370
（　4　） （　134　） （　138　）

3 370 373
（　2　） （　138　） （　140　）

4 373 377
（　3　） （　140　） （　143　）

3 377 380
（　1　） （　143　） （　144　）

【凡例等】

４　「集中取組期間」における「目標達成事業」は、参考資料として記載
　 しました。

令和元年度
（11月）

３　令和２年度改訂版で新規及び改善見直しを行った取組みには、
　　・ 改善見直しを行った事業項目については、１重下線を付記しました。

集中取組期間
平成２３年度～

平成２７年度

１　「後期計画」は、平成２８年度から令和２年度までの５年間とし、
　各年度ごとに区切って、詳細に計画しました。

２　できるだけ「数値目標」を設定し、より実効性のある計画となるよう
　配慮しました。

今回改定

平成３１年度

平成２８年度

平成３０年度

平成２９年度
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様

々
な

主
体

が
連

携
し

、
効

果
的

な
地

震
防

災
啓

発
活

動
等

を
行

う
た

め
、

県
民

会
議

を
設

置
し

、
県

民
運

動
を

展
開

す
る

。
　

充
実

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

②
「
防

災
啓

発
サ

ポ
ー

タ
ー

」
制

度
の

推
進

　 　
県

立
防

災
セ

ン
タ

ー
の

「
防

災
啓

発
サ

ポ
ー

タ
ー

」
と

し
て

登
録

し
た

「
防

災
士

」
が

、
県

立
防

災
セ

ン
タ

ー
で

の
防

災
啓

発
サ

ポ
ー

ト
や

交
流

活
動

を
通

じ
て

、
知

識
や

技
能

の
向

上
を

図
り

、
自

主
防

災
組

織
等

地
域

の
防

災
活

動
を

活
性

化
し

、
地

域
防

災
力

の
強

化
に

繋
げ

る
。

　 ＜
「
防

災
啓

発
サ

ポ
ー

タ
ー

」
活

動
回

数
　

年
間

5
回

＞

推
進

活
動

5回
/年

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

③
「
徳

島
県

震
災

を
考

え
る

日
」
等

に
因

ん
だ

啓
発

の
実

施
　 　

「
徳

島
県

震
災

を
考

え
る

日
」
な

ど
過

去
の

災
害

に
関

す
る

日
を

「
県

防
災

メ
モ

リ
ア

ル
デ

ー
」
と

し
て

位
置

づ
け

、
県

民
に

災
害

と
防

災
に

つ
い

て
学

び
、

理
解

と
関

心
を

深
め

て
も

ら
う

た
め

、
県

立
防

災
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

特
別

啓
発

行
事

を
実

施
す

る
。

実
施

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

④
「
と

く
し

ま
防

災
フ

ェ
ス

タ
」
の

開
催

　 　
子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

幅
広

い
年

齢
層

が
参

加
し

て
地

震
防

災
に

つ
い

て
学

ぶ
、

「
と

く
し

ま
防

災
フ

ェ
ス

タ
」
を

開
催

し
、

防
災

意
識

の
向

上
を

目
指

す
。

開
催

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫
≪

工
程

表
≫

Ⅱ
　

進
化

す
る

「
命

を
守

る
」
対

策

　
 大

規
模

災
害

時
に

お
い

て
、

自
ら

の
生

命
・身

体
・財

産
を

守
り

、
被

害
を

最
小

限
に

抑
え

る
た

め
に

は
、

災
害

を
県

民
一

人
ひ

と
り

が
自

ら
の

リ
ス

ク
と

し
て

と
ら

え
、

実
際

の
行

動
に

移
す

こ
と

が
重

要
で

す
。

　
 こ

の
た

め
、

県
民

、
自

主
防

災
組

織
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

、
企

業
、

医
療

・福
祉

機
関

、
行

政
な

ど
が

連
携

協
力

し
、

県
全

体
の

防
災

力
向

上
の

た
め

、
防

災
意

識
の

高
揚

を
図

り
、

具
体

的
な

防
災

行
動

の
実

践
へ

と
つ

な
げ

て
い

く
県

民
運

動
を

展
開

し
ま

す
。

　
 ま

た
、

県
立

防
災

セ
ン

タ
ー

の
一

層
の

利
用

促
進

を
図

り
、

災
害

に
強

い
県

民
の

育
成

を
推

進
し

ま
す

。
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⑤
「
と

く
し

ま
地

震
防

災
県

民
憲

章
」
に

よ
る

県
民

防
災

意
識

の
啓

発
　 　

「
と

く
し

ま
地

震
防

災
県

民
憲

章
」
に

基
づ

き
、

自
助

・
共

助
・
公

助
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

に
応

じ
た

地
震

津
波

へ
の

備
え

の
重

要
性

を
啓

発
す

る
。

推
進

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

⑥
男

女
共

同
参

画
に

よ
る

県
民

防
災

力
の

向
上

　 　
「
徳

島
県

男
女

共
同

参
画

基
本

計
画

(第
３

次
）
」
の

普
及

啓
発

を
図

る
と

と
も

に
、

男
女

共
同

参
画

の
視

点
を

取
り

入
れ

た
防

災
・
減

災
を

テ
ー

マ
と

し
た

講
座

等
を

開
催

す
る

。
開

催

男
女

参
画

・
人

権
課

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

⑦
講

演
会

等
を

活
用

し
た

啓
発

活
動

の
実

施
　 　

講
演

会
や

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
定

期
的

に
開

催
し

、
地

震
防

災
知

識
の

普
及

啓
発

活
動

を
実

施
す

る
。

実
施

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

関
係

各
課

⑧
「
と

く
し

ま
－

０
(ゼ

ロ
)作

戦
」
防

災
出

前
講

座
の

開
催

　 　
地

域
の

隅
々

ま
で

防
災

に
関

す
る

知
識

の
普

及
や

防
災

意
識

を
浸

透
さ

せ
る

た
め

、
地

域
の

寄
り

合
い

や
事

業
所

の
研

修
会

な
ど

で
防

災
講

座
を

開
催

す
る

。
　 ＜

防
災

出
前

講
座

受
講

者
数

H
2
8
～

H
3
0
年

度
　

2
0
,0

0
0
人

／
年

　
R

1
～

R
2
年

度
　

2
5
,0

0
0
人

/
年

＞

開
催

受
講

者
20

,0
00

人
/年

開
催

受
講

者
25

,0
00

人
/年

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

関
係

各
課

⑨
啓

発
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

の
作

成
・
充

実
　 　

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
等

に
関

す
る

知
見

や
新

た
な

被
害

想
定

等
を

盛
り

込
ん

だ
、

県
民

に
分

か
り

や
す

い
啓

発
資

料
と

な
る

よ
う

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や

県
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
「
安

心
と

く
し

ま
」
の

見
直

し
・
充

実
を

図
る

。
見

直
し

充
実

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

⑩
県

立
防

災
セ

ン
タ

ー
、

南
部

防
災

館
及

び
西

部
防

災
館

に
お

け
る

防
災

啓
発

の
充

実
　 　

県
立

防
災

セ
ン

タ
ー

、
南

部
防

災
館

及
び

西
部

防
災

館
の

体
験

施
設

や
展

示
内

容
を

よ
り

充
実

す
る

と
と

も
に

、
施

設
を

利
用

し
た

企
画

展
等

を
開

催
す

る
こ

と
に

よ
り

、
防

災
啓

発
を

充
実

す
る

。
　

ま
た

、
自

主
防

災
組

織
や

防
災

関
係

団
体

等
に

会
議

室
等

施
設

の
活

用
を

促
進

し
、

活
動

の
活

性
化

を
支

援
す

る
。

　 ＜
利

用
者

数
5
万

人
程

度
/
年

（
移

動
防

災
セ

ン
タ

ー
含

む
）
＞

充
実

利
用

者
50

,0
00

人
/年

南
部

総
合

県
民

局
防

災
人

材
育

成
セ

ン
タ

ー
西

部
総

合
県

民
局

⑪
移

動
防

災
セ

ン
タ

ー
の

実
施

　 　
県

立
防

災
セ

ン
タ

ー
の

展
示

・
地

震
体

験
車

を
活

用
し

、
地

域
や

イ
ベ

ン
ト

に
出

向
く
移

動
防

災
セ

ン
タ

ー
を

開
催

し
、

県
民

の
防

災
意

識
の

向
上

を
図

る
。

　 ＜
移

動
防

災
セ

ン
タ

ー
　

1
5
0
回

/
年

＞

実
施

15
0回

/
年

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー
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⑫
公

募
に

よ
る

県
立

防
災

セ
ン

タ
ー

の
啓

発
展

示
の

充
実

　 　
民

間
事

業
者

や
防

災
関

係
団

体
等

か
ら

防
災

用
品

等
の

展
示

内
容

を
公

募
し

、
広

く
県

民
や

自
主

防
災

組
織

等
に

紹
介

す
る

。
　 ＜

1
回

公
募

/
年

＞

充
実

公
募

1回
/年

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

⑬
地

震
防

災
県

民
意

識
調

査
の

定
期

的
実

施
　 　

県
民

の
防

災
意

識
に

関
す

る
現

状
を

把
握

・
分

析
し

、
今

後
の

防
災

対
策

に
反

映
す

る
た

め
、

定
期

的
に

地
震

・
津

波
県

民
意

識
調

査
を

実
施

す
る

。
　 ＜

3
年

ご
と

に
実

施
＞

実
施

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

⑭
火

災
予

防
啓

発
の

推
進

　 　
住

宅
用

火
災

警
報

器
を

は
じ

め
と

す
る

防
災

機
器

の
設

置
促

進
及

び
適

正
管

理
の

周
知

啓
発

を
通

じ
て

、
火

災
に

よ
る

犠
牲

者
を

出
さ

な
い

火
災

予
防

意
識

を
醸

成
す

る
。

推
進

消
防

保
安

課

⑮
「
自

分
の

命
は

自
分

で
守

る
」
県

民
運

動
の

推
進

　 　
各

家
庭

で
、

住
宅

耐
震

化
や

家
具

固
定

、
備

蓄
な

ど
の

災
害

へ
の

備
え

や
避

難
経

路
な

ど
に

つ
い

て
「
家

族
防

災
会

議
」
で

話
し

合
い

準
備

し
て

お
く
「
Ｆ

Ｃ
Ｐ

（
家

族
継

続
計

画
）
」
の

普
及

・
定

着
に

取
り

組
む

こ
と

に
よ

り
、

自
助

力
・
共

助
力

の
向

上
を

図
る

。

推
進

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

⑯
毎

月
1
点

検
運

動
の

推
進

　 　
県

民
の

防
災

意
識

や
防

災
力

の
向

上
を

目
的

と
し

、
昭

和
南

海
地

震
か

ら
7
0
年

と
な

る
平

成
2
8
年

に
、

毎
月

１
つ

の
テ

ー
マ

に
沿

っ
た

点
検

を
、

県
民

や
事

業
者

に
呼

び
掛

け
る

「
毎

月
1
点

検
運

動
」
を

創
設

し
、

2
9
年

以
降

も
運

動
の

定
着

を
図

る
た

め
推

進
す

る
。

創
設

推
進

危
機

管
理

政
策

課

⑰
西

部
防

災
館

を
活

用
し

た
防

災
意

識
や

防
災

対
応

能
力

の
向

上
　 　

「
防

災
・
健

康
」
の

リ
バ

ー
シ

ブ
ル

な
役

割
を

担
う

西
部

健
康

防
災

公
園

内
の

西
部

防
災

館
を

活
用

し
、

防
災

及
び

健
康

増
進

に
関

す
る

講
座

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
県

西
部

圏
域

に
お

け
る

住
民

の
防

災
意

識
や

災
害

対
応

能
力

の
向

上
を

図
る

。

＜
広

く
県

民
を

対
象

と
し

た
防

災
及

び
健

康
増

進
講

座
の

実
施

回
数

、
H

3
0
年

度
3
0
回

/
以

上
　

R
1
～

R
2
年

度
4
5
回

/
年

以
上

＞

３
０

回
４

５
回

４
５

回

西
部

総
合

県
民

局
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（
２

）
学

校
に

お
け

る
防

災
教

育
の

推
進

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
「
高

校
生

防
災

士
」
の

養
成

　 　
防

災
活

動
に

意
欲

を
持

つ
高

校
生

の
防

災
士

取
得

を
支

援
し

、
専

門
的

な
防

災
活

動
の

知
識

技
能

を
身

に
つ

け
、

地
域

防
災

の
活

力
と

し
て

活
動

を
支

援
す

る
。

　 ＜
R

2
年

度
に

累
計

7
0
0
人

の
防

災
士

資
格

取
得

を
図

る
＞

推
進

累
計

22
0

人
36

0人
50

0人
60

0人
70

0人

教
育

委
員

会

②
県

立
高

校
に

お
け

る
「
防

災
ク

ラ
ブ

」
の

設
置

　 　
高

校
生

の
防

災
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
や

地
域

と
連

携
し

た
防

災
活

動
を

実
施

し
、

学
校

と
地

域
の

防
災

力
を

高
め

る
。

　 ＜
全

県
立

高
校

に
防

災
ク

ラ
ブ

を
設

置
＞

設
置

推
進

教
育

委
員

会

③
中

学
校

に
お

け
る

｢防
災

ク
ラ

ブ
｣の

設
置

　 　
中

学
校

に
「
防

災
ク

ラ
ブ

」
の

設
置

を
進

め
、

防
災

活
動

の
知

識
・
技

能
を

身
に

つ
け

る
と

と
も

に
、

将
来

の
地

域
防

災
の

担
い

手
を

育
成

す
る

。
　 ＜

R
2
年

度
ま

で
に

県
内

中
学

校
の

半
数

に
設

置
＞

推
進

県
内

中
学

校
の

５
０

%に
設

置

教
育

委
員

会

④
県

立
防

災
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

防
災

教
育

に
対

す
る

支
援

　 　
県

立
防

災
セ

ン
タ

ー
の

機
能

等
を

活
用

し
、

防
災

教
育

を
実

践
す

る
教

員
か

ら
の

相
談

に
応

じ
る

窓
口

の
設

置
や

啓
発

資
料

の
作

成
・
提

供
、

学
校

へ
の

講
師

派
遣

（
ま

な
ぼ

う
さ

い
教

室
）
な

ど
、

学
校

に
お

け
る

防
災

教
育

を
支

援
す

る
。

支
援

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

⑤
活

発
な

防
災

活
動

を
実

践
す

る
小

中
学

校
等

の
顕

彰
　 　

「
県

ま
な

ぼ
う

さ
い

活
動

賞
」
を

創
設

し
、

実
践

的
な

防
災

活
動

に
熱

心
か

つ
継

続
的

に
取

り
組

み
、

他
の

モ
デ

ル
と

な
る

小
中

学
校

等
を

顕
彰

す
る

と
と

も
に

、
活

動
事

例
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

広
く
周

知
し

、
学

校
に

お
け

る
防

災
活

動
の

推
進

を
図

る
。

推
進

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

１
　

県
民

防
災

力
の

強
化

　
 災

害
発

生
時

に
お

け
る

児
童

・生
徒

の
安

全
を

確
保

す
る

た
め

に
は

、
児

童
・生

徒
、

教
職

員
等

が
防

災
に

つ
い

て
の

正
し

い
知

識
を

身
に

つ
け

、
適

切
に

対
応

す
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

　
 こ

の
た

め
、

児
童

・生
徒

に
対

す
る

防
災

教
育

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

学
校

に
お

け
る

防
災

体
制

を
充

実
し

ま
す

。

≪
工

程
表

≫
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⑥
「
防

災
生

涯
学

習
推

進
パ

ー
ト

ナ
ー

」
の

登
録

・
支

援
　 　

小
中

学
校

へ
出

向
く
「
ま

な
ぼ

う
さ

い
教

室
」
や

教
職

員
を

対
象

と
し

た
防

災
学

習
研

修
の

開
催

を
通

じ
て

、
ま

た
、

関
係

機
関

等
へ

発
信

す
る

「
防

災
生

涯
学

習
推

進
パ

ー
ト

ナ
ー

通
信

」
を

活
用

し
て

、
学

校
・
地

域
が

連
携

し
た

防
災

活
動

を
支

援
す

る
。

　 ＜
R

2
年

ま
で

に
「
防

災
生

涯
学

習
推

進
パ

ー
ト

ナ
ー

」
の

機
関

数
4
8
0
機

関
＞

登
録

支
援

登
録

48
0機

関

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

⑦
南

部
圏

域
に

お
け

る
防

災
教

育
の

推
進

　 　
県

南
部

圏
域

に
お

け
る

次
世

代
の

防
災

活
動

の
担

い
手

を
育

成
す

る
た

め
、

南
部

防
災

館
と

連
携

し
、

管
内

の
学

校
等

へ
の

防
災

出
前

講
座

や
訓

練
等

を
行

い
、

防
災

教
育

を
推

進
す

る
。

　 ＜
中

・
高

校
生

を
対

象
に

し
た

防
災

講
座

・
訓

練
等

実
施

回
数

　
1
5
回

/
年

＞

推
進

実
施

15
回

/年

南
部

総
合

県
民

局

⑧
未

来
の

防
災

リ
ー

ダ
ー

育
成

支
援

　 　
次

代
を

担
う

小
中

高
生

に
防

災
学

習
や

訓
練

を
実

施
し

、
防

災
意

識
を

高
揚

し
て

未
来

の
防

災
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

を
図

る
。

ま
た

、
中

学
校

に
お

け
る

防
災

ク
ラ

ブ
の

設
立

支
援

を
行

う
。

実
施

西
部

総
合

県
民

局

⑨
教

職
員

の
防

災
研

修
の

実
施

　 　
学

校
に

お
い

て
防

災
教

育
の

推
進

を
図

る
た

め
、

防
災

に
関

す
る

研
修

等
を

実
施

す
る

。
　 ＜

毎
年

全
学

校
で

実
施

＞

全
学

校
で

実
施

教
育

委
員

会

⑩
県

立
学

校
に

お
け

る
防

災
士

の
資

格
を

有
す

る
教

員
の

配
置

　 　
学

校
に

お
け

る
災

害
対

応
能

力
の

向
上

及
び

地
域

の
防

災
力

の
向

上
に

資
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

防
災

士
の

資
格

を
も

っ
た

教
員

を
養

成
す

る
。

＜
県

立
学

校
に

お
け

る
防

災
士

の
資

格
を

有
す

る
教

員
の

配
置

率
＞

養
成

配
置

率
60

%
80

%
10

0%
10

0%
10

0%

教
育

委
員

会

- 12 -



（
３

）
防

災
を

担
う

人
材

の
育

成

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
「
防

災
士

」
資

格
の

取
得

支
援

　 　
自

助
・
共

助
の

要
と

な
る

地
域

防
災

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
「
防

災
士

」
の

資
格

取
得

を
支

援
す

る
。

　 ＜
R

2
年

度
ま

で
に

「
防

災
士

」
登

録
者

数
（
累

計
）
3
,2

0
0
人

＞

支
援

登
録

1,
70

0人
2,

00
0人

2,
60

0人
2,

90
0人

3,
20

0人

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

②
「
防

災
生

涯
学

習
コ

ー
ス

」
の

開
設

　 　
「
防

災
人

材
育

成
セ

ン
タ

ー
」
と

「
ま

な
び

ー
あ

徳
島

」
等

関
係

部
局

が
連

携
協

力
し

、
県

民
の

誰
も

が
自

発
的

に
防

災
に

つ
い

て
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
「
防

災
生

涯
学

習
」
を

推
進

す
る

。
　 ＜

H
2
8
年

度
　

年
間

1
5
,0

0
0
人

　
H

2
9
年

度
　

年
間

2
0
,0

0
0
人

　
H

3
0
～

R
2
年

度
2
5
,0

0
0
人

＞

推
進

参
加

者
15

,0
00

人
20

,0
00

人
25

,0
00

人
25

,0
00

人
25

,0
00

人

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

③
「
防

災
学

習
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
」
の

開
設

　 　
県

民
が

い
つ

で
も

、
地

域
や

家
庭

で
防

災
に

つ
い

て
自

主
的

に
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

県
立

防
災

セ
ン

タ
ー

に
各

種
講

座
等

を
収

録
し

た
Ｄ

Ｖ
Ｄ

を
貸

し
出

す
「
防

災
学

習
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
」
を

設
置

す
る

。
充

実

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

④
防

災
の

専
門

性
の

高
い

「
地

域
防

災
推

進
員

」
の

養
成

　 　
自

主
防

災
組

織
の

結
成

促
進

と
活

性
化

を
図

り
、

地
域

の
防

災
力

を
向

上
さ

せ
る

た
め

、
「
防

災
士

」
の

受
験

資
格

も
得

ら
れ

る
専

門
的

な
講

座
を

開
講

し
、

「
地

域
防

災
推

進
員

」
を

養
成

す
る

。
　 ＜

養
成

修
了

者
　

R
2
年

度
ま

で
に

累
計

2
,1

0
0
人

＞

養
成

累
計

1,
10

0人
1,

30
0人

1,
70

0人
1,

90
0人

2,
10

0人

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

⑤
自

主
防

災
組

織
リ

ー
ダ

ー
研

修
会

の
実

施
　 　

自
主

防
災

組
織

の
機

能
を

高
め

、
活

動
の

活
性

化
を

図
る

た
め

、
自

主
防

災
組

織
の

リ
ー

ダ
ー

を
対

象
に

実
践

的
な

研
修

を
実

施
す

る
。

実
施

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

１
　

県
民

防
災

力
の

強
化

　
切

迫
す

る
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

に
備

え
、

自
分

の
命

は
自

分
で

守
る

（自
助

）た
め

に
は

、
県

民
一

人
ひ

と
り

が
防

災
の

正
し

い
知

識
を

身
に

つ
け

、
日

頃
か

ら
実

践
的

な
訓

練
を

行
う

こ
と

が
重

要
で

す
。

　
こ

の
た

め
、

幼
少

期
か

ら
の

防
災

教
育

を
は

じ
め

、
県

民
の

誰
も

が
い

つ
で

も
防

災
に

つ
い

て
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
機

会
を

提
供

す
る

な
ど

、
防

災
を

担
う

人
材

の
育

成
を

総
合

的
に

推
進

し
ま

す
。

≪
工

程
表

≫
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⑥
市

町
村

が
行

う
人

材
養

成
の

支
援

　 　
「
防

災
人

材
育

成
セ

ン
タ

ー
」
が

主
体

と
な

っ
て

、
市

町
村

が
行

う
防

災
に

関
す

る
人

材
養

成
の

促
進

を
支

援
す

る
。

支
援

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

⑦
「
南

部
防

災
館

」
を

活
用

し
た

自
主

防
災

組
織

の
能

力
向

上
　 　

自
主

防
災

活
動

に
関

す
る

相
談

・
助

言
や

防
災

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
等

、
「
南

部
防

災
館

」
を

活
用

し
た

自
主

防
災

組
織

の
能

力
向

上
の

た
め

の
研

修
・
講

座
等

を
開

催
す

る
。

　 ＜
南

部
防

災
館

で
の

研
修

・
講

座
等

受
講

者
数

　
1
,0

0
0
人

以
上

/
年

＞

推
進

受
講

者
1,

00
0人

/
年

南
部

総
合

県
民

局

⑧
消

防
団

員
の

確
保

促
進

　 　
地

域
防

災
の

要
で

あ
る

消
防

団
を

確
保

す
る

た
め

、
団

員
募

集
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
に

よ
る

周
知

啓
発

及
び

大
学

祭
や

イ
ベ

ン
ト

へ
の

出
展

に
よ

る
消

防
団

活
動

の
体

験
を

通
じ

て
、

団
員

確
保

を
促

進
す

る
。

　

促
進

消
防

保
安

課

⑨
少

年
消

防
ク

ラ
ブ

の
活

性
化

や
交

流
の

促
進

　 　
地

域
に

お
け

る
「
将

来
の

地
域

防
災

の
担

い
手

」
で

あ
る

少
年

消
防

ク
ラ

ブ
の

活
性

化
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
積

極
的

に
取

り
組

む
「
モ

デ
ル

ク
ラ

ブ
」
を

支
援

す
る

。
　 ＜

H
3
0
ま

で
に

モ
デ

ル
ク

ラ
ブ

の
選

定
数

1
0
ク

ラ
ブ

＞

促
進

4ク
ラ

ブ
7ク

ラ
ブ

10
ク

ラ
ブ

消
防

保
安

課

⑩
「
災

害
時

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

（
保

健
衛

生
・
医

療
・
薬

務
・
介

護
福

祉
）
」
の

養
成

　 　
医

療
・
保

健
・
福

祉
等

の
支

援
活

動
を

迅
速

か
つ

効
果

的
に

実
施

す
る

た
め

、
被

災
状

況
を

的
確

に
把

握
し

、
人

材
や

資
材

の
適

正
配

置
を

行
う

「
災

害
時

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

（
保

健
衛

生
・
医

療
・
薬

務
・
介

護
福

祉
の

４
分

野
）
」
の

養
成

に
取

り
組

む
。

養
成

保
健

福
祉

政
策

課
医

療
政

策
課

薬
務

課
長

寿
い

き
が

い
課

⑪
「
教

員
Ｏ

Ｂ
防

災
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
制

度
」
の

推
進

　 　
発

災
時

の
学

校
避

難
所

の
運

営
支

援
と

早
期

の
学

校
再

開
を

支
援

す
る

「
教

員
Ｏ

Ｂ
防

災
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
制

度
」
へ

の
教

員
Ｏ

Ｂ
の

登
録

を
推

進
す

る
。

　 ＜
R

2
年

度
末

に
登

録
者

数
3
0
0
人

以
上

（
公

立
学

校
（
小

中
高

特
）
数

以
上

の
O

B
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

登
録

）
＞

推
進

教
員

Ｏ
Ｂ

防
災

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
登

録
者

３
０

０
人

以
上

教
育

委
員

会

⑫
消

防
団

協
力

事
業

所
の

推
進

　 　
市

町
村

が
実

施
す

る
消

防
団

協
力

事
業

所
表

示
制

度
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
消

防
団

活
動

に
積

極
的

な
事

業
所

を
表

彰
す

る
こ

と
で

、
消

防
団

協
力

事
業

所
の

拡
大

を
推

進
す

る
。

　 ＜
消

防
団

協
力

事
業

所
表

示
制

度
の

導
入

市
町

村
数

２
４

市
町

村
（
平

成
3
0
年

度
）
＞

導
入 20

市
町

村
22

市
町

村
24

市
町

村

消
防

保
安

課
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（
４

）
自

主
防

災
組

織
の

充
実

強
化

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
自

主
防

災
組

織
の

結
成

及
び

活
動

の
活

性
化

　 　
避

難
所

運
営

リ
ー

ダ
ー

養
成

や
防

災
啓

発
サ

ポ
ー

タ
ー

活
動

等
を

通
し

て
、

実
効

性
の

あ
る

地
域

防
災

活
動

を
推

進
し

、
自

主
防

災
組

織
活

動
の

活
性

化
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

結
成

促
進

に
繋

げ
る

。
促

進

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

②
自

主
防

災
組

織
が

活
用

す
る

資
機

材
等

の
整

備
促

進
　 　

（
財

）
自

治
総

合
セ

ン
タ

ー
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

助
成

事
業

等
を

活
用

し
、

災
害

時
や

訓
練

に
自

主
防

災
組

織
が

活
用

す
る

資
機

材
等

の
整

備
を

促
進

す
る

。

促
進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

③
自

主
防

災
組

織
活

動
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
見

直
し

・
活

用
促

進
　 　

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
の

被
害

想
定

等
を

踏
ま

え
、

「
自

主
防

災
組

織
活

動
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
を

見
直

し
、

市
町

村
や

地
域

で
の

活
用

を
促

進
す

る
。

見
直

し
促

進

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

④
自

主
防

災
組

織
間

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

推
進

　 　
自

主
防

災
組

織
相

互
間

の
連

携
・
交

流
に

よ
り

活
動

の
活

性
化

を
図

る
た

め
、

徳
島

県
自

主
防

災
組

織
連

絡
会

活
動

を
通

し
て

、
各

市
町

村
に

お
け

る
自

主
防

災
組

織
の

横
の

連
携

（
市

町
村

連
絡

会
の

結
成

）
を

促
進

す
る

。
促

進 18
市

町
村

20
市

町
村

24
市

町
村

南
部

総
合

県
民

局
西

部
総

合
県

民
局

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

⑤
自

主
防

災
組

織
リ

ー
ダ

ー
研

修
会

の
実

施
(再

掲
）

　 　
自

主
防

災
組

織
の

機
能

を
高

め
、

活
動

の
活

性
化

を
図

る
た

め
、

自
主

防
災

組
織

の
リ

ー
ダ

ー
を

対
象

に
実

践
的

な
研

修
を

実
施

す
る

。
実

施

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

１
　

県
民

防
災

力
の

強
化

　
 自

主
防

災
組

織
は

、
「自

分
た

ち
の

地
域

は
自

分
た

ち
で

守
る

」と
い

う
連

帯
感

に
基

づ
い

て
、

地
域

住
民

が
自

主
的

に
結

成
す

る
組

織
で

あ
り

、
地

域
防

災
力

を
高

め
る

た
め

に
は

、
自

主
防

災
組

織
の

結
成

促
進

と
充

実
強

化
が

必
要

で
す

。
　

 こ
の

た
め

、
市

町
村

と
連

携
し

、
自

主
防

災
組

織
の

結
成

促
進

と
防

災
訓

練
等

活
動

の
活

性
化

を
支

援
し

ま
す

。

≪
工

程
表

≫
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⑥
「
南

部
防

災
館

」
を

活
用

し
た

自
主

防
災

組
織

の
能

力
向

上
(再

掲
）

　 　
自

主
防

災
活

動
に

関
す

る
相

談
・
助

言
や

防
災

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
等

、
「
南

部
防

災
館

」
を

活
用

し
た

自
主

防
災

組
織

の
能

力
向

上
の

た
め

の
研

修
・
講

座
等

を
開

催
す

る
。

　 ＜
南

部
防

災
館

で
の

研
修

・
講

座
等

受
講

者
数

　
1
,0

0
0
人

以
上

/
年

＞

推
進

受
講

1,
00

0人
/

年

南
部

総
合

県
民

局

⑦
企

業
等

と
自

主
防

災
組

織
の

連
携

促
進

　 　
地

域
の

有
力

な
防

災
資

源
で

あ
る

企
業

や
事

業
所

と
自

主
防

災
組

織
の

合
同

防
災

訓
練

の
実

施
な

ど
、

平
常

時
か

ら
の

連
携

強
化

を
市

町
村

や
自

主
防

災
組

織
に

働
き

か
け

る
。

促
進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

⑧
自

衛
消

防
組

織
に

よ
る

災
害

避
難

応
援

訓
練

の
実

施
　 　

津
波

・
地

震
等

の
大

き
な

災
害

が
発

生
し

た
時

の
初

期
活

動
と

し
て

、
県

本
庁

舎
に

一
時

避
難

し
て

く
る

地
域

住
民

等
の

誘
導

、
手

助
け

等
を

行
う

。
推

進

管
財

課
関

係
各

課

- 16 -



（
５

）
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

促
進

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

対
す

る
啓

発
の

推
進

　 　
県

民
の

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
対

す
る

理
解

を
深

め
る

た
め

、
「
防

災
人

材
育

成
セ

ン
タ

ー
」
が

開
設

す
る

「
防

災
生

涯
学

習
コ

ー
ス

」
で

講
座

等
を

開
催

す
る

な
ど

、
啓

発
を

推
進

す
る

。
推

進

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

②
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

養
成

　 　
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

中
心

的
役

割
を

担
う

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
養

成
す

る
た

め
の

講
座

を
開

催
す

る
。

　 ＜
H

2
2
：
2
0
9
人

→
3
0
人

/
年

＞

推
進

養
成

30
人

/年

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

③
県

と
市

町
村

の
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
運

営
訓

練
の

実
施

　 　
災

害
時

を
想

定
し

、
県

と
市

町
村

の
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
連

絡
調

整
等

運
営

訓
練

を
実

施
し

、
課

題
等

を
「
県

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

受
入

れ
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
や

「
市

町
村

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

設
置

運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
」

に
反

映
す

る
。

　 ＜
毎

年
度

実
施

＞

実
施

保
健

福
祉

政
策

課

④
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

連
携

協
力

体
制

の
強

化
　 　

関
係

機
関

・
団

体
等

に
よ

る
連

絡
会

等
を

開
催

す
る

な
ど

、
平

常
時

か
ら

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

し
、

横
の

連
携

協
力

体
制

を
強

化
す

る
。

推
進

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

１
　

県
民

防
災

力
の

強
化

　
 大

規
模

な
地

震
が

発
生

し
た

場
合

、
防

災
関

係
機

関
だ

け
で

は
十

分
な

対
応

が
望

め
な

い
こ

と
が

多
く
、

被
災

者
支

援
な

ど
多

く
の

場
面

で
、

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
活

動
が

重
要

で
す

。
　

 こ
の

た
め

、
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

受
け

入
れ

体
制

の
整

備
や

、
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

養
成

に
取

り
組

み
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
力

が
効

果
的

に
発

揮
さ

れ
る

よ
う

活
動

環
境

の
整

備
を

促
進

し
ま

す
。

≪
工

程
表

≫
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⑤
「
市

町
村

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

設
置

運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
策

定
の

促
進

　 　
市

町
村

に
お

い
て

、
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
の

設
置

や
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

受
入

れ
が

円
滑

に
実

施
で

き
る

よ
う

、
設

置
運

営
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
策

定
を

促
進

す
る

。
　 ＜

R
2
年

ま
で

に
全

市
町

村
で

策
定

＞

策
定

促
進

全
市

町
村

で
策

定

保
健

福
祉

政
策

課

⑥
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
関

連
の

情
報

提
供

手
段

の
整

備
　 　

平
常

時
や

災
害

発
生

時
に

お
い

て
、

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

関
連

の
情

報
を

収
集

・
発

信
す

る
た

め
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

整
備

し
、

広
く
県

民
に

周
知

す
る

。
周

知

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

- 18 -



２
　

緊
急

的
な

津
波

対
策

の
推

進

（
１

）
津

波
避

難
意

識
の

向
上

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
津

波
避

難
に

関
す

る
啓

発
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

の
充

実
　 　

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
の

被
害

想
定

等
を

盛
り

込
み

、
津

波
の

特
徴

や
迅

速
な

避
難

の
重

要
性

な
ど

、
正

確
な

知
識

の
普

及
を

図
る

啓
発

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等
の

見
直

し
・
充

実
を

図
る

。
見

直
し

充
実

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

②
「
津

波
防

災
の

日
」
に

因
ん

だ
啓

発
の

実
施

　 　
１

１
月

５
日

の
「
津

波
防

災
の

日
」
に

因
ん

だ
、

講
演

会
や

防
災

訓
練

等
を

実
施

し
、

県
民

の
津

波
避

難
意

識
の

向
上

を
図

る
。

実
施

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

③
「
と

く
し

ま
－

０
(ゼ

ロ
)作

戦
」
防

災
出

前
講

座
の

開
催

（
再

掲
）

　 　
地

域
の

隅
々

ま
で

防
災

に
関

す
る

知
識

の
普

及
や

防
災

意
識

を
浸

透
さ

せ
る

た
め

、
地

域
の

寄
り

合
い

や
事

業
所

の
研

修
会

な
ど

で
防

災
講

座
を

開
催

す
る

。
　 ＜

防
災

出
前

講
座

受
講

者
数

2
5
,0

0
0
人

/
年

＞

開
催

受
講

者
20

,0
00

人
/年

開
催

受
講

者
25

,0
00

人
/年

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

関
係

各
課

④
地

域
住

民
と

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

等
の

開
催

　 　
津

波
避

難
に

係
る

地
域

住
民

と
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

を
開

催
し

、
災

害
に

対
す

る
事

前
の

備
え

を
進

め
る

。
　 ＜

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

の
開

催
　

4
回

/
年

＞

推
進

開
催

4回
/年

南
部

総
合

県
民

局

⑤
地

震
防

災
県

民
意

識
調

査
の

定
期

的
実

施
（
再

掲
）

　 　
県

民
の

防
災

意
識

に
関

す
る

現
状

を
把

握
・
分

析
し

、
今

後
の

防
災

対
策

に
反

映
す

る
た

め
、

定
期

的
に

地
震

・
津

波
県

民
意

識
調

査
を

実
施

す
る

。
　 ＜

3
年

ご
と

に
実

施
＞

実
施

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

　
地

震
発

生
後

、
沿

岸
地

域
の

全
て

の
人

が
、

直
ち

に
避

難
行

動
を

と
る

こ
と

に
よ

り
、

大
幅

に
減

災
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

り
ま

す
。

　
こ

の
た

め
、

県
民

へ
の

地
震

津
波

に
関

す
る

防
災

意
識

の
高

揚
を

図
り

、
正

し
い

知
識

の
普

及
・啓

発
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

「
助

か
る

命
を

助
け

る
」
た

め
の

津
波

避
難

意
識

の
向

上
を

図
り

ま
す

。

≪
工

程
表

≫
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⑥
道

路
利

用
者

等
へ

の
海

抜
情

報
の

周
知

　 　
津

波
浸

水
想

定
エ

リ
ア

の
住

民
や

道
路

利
用

者
等

の
速

や
か

な
避

難
行

動
を

促
進

す
る

た
め

、
「
海

抜
表

示
シ

ー
ト

」
を

設
置

す
る

。
　 ＜

津
波

浸
水

想
定

エ
リ

ア
内

に
お

け
る

海
抜

表
示

シ
ー

ト
の

設
置

H
2
5
：
1
9
4
箇

所
→

H
2
8
年

度
ま

で
に

3
5
0
箇

所
＞

推
進

設
置

35
0箇

所

道
路

整
備

課

- 20 -



（
２

）
津

波
避

難
訓

練
等

の
充

実
・
強

化

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
津

波
避

難
訓

練
の

実
施

　 　
迅

速
な

避
難

体
制

を
確

立
す

る
た

め
、

「
津

波
防

災
の

日
」
・
「
世

界
津

波
の

日
」
に

あ
わ

せ
、

県
、

市
町

及
び

自
衛

隊
、

警
察

等
の

防
災

関
係

機
関

の
連

携
の

も
と

、
地

域
住

民
等

が
参

加
す

る
津

波
避

難
訓

練
を

実
施

す
る

。
　 ＜

１
回

/
年

＞

実
施

１
回

/年

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

②
沿

岸
市

町
の

津
波

避
難

訓
練

の
促

進
　 　

迅
速

な
避

難
体

制
を

確
立

す
る

た
め

、
全

て
の

沿
岸

市
町

で
、

自
主

防
災

組
織

等
地

域
住

民
と

連
携

し
た

津
波

避
難

訓
練

の
実

施
を

促
進

す
る

。
促

進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

③
関

係
機

関
の

評
価

に
よ

る
沿

岸
市

町
の

津
波

避
難

訓
練

の
充

実
　 　

県
や

自
衛

隊
等

関
係

機
関

の
客

観
的

な
視

点
か

ら
、

市
町

の
津

波
避

難
訓

練
の

内
容

を
評

価
し

、
今

後
の

訓
練

計
画

に
反

映
す

る
な

ど
、

沿
岸

市
町

が
実

施
す

る
津

波
避

難
訓

練
の

充
実

・
強

化
を

促
進

す
る

。
促

進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

④
南

部
圏

域
に

お
け

る
津

波
避

難
訓

練
の

実
施

及
び

支
援

　 　
津

波
襲

来
ま

で
時

間
的

余
裕

が
少

な
い

、
県

南
部

圏
域

の
沿

岸
市

町
と

連
携

し
、

地
域

住
民

を
対

象
と

し
た

津
波

避
難

訓
練

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

事
業

者
等

が
実

施
す

る
津

波
避

難
訓

練
の

支
援

を
行

う
。

　 ＜
実

施
・
支

援
　

各
１

回
以

上
/
年

＞

実
施

支
援

1回
/年

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

南
部

総
合

県
民

局

⑤
４

県
連

携
に

よ
る

津
波

避
難

訓
練

の
実

施
　 　

迅
速

な
避

難
体

制
を

確
立

す
る

た
め

、
４

県
（
三

重
県

、
和

歌
山

県
、

徳
島

県
、

高
知

県
）
が

連
携

し
、

津
波

避
難

訓
練

を
実

施
し

て
い

た
が

、
今

後
は

「
津

波
防

災
の

日
」
・
「
世

界
津

波
の

日
」
に

あ
わ

せ
、

全
国

の
県

、
市

町
及

び
自

衛
隊

、
警

察
等

の
防

災
関

係
機

関
の

連
携

の
も

と
、

地
域

住
民

等
が

参
加

す
る

津
波

避
難

訓
練

を
実

施
す

る
。

　 ＜
１

回
/
年

＞

実
施

1回
/年

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

２
　

緊
急

的
な

津
波

対
策

の
推

進

　
 地

震
発

生
後

、
円

滑
に

避
難

を
行

う
た

め
に

は
、

日
ご

ろ
か

ら
の

避
難

訓
練

が
重

要
で

す
。

　
 訓

練
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

い
ざ

と
い

う
時

、
迅

速
な

対
応

が
可

能
と

な
る

こ
と

は
も

ち
ろ

ん
、

事
前

に
、

避
難

経
路

や
避

難
場

所
、

災
害

時
要

援
護

者
へ

の
対

応
等

も
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
　

 こ
の

た
め

、
津

波
避

難
訓

練
の

定
期

的
な

実
施

と
と

も
に

、
観

光
客

や
釣

り
客

等
も

参
加

す
る

実
践

的
な

も
の

と
す

る
な

ど
、

訓
練

内
容

の
充

実
・
強

化
を

推
進

し
ま

す
。

≪
工

程
表

≫
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⑥
陸

こ
う

等
閉

鎖
訓

練
の

実
施

　 　
常

時
閉

鎖
化

を
進

め
つ

つ
、

地
震

発
生

後
、

速
や

か
に

陸
こ

う
等

を
閉

鎖
す

る
訓

練
を

行
う

。
実

施

河
川

整
備

課
運

輸
政

策
課

生
産

基
盤

課

- 22 -



（
３

）
津

波
避

難
困

難
地

域
の

解
消

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
「
津

波
避

難
対

策
緊

急
事

業
計

画
」
の

策
定

支
援

（
再

掲
）

　 　
避

難
路

や
避

難
場

所
の

整
備

を
促

進
す

る
た

め
、

南
海

ト
ラ

フ
特

措
法

に
基

づ
く
「
津

波
避

難
対

策
緊

急
事

業
計

画
」

を
策

定
す

る
市

町
の

支
援

を
行

う
。

　 ＜
H

2
7
：
6
2
.5

%
→

Ｈ
3
0
：
1
0
0
%
＞

10
0%

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

②
が

け
地

の
保

全
と

併
せ

て
行

う
、

避
難

路
、

避
難

場
所

の
整

備
の

推
進

　 　
が

け
地

の
保

全
整

備
に

併
せ

て
、

津
波

避
難

困
難

地
域

の
解

消
に

向
け

た
避

難
路

や
避

難
場

所
の

整
備

を
推

進
及

び
促

進
す

る
。

　 ＜
H

3
0
年

度
ま

で
に

が
け

地
の

保
全

に
併

せ
た

避
難

路
・
避

難
場

所
整

備
箇

所
数

（
累

計
）
6
0
箇

所
＞

推
進

整
備

45
箇

所
50

箇
所

60
箇

所

砂
防

防
災

課
南

部
総

合
県

民
局

③
高

速
道

路
の

り
面

等
の

活
用

に
よ

る
津

波
避

難
場

所
の

設
置

促
進

　 　
関

係
市

町
と

連
携

し
、

高
速

道
路

の
の

り
面

等
を

活
用

し
た

津
波

避
難

場
所

の
設

置
を

促
進

す
る

。
促

進

高
規

格
道

路
課

道
路

整
備

課

④
漁

村
に

お
け

る
津

波
避

難
施

設
の

整
備

、
生

産
施

設
の

耐
震

化
等

に
対

す
る

支
援

　 　
漁

業
集

落
単

位
で

、
漁

港
や

海
上

で
の

避
難

行
動

の
ル

ー
ル

づ
く
り

、
「
漁

協
版

Ｂ
Ｃ

Ｐ
」
の

策
定

、
「
漁

村
防

災
・
減

災
力

向
上

計
画

」
に

位
置

づ
け

ら
れ

た
避

難
施

設
（
避

難
路

の
段

差
解

消
、

手
す

り
の

設
置

等
）
の

整
備

や
生

産
・
流

通
施

設
の

耐
震

化
等

に
対

す
る

支
援

を
実

施
す

る
。

推
進

水
産

振
興

課

⑤
避

難
場

所
・
避

難
路

の
整

備
等

の
促

進
　 　

津
波

避
難

場
所

・
避

難
路

の
整

備
及

び
機

能
強

化
を

促
進

す
る

。
　

ま
た

、
堅

固
な

中
・
高

層
の

建
物

を
津

波
か

ら
の

避
難

場
所

に
利

用
す

る
津

波
避

難
ビ

ル
の

指
定

を
促

進
す

る
。

促
進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

２
　

緊
急

的
な

津
波

対
策

の
推

進

　
 津

波
避

難
訓

練
等

を
行

い
、

地
域

の
津

波
避

難
計

画
を

策
定

す
る

こ
と

に
よ

り
、

津
波

避
難

に
お

け
る

課
題

が
明

ら
か

に
な

り
ま

す
。

　
 地

域
に

避
難

で
き

る
高

台
が

な
い

な
ど

、
避

難
が

困
難

な
地

域
に

つ
い

て
は

、
避

難
路

や
避

難
施

設
の

整
備

等
の

ハ
ー

ド
対

策
を

積
極

的
に

進
め

、
津

波
避

難
困

難
地

域
を

解
消

し
ま

す
。

≪
工

程
表

≫
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⑥
被

災
時

の
避

難
路

の
確

保
　 　

津
波

避
難

困
難

地
域

の
解

消
を

は
じ

め
、

地
域

の
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
、

老
朽

化
し

て
危

険
な

空
き

家
・
空

き
建

築
物

の
除

却
や

市
町

村
に

お
け

る
空

き
家

等
対

策
計

画
の

策
定

を
支

援
し

、
災

害
に

強
い

ま
ち

づ
く
り

を
推

進
す

る
。

　 ＜
R

2
年

度
ま

で
に

老
朽

危
険

建
築

物
（
空

き
家

等
）
除

却
戸

数
1
,2

8
0
戸

（
累

計
）
＞

推
進

50
0戸

67
0戸

84
0戸

1,
12

0戸
1,

28
0戸

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

住
宅

課

⑦
県

営
住

宅
へ

の
津

波
避

難
機

能
の

付
加

　 　
県

営
住

宅
に

津
波

避
難

機
能

を
付

加
し

、
津

波
避

難
困

難
地

域
の

解
消

を
図

る
と

と
も

に
、

市
町

村
や

民
間

施
設

へ
の

モ
デ

ル
的

役
割

も
は

た
す

。
※

集
約

化
事

業
・
津

波
避

難
ビ

ル
整

備
モ

デ
ル

事
業

（
H

2
7
年

度
に

整
備

）

維
持

管
理

住
宅

課

- 24 -



（
４

）
津

波
情

報
等

伝
達

体
制

の
強

化

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
メ

ー
ル

に
よ

る
県

民
向

け
防

災
情

報
提

供
シ

ス
テ

ム
の

運
用

　 　
情

報
提

供
を

希
望

す
る

県
民

に
対

し
て

、
携

帯
メ

ー
ル

や
エ

リ
ア

メ
ー

ル
を

は
じ

め
と

す
る

緊
急

情
報

メ
ー

ル
に

よ
り

、
地

震
・
津

波
情

報
、

気
象

警
報

、
避

難
勧

告
の

発
令

な
ど

の
防

災
情

報
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
互

い
の

安
否

が
確

認
で

き
る

「
安

否
情

報
共

有
サ

ー
ビ

ス
」
を

提
供

す
る

。
　 ＜

R
2
：
す

だ
ち

く
ん

メ
ー

ル
登

録
者

　
 4

5
,0

0
0
人

以
上

＞

運
用

45
,0

00
人

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

②
市

町
村

の
同

報
無

線
・
屋

外
拡

声
機

等
の

運
用

に
対

す
る

支
援

　 　
市

町
村

に
お

け
る

、
同

報
無

線
・
屋

外
拡

声
機

等
の

運
用

を
支

援
し

、
住

民
へ

の
防

災
情

報
の

伝
達

手
段

の
充

実
・

強
化

を
促

進
す

る
。

促
進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

③
緊

急
地

震
速

報
の

普
及

啓
発

　 　
各

種
防

災
訓

練
に

緊
急

地
震

速
報

発
表

の
想

定
を

取
り

入
れ

、
対

応
訓

練
を

実
施

す
る

。
　 ＜

3
回

/
年

以
上

訓
練

を
実

施
＞

実
施

3回
/年

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

④
全

国
瞬

時
警

報
シ

ス
テ

ム
（
Ｊ

－
Ａ

Ｌ
Ｅ

Ｒ
Ｔ

）
等

の
適

切
な

運
用

・
充

実
　 　

国
の

人
工

衛
星

を
利

用
し

て
情

報
を

全
国

に
送

る
「
全

国
瞬

時
警

報
シ

ス
テ

ム
（
Ｊ
－

Ａ
Ｌ

Ｅ
Ｒ

Ｔ
）
」
を

活
用

し
、

県
独

自
の

情
報

訓
練

や
津

波
対

応
訓

練
等

を
実

施
し

ま
す

。
　 ＜

年
1
2
回

開
催

＞

運
用

12
回

12
回

12
回

12
回

12
回

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

⑤
災

害
時

要
援

護
者

に
対

す
る

情
報

伝
達

手
段

の
充

実
　 　

災
害

情
報

等
の

携
帯

メ
ー

ル
に

よ
る

聴
覚

障
が

い
者

等
へ

の
伝

達
方

法
の

普
及

な
ど

伝
達

手
段

を
充

実
す

る
と

と
も

に
、

エ
リ

ア
メ

ー
ル

を
は

じ
め

と
す

る
緊

急
情

報
メ

ー
ル

と
の

連
携

に
つ

い
て

も
普

及
を

図
る

。
充

実

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

障
が

い
福

祉
課

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

２
　

緊
急

的
な

津
波

対
策

の
推

進

　
  
地

震
・津

波
発

生
時

に
は

、
県

民
に

、
津

波
や

避
難

に
関

す
る

情
報

を
迅

速
か

つ
的

確
に

伝
達

す
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

　
  
こ

の
た

め
、

県
民

へ
の

津
波

情
報

や
避

難
に

関
す

る
情

報
等

の
伝

達
体

制
の

強
化

を
進

め
ま

す
。

≪
工

程
表

≫
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（
５

）
海

岸
保

全
施

設
の

整
備

推
進

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
海

岸
・
河

川
堤

防
等

の
地

震
･津

波
対

策
の

推
進

　 　
海

岸
保

全
基

本
計

画
及

び
河

川
整

備
計

画
に

基
づ

き
、

緊
急

を
要

す
る

海
岸

・
河

川
堤

防
の

整
備

を
推

進
す

る
。

　 ＜
海

岸
・
河

川
堤

防
等

の
地

震
･津

波
対

策
の

実
施

数
（
累

計
）
　

H
2
5
：
8
箇

所
→

R
2
：
2
5
箇

所
＞

推
進

17
箇

所
19

箇
所

21
箇

所
23

箇
所

25
箇

所

河
川

整
備

課
運

輸
政

策
課

生
産

基
盤

課

②
堤

防
、

護
岸

、
湾

口
防

波
堤

等
の

整
備

の
推

進
（
林

野
海

岸
）

　 　
海

岸
保

全
基

本
計

画
に

基
づ

き
、

林
野

海
岸

（
潮

害
防

備
保

安
林

）
に

お
け

る
、

施
設

の
点

検
、

機
能

強
化

や
防

潮
林

の
整

備
を

推
進

す
る

。
　 ＜

毎
年

4
海

岸
の

施
設

点
検

を
推

進
＞

推
進

森
林

整
備

課

③
国

直
轄

事
業

に
よ

る
海

岸
堤

防
の

整
備

の
促

進
　 　

撫
養

港
海

岸
に

お
い

て
、

堤
防

の
液

状
化

対
策

や
老

朽
化

対
策

を
促

進
す

る
。

促
進

運
輸

政
策

課

④
国

直
轄

事
業

に
よ

る
河

川
管

理
施

設
の

整
備

の
促

進
　 　

国
直

轄
管

理
河

川
で

あ
る

吉
野

川
、

那
賀

川
な

ど
に

お
い

て
、

河
川

堤
防

の
耐

震
対

策
や

水
門

・
樋

門
の

自
動

化
・
遠

隔
操

作
化

な
ど

を
促

進
す

る
。

促
進

水
管

理
政

策
課

⑤
水

門
・
樋

門
等

の
自

動
化

・
閉

鎖
の

推
進

　 　
海

岸
及

び
河

川
等

に
お

け
る

水
門

・
樋

門
等

の
自

動
化

・
閉

鎖
を

推
進

す
る

。
　 ＜

水
門

・
樋

門
等

の
自

動
化

・
閉

鎖
率

　
H

2
5
：
3
8
%
→

R
2
：
4
8
%
＞

推
進

43
%

45
%

46
%

47
%

48
%

河
川

整
備

課
運

輸
政

策
課

生
産

基
盤

課

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

２
　

緊
急

的
な

津
波

対
策

の
推

進

　
  
津

波
に

よ
る

被
害

か
ら

、
人

命
と

財
産

を
守

る
た

め
、

堤
防

や
護

岸
等

の
海

岸
保

全
施

設
の

整
備

を
進

め
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

　
  
こ

の
た

め
、

海
岸

保
全

施
設

の
適

正
な

維
持

管
理

に
努

め
、

緊
急

を
要

す
る

施
設

の
整

備
を

計
画

的
に

進
め

ま
す

。
　

  
さ

ら
に

、
水

門
、

樋
門

、
陸

こ
う

に
つ

い
て

も
、

適
切

な
管

理
を

行
う

と
と

も
に

、
補

強
等

の
必

要
な

施
設

の
整

備
を

推
進

し
ま

す
。

≪
工

程
表

≫
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⑥
迅

速
な

陸
こ

う
等

閉
鎖

の
た

め
の

運
用

の
見

直
し

　 　
常

時
閉

鎖
化

を
進

め
つ

つ
、

地
震

発
生

後
、

速
や

か
に

陸
こ

う
を

閉
鎖

す
る

た
め

，
陸

こ
う

等
の

運
用

の
見

直
し

を
行

う
。

推
進

河
川

整
備

課
運

輸
政

策
課

生
産

基
盤

課

⑦
河

川
水

門
の

耐
震

化
の

推
進

　 　
津

波
の

遡
上

が
想

定
さ

れ
る

河
川

に
お

い
て

、
緊

急
を

要
す

る
河

川
水

門
の

耐
震

化
を

推
進

す
る

。
　 ＜

河
川

水
門

の
耐

震
化

実
施

箇
所

数
　

H
2
5
：
4
箇

所
→

R
2
：
1
2
箇

所
＞

推
進

6箇
所

8箇
所

11
箇

所
11

箇
所

12
箇

所

河
川

整
備

課

⑧
水

門
等

の
改

修
・
機

能
の

強
化

に
よ

る
減

災
対

策
の

推
進

　 　
水

門
、

樋
門

、
陸

こ
う

の
老

朽
施

設
の

改
修

を
行

う
。

　
推

進

河
川

整
備

課
運

輸
政

策
課

生
産

基
盤

課

⑨
水

門
等

の
日

常
管

理
方

法
の

見
直

し
や

定
期

点
検

の
実

施
　 　

水
門

、
樋

門
、

陸
こ

う
の

日
常

管
理

方
法

の
見

直
し

や
定

期
点

検
を

実
施

す
る

。
推

進

河
川

整
備

課
運

輸
政

策
課

生
産

基
盤

課
森

林
整

備
課

⑩
漂

流
物

の
流

出
防

止
対

策
の

推
進

　 　
地

震
・
津

波
に

備
え

、
漂

流
物

の
衝

突
や

流
出

に
よ

る
被

害
の

低
減

対
策

を
推

進
す

る
。

推
進

運
輸

政
策

課

⑪
放

置
艇

対
策

の
推

進
　 　

津
波

・
洪

水
時

に
お

け
る

船
舶

の
流

出
に

よ
る

県
民

の
生

命
・
財

産
へ

の
被

害
を

防
ぐ

た
め

、
「
徳

島
県

放
置

艇
削

減
計

画
」
に

基
づ

き
、

「
放

置
艇

」
の

解
消

に
向

け
た

取
組

み
を

推
進

す
る

。
推

進

河
川

整
備

課
運

輸
政

策
課

生
産

基
盤

課
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３
　

行
政

の
災

害
対

応
能

力
の

強
化

（
１

）
初

動
体

制
の

確
保

等
、

災
害

対
応

能
力

の
向

上

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
災

害
対

策
本

部
の

初
動

体
制

の
充

実
強

化
　 　

大
規

模
災

害
時

に
、

初
動

体
制

を
担

う
「
初

動
要

員
」
の

研
修

・
訓

練
の

実
施

を
行

う
と

と
も

に
、

ア
ク

シ
ョ

ン
カ

ー
ド

に
つ

い
て

適
宜

見
直

し
を

行
い

初
動

体
制

の
更

な
る

充
実

強
化

を
図

る
。

充
実

強
化

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

南
部

総
合

県
民

局
西

部
総

合
県

民
局

②
「
個

別
災

害
対

応
業

務
実

施
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
に

基
づ

く
防

災
訓

練
の

実
施

・
検

証
　 　

「
個

別
災

害
対

応
業

務
実

施
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
に

基
づ

き
、

各
担

当
に

お
い

て
、

市
町

村
や

防
災

関
係

機
関

等
と

連
携

し
て

、
実

動
ま

た
は

図
上

訓
練

を
実

施
し

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
継

続
的

な
検

証
・
見

直
し

を
行

う
。

実
施

検
証

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

関
係

各
課

③
南

部
総

合
県

民
局

に
お

け
る

初
動

体
制

の
確

保
　 　

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
に

よ
る

津
波

被
害

や
孤

立
化

に
対

処
す

る
た

め
、

職
員

の
待

機
体

制
の

確
保

を
図

る
。

確
保

南
部

総
合

県
民

局

④
「
徳

島
県

職
員

災
害

応
援

隊
」
の

結
成

　 　
県

職
員

で
構

成
す

る
「
被

災
者

応
援

チ
ー

ム
」
、

「
防

災
専

門
家

チ
ー

ム
」
、

「
災

害
時

市
町

村
派

遣
チ

ー
ム

」
か

ら
な

る
「
徳

島
県

職
員

災
害

応
援

隊
」
を

結
成

し
、

迅
速

な
県

職
員

の
応

援
派

遣
や

現
地

の
被

災
状

況
に

応
じ

た
的

確
な

災
害

応
急

対
策

の
支

援
を

図
る

た
め

に
、

訓
練

及
び

研
修

を
実

施
す

る
。

訓
練

研
修

実
施

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

⑤
圏

域
別

防
災

対
策

連
絡

会
議

に
よ

る
連

携
強

化
　 　

各
圏

域
に

お
い

て
、

災
害

に
即

応
で

き
る

体
制

を
整

え
る

た
め

、
防

災
関

係
機

関
と

の
連

携
を

強
化

す
る

。
連

携
強

化

南
部

総
合

県
民

局
西

部
総

合
県

民
局

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

　
 災

害
時

に
、

迅
速

か
つ

的
確

な
応

急
災

害
対

策
を

実
施

す
る

た
め

に
は

、
県

や
市

町
村

を
は

じ
め

、
自

衛
隊

等
関

係
機

関
と

連
携

し
た

初
動

体
制

の
確

保
を

図
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

　
 ま

た
、

日
頃

か
ら

応
急

災
害

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

や
訓

練
等

を
行

い
、

災
害

対
応

能
力

の
向

上
を

図
り

ま
す

。

≪
工

程
表

≫
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⑥
地

盤
沈

下
等

に
よ

る
長

期
に

わ
た

る
浸

水
へ

の
対

応
　 　

地
盤

沈
下

等
で

生
じ

た
長

期
浸

水
に

備
え

、
国

土
交

通
省

(T
E
C

-
F
O

R
C

E
)及

び
県

の
排

水
ポ

ン
プ

車
を

的
確

に
稼

働
す

る
た

め
の

体
制

を
構

築
す

る
。

推
進

砂
防

防
災

課
河

川
整

備
課

⑦
市

町
村

に
お

け
る

受
援

体
制

整
備

の
促

進
　 　

災
害

時
に

、
市

町
村

が
被

災
し

た
場

合
、

県
や

自
衛

隊
等

関
係

機
関

か
ら

の
応

援
受

入
体

制
の

整
備

を
促

進
す

る
。

促
進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

⑧
市

町
村

に
お

け
る

被
災

者
支

援
・
復

旧
復

興
シ

ス
テ

ム
の

導
入

促
進

　 　
市

町
村

に
お

い
て

被
災

者
支

援
を

円
滑

に
行

う
体

制
づ

く
り

を
進

め
る

た
め

、
被

災
者

支
援

や
復

旧
復

興
の

た
め

の
シ

ス
テ

ム
導

入
を

促
進

す
る

。
推

進

S
o
c
ie

ty
5
.0

推
進

課

⑨
消

防
防

災
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
等

の
運

航
体

制
の

充
実

強
化

　 　
災

害
時

に
、

救
出

救
助

や
物

資
の

輸
送

を
円

滑
に

実
施

す
る

た
め

、
消

防
防

災
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
「
う

ず
し

お
」
や

警
察

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

「
し

ら
さ

ぎ
」
の

装
備

・
設

備
等

の
充

実
を

図
り

、
災

害
対

応
力

の
強

化
を

図
る

。
充

実
強

化

消
防

保
安

課
警

察
本

部

⑩
市

町
村

消
防

体
制

の
充

実
強

化
　 　

災
害

の
多

様
化

等
に

対
応

し
た

市
町

村
の

消
防

体
制

の
整

備
充

実
を

図
る

た
め

、
市

町
村

消
防

の
組

織
統

合
や

指
令

業
務

の
共

同
化

、
消

防
常

備
化

を
促

進
す

る
。

促
進

消
防

保
安

課

⑪
消

防
学

校
に

お
け

る
教

育
訓

練
の

充
実

　 　
災

害
時

に
的

確
に

対
応

し
得

る
消

防
力

を
確

保
す

る
た

め
、

消
防

職
（
団

）
員

に
対

し
、

複
雑

多
様

化
す

る
災

害
を

想
定

し
た

実
戦

的
な

教
育

訓
練

を
実

施
す

る
。

充
実

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

⑫
「
徳

島
県

警
察

災
害

派
遣

隊
」
の

運
用

　 　
県

警
察

で
構

成
す

る
「
徳

島
県

警
察

災
害

派
遣

隊
」
を

迅
速

に
出

動
さ

せ
、

被
災

地
で

の
的

確
な

救
出

救
助

活
動

等
を

行
う

。
運

用

警
察

本
部

⑬
警

察
の

災
害

情
報

協
力

員
制

度
（
防

災
ウ

ォ
ッ

チ
ャ

ー
）
の

運
用

　 　
災

害
情

報
協

力
員

制
度

を
効

果
的

に
運

用
し

、
災

害
発

生
時

の
正

確
な

被
害

把
握

と
迅

速
な

救
出

救
助

に
役

立
て

る
。

運
用

警
察

本
部
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⑭
大

規
模

災
害

時
警

察
緊

急
支

援
員

の
登

録
　 　

救
出

救
助

等
で

被
災

地
に

派
遣

さ
れ

る
警

察
官

の
補

完
を

行
い

、
非

常
勤

職
員

と
し

て
後

方
治

安
支

援
等

に
あ

た
る

警
察

O
B

の
登

録
を

行
う

。
運

用

警
察

本
部

⑮
県

職
員

等
に

対
す

る
防

災
研

修
の

実
施

　 　
県

及
び

市
町

村
の

職
員

に
対

し
、

災
害

対
応

能
力

向
上

の
た

め
の

各
種

研
修

会
の

開
催

等
、

防
災

研
修

を
実

施
す

る
。

実
施

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

⑯
県

職
員

の
「
防

災
士

資
格

取
得

」
の

促
進

　 　
災

害
対

応
能

力
の

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

地
域

防
災

の
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

の
役

割
や

意
識

を
醸

成
す

る
た

め
、

新
規

採
用

職
員

研
修

に
お

い
て

、
防

災
士

資
格

取
得

に
取

り
組

む
。

促
進

人
事

課

⑰
「
ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

」
の

活
用

に
よ

る
県

内
自

治
体

職
員

の
防

災
対

応
能

力
の

向
上

　 　
「
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

」
の

活
用

に
よ

り
、

県
内

自
治

体
職

員
の

防
災

対
応

能
力

の
向

上
を

図
る

。
推

進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

⑱
災

害
対

応
職

員
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
対

策
の

推
進

　 　
災

害
対

応
に

伴
う

メ
ン

タ
ル

不
調

の
対

処
方

法
等

に
つ

い
て

の
知

識
や

情
報

を
提

供
す

る
た

め
の

研
修

等
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
専

門
医

等
に

よ
る

相
談

体
制

を
整

備
す

る
。

　 ＜
研

修
等

参
加

者
3
5
0
人

/
年

＞

参
加

者
25

0人
27

5人
30

0人
32

5人
35

0人

職
員

厚
生

課

⑲
災

害
時

の
県

庁
診

療
所

に
よ

る
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
体

制
の

構
築

　 　
災

害
時

に
県

庁
診

療
所

が
、

発
災

直
後

の
傷

病
者

の
手

当
や

災
害

対
応

要
員

の
心

身
の

健
康

維
持

を
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
す

る
体

制
を

整
備

す
る

。
推

進

職
員

厚
生

課

⑳
災

害
対

応
要

員
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

体
制

の
強

化
　 　

災
害

発
生

時
に

お
い

て
、

機
動

的
か

つ
継

続
的

に
職

員
が

業
務

に
従

事
で

き
る

よ
う

、
宿

舎
と

な
る

職
員

住
宅

の
整

備
を

行
う

。
策

定
推

進

職
員

厚
生

課
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㉑
災

害
時

に
お

け
る

保
健

所
機

能
維

持
体

制
の

強
化

　 　
被

災
保

健
所

に
よ

る
災

害
時

保
健

医
療

活
動

の
指

揮
調

整
機

能
を

補
佐

す
る

「
公

衆
衛

生
支

援
チ

ー
ム

」
の

養
成

等
を

通
じ

、
災

害
時

に
お

け
る

保
健

所
機

能
維

持
体

制
の

強
化

を
図

る
。

推
進

保
健

福
祉

政
策

課

㉒
消

防
団

を
中

核
と

し
た

地
域

防
災

力
の

充
実

強
化

　 　
少

年
消

防
ク

ラ
ブ

等
の

育
成

や
自

主
防

災
組

織
等

と
の

連
携

な
ど

、
市

町
村

を
通

じ
た

消
防

団
の

支
援

を
行

う
。

推
進

消
防

保
安

課

㉓
消

防
団

員
の

技
術

力
の

向
上

　 　
県

消
防

操
法

大
会

に
お

い
て

、
実

践
に

即
し

た
水

出
し

操
法

を
実

施
す

る
な

ど
、

市
町

村
・
消

防
団

と
協

力
し

て
、

県
下

の
消

防
団

員
の

技
術

力
、

迅
速

的
確

な
行

動
、

規
律

、
士

気
の

向
上

を
図

る
。

　 ＜
H

2
8
年

度
、

H
3
0
年

度
、

R
2
年

度
に

実
施

＞

実
施

実
施

実
施

消
防

保
安

課

㉔
市

町
村

の
避

難
勧

告
等

の
発

令
基

準
見

直
し

の
促

進
　 　

市
町

村
の

「
避

難
勧

告
等

の
発

令
の

判
断

」
を

す
る

た
め

の
「
発

令
基

準
」
の

見
直

し
を

支
援

す
る

。
促

進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課
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（
２

）
防

災
拠

点
施

設
の

機
能

強
化

の
推

進

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
県

本
庁

舎
等

の
防

災
拠

点
施

設
の

機
能

強
化

　 　
本

庁
舎

等
の

建
築

・
設

備
の

現
状

や
構

造
的

制
約

を
踏

ま
え

た
上

で
、

地
上

及
び

地
下

階
に

設
置

さ
れ

て
い

る
重

要
機

器
に

対
す

る
浸

水
対

策
、

減
災

を
考

慮
し

た
上

階
へ

の
重

要
機

器
設

置
及

び
設

備
機

能
の

強
化

を
計

画
的

に
実

施
す

る
。

完
了

管
財

課

②
徳

島
東

警
察

署
を

核
と

し
た

「
新

防
災

セ
ン

タ
ー

」
の

整
備

　 　
県

都
徳

島
市

を
管

轄
す

る
徳

島
東

警
察

署
の

治
安

維
持

機
能

及
び

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
等

の
災

害
時

に
お

け
る

防
災

拠
点

機
能

を
強

化
す

る
た

め
、

同
警

察
署

の
整

備
を

進
め

る
。

　 ＜
H

3
0
年

度
整

備
着

手
＞

推
進

警
察

本
部

③
徳

島
阿

波
お

ど
り

空
港

の
機

能
強

化
　 　

徳
島

阿
波

お
ど

り
空

港
に

、
大

規
模

災
害

時
に

お
け

る
広

域
応

援
部

隊
の

航
空

機
を

活
用

し
た

救
助

活
動

や
広

域
医

療
搬

送
の

拠
点

と
し

て
の

機
能

を
併

せ
持

つ
国

際
タ

ー
ミ

ナ
ル

機
能

を
創

設
す

る
。

　 ＜
H

2
9
年

度
に

供
用

開
始

＞

創
設

次
世

代
交

通
課

④
県

立
防

災
セ

ン
タ

ー
の

災
害

救
助

用
資

機
材

等
の

整
備

・
充

実
　 　

消
防

等
関

係
機

関
が

迅
速

に
救

助
・
救

出
活

動
を

行
う

た
め

、
高

度
な

捜
索

用
資

機
材

や
エ

ア
ー

テ
ン

ト
等

の
災

害
救

助
用

資
機

材
や

活
動

用
食

料
を

整
備

す
る

。
整

備
充

実

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

⑤
警

察
施

設
の

防
災

拠
点

機
能

の
強

化
　 　

災
害

時
に

被
災

状
況

の
集

約
、

１
１

０
番

受
理

や
救

助
・
救

出
活

動
等

の
指

揮
命

令
を

行
う

「
警

察
本

部
庁

舎
」
及

び
「
各

警
察

署
」
の

防
災

拠
点

機
能

（
電

源
確

保
、

耐
震

化
等

）
の

強
化

を
計

画
的

に
実

施
す

る
。

推
進

警
察

本
部

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

３
　

行
政

の
災

害
対

応
能

力
の

強
化

　
 災

害
時

に
、

迅
速

か
つ

的
確

な
応

急
災

害
対

策
を

実
施

す
る

た
め

に
は

、
県

本
庁

舎
を

は
じ

め
防

災
拠

点
と

な
る

県
有

施
設

等
が

自
立

的
に

活
動

で
き

る
機

能
を

備
え

て
お

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
　

 こ
の

た
め

、
防

災
拠

点
と

な
る

県
有

施
設

等
の

機
能

強
化

・充
実

を
図

り
、

災
害

時
に

即
応

で
き

る
体

制
を

整
備

し
ま

す
。

≪
工

程
表

≫

- 32 -



⑥
警

察
の

災
害

用
装

備
資

機
材

等
の

整
備

　 　
警

察
官

が
迅

速
に

救
出

救
助

活
動

を
行

う
た

め
、

災
害

救
助

用
資

機
材

や
災

害
救

助
活

動
時

の
非

常
用

食
糧

等
を

沿
岸

警
察

署
に

重
点

的
に

整
備

す
る

。
整

備

警
察

本
部

⑦
「
道

の
駅

」
の

防
災

拠
点

化
の

推
進

　 　
大

規
模

災
害

時
な

ど
に

備
え

、
「
道

の
駅

」
に

非
常

用
電

源
や

災
害

用
ト

イ
レ

な
ど

を
整

備
し

、
「
道

の
駅

」
の

防
災

拠
点

化
を

推
進

す
る

。
　 ＜

「
道

の
駅

」
防

災
拠

点
化

整
備

済
箇

所
数

 H
2
5
：
0
箇

所
→

H
3
0
年

度
ま

で
に

1
0
箇

所
整

備
＞

整
備

5箇
所

7箇
所

10
箇

所

道
路

整
備

課

⑧
県

立
海

部
病

院
の

移
転

改
築

の
推

進
　 　

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
に

よ
る

津
波

に
よ

り
甚

大
な

被
害

が
想

定
さ

れ
る

県
南

地
域

に
お

い
て

、
中

核
と

な
る

災
害

拠
点

病
院

と
し

て
対

処
で

き
る

よ
う

、
県

立
海

部
病

院
の

移
転

改
築

に
取

り
組

む
。

　 ＜
H

2
8
年

度
に

整
備

＞

整
備

病
院

局

⑨
県

西
部

の
防

災
拠

点
施

設
の

整
備

　 　
西

部
圏

域
の

防
災

拠
点

や
津

波
被

害
が

想
定

さ
れ

る
沿

岸
地

域
の

後
方

支
援

拠
点

と
な

る
「
西

部
健

康
防

災
公

園
」

の
整

備
を

推
進

す
る

。
　 ＜

H
2
8
年

度
広

域
防

災
拠

点
の

着
工

・
H

3
0
年

度
広

域
防

災
拠

点
の

完
成

＞

推
進

着
工

完
成

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

西
部

総
合

県
民

局
都

市
計

画
課

⑩
市

町
村

振
興

資
金

貸
付

金
（
と

く
し

ま
強

靱
化

推
進

資
金

）
の

貸
付

　 　
市

町
村

が
行

う
防

災
基

盤
の

整
備

や
公

共
施

設
の

耐
震

化
に

対
し

て
、

低
利

な
資

金
の

貸
付

を
行

い
、

市
町

村
の

災
害

対
応

能
力

強
化

を
支

援
す

る
。

　

支
援

市
町

村
課

⑪
沿

岸
地

域
に

お
け

る
市

町
村

の
防

災
拠

点
施

設
の

整
備

促
進

　 　
津

波
に

よ
る

分
断

・
孤

立
が

懸
念

さ
れ

る
海

陽
町

宍
喰

地
区

に
お

い
て

、
阿

南
安

芸
自

動
車

道
の

整
備

と
合

わ
せ

て
、

防
災

拠
点

施
設

と
な

る
地

域
防

災
公

園
や

そ
の

ア
ク

セ
ス

道
路

の
整

備
を

促
進

す
る

。
促

進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

高
規

格
道

路
課

南
部

総
合

県
民

局
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⑫
西

部
健

康
防

災
公

園
を

活
用

し
た

地
域

防
災

力
の

充
実

・
強

化
　 　

西
部

防
災

対
策

連
絡

会
議

に
防

災
拠

点
運

用
部

会
及

び
災

害
時

物
流

拠
点

検
討

部
会

を
設

置
、

（
図

上
）
訓

練
等

の
実

施
に

よ
り

計
画

の
検

証
・
見

直
し

等
を

行
い

地
域

防
災

力
の

充
実

・
強

化
を

図
る

。
設

置
検

証
（訓

練
）

西
部

総
合

県
民

局
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（
３

）
防

災
訓

練
の

充
実

強
化

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
総

合
防

災
訓

練
・
図

上
訓

練
の

実
施

　 　
自

衛
隊

、
警

察
、

消
防

等
関

係
機

関
と

連
携

し
、

地
震

・
豪

雨
・
複

合
等

の
災

害
に

即
し

た
実

践
的

な
訓

練
を

実
施

す
る

。
実

施

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

②
「
近

畿
２

府
７

県
・
関

西
広

域
連

合
合

同
防

災
訓

練
」
の

実
施

　 　
「
近

畿
２

府
７

県
震

災
時

等
の

相
互

応
援

に
関

す
る

協
定

」
及

び
「
関

西
防

災
・
減

災
プ

ラ
ン

」
に

基
づ

き
、

「
近

畿
２

府
７

県
・
関

西
広

域
連

合
合

同
防

災
訓

練
」
を

実
施

す
る

。
　 ＜

本
県

で
R

２
年

に
開

催
予

定
＞

実
施

開
催

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

③
陸

上
自

衛
隊

と
の

連
携

に
よ

る
訓

練
の

実
施

　 　
総

合
防

災
訓

練
の

中
で

「
陸

上
自

衛
隊

」
と

連
携

、
特

性
を

発
揮

し
た

合
同

訓
練

を
実

施
す

る
。

実
施

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

④
「
個

別
災

害
対

応
業

務
実

施
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
に

基
づ

く
防

災
訓

練
の

実
施

・
検

証
（
再

掲
）

　 　
「
個

別
災

害
対

応
業

務
実

施
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
に

基
づ

き
、

各
担

当
に

お
い

て
、

市
町

村
や

防
災

関
係

機
関

等
と

連
携

し
て

、
実

動
ま

た
は

図
上

訓
練

を
実

施
し

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
継

続
的

な
検

証
・
見

直
し

を
行

う
。

実
施

検
証

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

⑤
消

防
防

災
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
等

の
災

害
対

応
能

力
の

向
上

　 　
消

防
防

災
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
「
う

ず
し

お
」
の

機
体

更
新

や
「
う

ず
し

お
」
及

び
警

察
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
「
し

ら
さ

ぎ
」
の

救
出

救
助

訓
練

等
を

実
施

し
、

さ
ま

ざ
ま

な
災

害
に

迅
速

に
対

応
出

来
る

よ
う

能
力

向
上

を
図

る
。

実
施

消
防

保
安

課
警

察
本

部

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

３
　

行
政

の
災

害
対

応
能

力
の

強
化

　
 南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

等
大

規
模

災
害

を
想

定
し

、
平

常
時

か
ら

自
衛

隊
や

警
察

、
消

防
等

関
係

機
関

や
市

町
村

と
連

携
し

、
実

践
的

な
防

災
訓

練
を

実
施

し
、

応
急

災
害

対
応

の
役

割
分

担
や

手
順

等
を

確
認

し
て

お
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
　

 ま
た

、
関

西
広

域
連

合
を

は
じ

め
、

他
の

都
道

府
県

等
と

の
訓

練
を

実
施

し
、

災
害

時
の

応
援

・受
援

体
制

の
構

築
を

進
め

ま
す

。

≪
工

程
表

≫

- 35 -



⑥
緊

急
消

防
援

助
隊

の
災

害
対

応
力

の
強

化
　 　

緊
急

消
防

援
助

隊
と

し
て

、
近

畿
ブ

ロ
ッ

ク
や

中
四

国
ブ

ロ
ッ

ク
の

合
同

訓
練

に
参

加
し

、
災

害
対

応
力

及
び

連
携

の
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
近

畿
ブ

ロ
ッ

ク
合

同
訓

練
を

実
施

す
る

。
　 ＜

R
2
年

度
に

、
近

畿
ブ

ロ
ッ

ク
合

同
訓

練
を

開
催

＞

推
進

実
施

消
防

保
安

課

⑦
中

国
・
四

国
管

区
警

察
局

広
域

緊
急

援
助

隊
合

同
訓

練
の

実
施

　 　
中

国
・
四

国
管

区
広

域
緊

急
援

助
隊

等
で

実
施

す
る

合
同

訓
練

に
参

加
し

、
連

携
を

強
化

す
る

。
推

進

警
察

本
部

⑧
警

察
の

災
害

警
備

訓
練

の
実

施
　 　

警
察

の
災

害
対

処
能

力
向

上
を

図
る

た
め

、
県

警
察

災
害

派
遣

隊
や

警
察

署
等

に
よ

る
災

害
警

備
訓

練
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

防
災

関
係

機
関

や
地

域
住

民
等

と
合

同
に

よ
る

各
種

防
災

訓
練

を
実

施
し

、
相

互
の

連
携

を
強

化
す

る
。

　 ＜
災

害
警

備
訓

練
等

を
年

8
0
回

以
上

実
施

す
る

。
＞

実
施

訓
練

年
80

回
以

上

警
察

本
部

⑨
生

活
必

需
品

等
の

確
保

・
搬

送
に

係
る

図
上

訓
練

の
実

施
　 　

大
規

模
災

害
時

に
備

え
、

支
援

協
定

に
基

づ
き

、
生

活
必

需
品

等
の

確
保

、
搬

送
体

制
の

確
立

の
た

め
の

図
上

訓
練

を
実

施
す

る
。

　 ＜
毎

年
度

実
施

＞

実
施

企
業

支
援

課
関

係
各

課
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（
４

）
防

災
情

報
・
通

信
体

制
の

強
化

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
安

心
と

く
し

ま
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

機
能

・
基

盤
強

化
と

安
定

運
用

　 　
「
災

害
時

情
報

共
有

シ
ス

テ
ム

」
、

「
す

だ
ち

く
ん

メ
ー

ル
」
、

「
安

心
と

く
し

ま
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
」
な

ど
、

安
心

と
く
し

ま
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

機
能

強
化

、
安

定
性

・
利

便
性

向
上

を
通

じ
、

情
報

提
供

の
迅

速
化

、
関

係
者

連
携

の
高

度
化

、
被

災
状

況
や

被
災

者
ニ

ー
ズ

の
把

握
な

ど
を

図
る

。
　 ＜

地
域

S
N

S
登

録
グ

ル
ー

プ
数

　
H

2
8
：
1
,0

5
0
　

H
2
9
：
1
,1

0
0
　

H
3
0
：
1
,2

5
0
　

R
1
：
1
,3

5
0
　

R
2
：
1
,4

5
0
＞

登
録

1,
05

0
ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

1,
10

0
ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

1,
25

0
ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

1,
35

0
ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

1,
45

0
ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

②
地

理
空

間
情

報
と

連
携

し
た

「
県

民
向

け
災

害
情

報
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

」
の

創
設

と
運

用
　 　

防
災

や
危

機
事

象
対

応
を

よ
り

身
近

に
分

か
り

や
す

く
伝

え
、

県
民

の
意

識
向

上
を

図
る

た
め

、
地

理
空

間
情

報
と

連
動

し
た

「
県

民
向

け
災

害
情

報
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

」
を

創
設

し
、

運
用

す
る

。
創

設
運

用

危
機

管
理

政
策

課

③
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
テ

レ
ビ

伝
送

中
継

シ
ス

テ
ム

及
び

ヘ
リ

サ
ッ

ト
シ

ス
テ

ム
の

運
用

　 　
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
か

ら
撮

影
し

た
被

災
状

況
な

ど
の

映
像

を
配

信
す

る
シ

ス
テ

ム
を

運
用

す
る

。
　 ＜

H
1
8
年

度
運

用
（
ヘ

リ
テ

レ
）
＞

＜
H

2
9
年

度
運

用
（
ヘ

リ
サ

ッ
ト

）
＞

運
用

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

④
メ

ー
ル

に
よ

る
県

民
向

け
防

災
情

報
提

供
シ

ス
テ

ム
の

運
用

（
再

掲
）

　 　
情

報
提

供
を

希
望

す
る

県
民

に
対

し
て

、
携

帯
メ

ー
ル

や
エ

リ
ア

メ
ー

ル
を

は
じ

め
と

す
る

緊
急

情
報

メ
ー

ル
に

よ
り

、
地

震
・
津

波
情

報
、

気
象

警
報

、
避

難
勧

告
の

発
令

な
ど

の
防

災
情

報
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
互

い
の

安
否

が
確

認
で

き
る

「
安

否
情

報
共

有
サ

ー
ビ

ス
」
を

提
供

す
る

。
　 ＜

R
2
：
す

だ
ち

く
ん

メ
ー

ル
登

録
者

 4
5
,0

0
0
人

以
上

＞

運
用

45
,0

00
人

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

３
　

行
政

の
災

害
対

応
能

力
の

強
化

　
行

政
が

的
確

な
災

害
対

応
を

行
う

た
め

に
は

、
地

震
・津

波
情

報
や

被
害

状
況

、
応

急
復

旧
情

報
な

ど
を

迅
速

に
収

集
し

、
関

係
機

関
が

情
報

を
共

有
す

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
　

ま
た

、
こ

れ
ら

の
情

報
を

県
民

に
速

や
か

に
提

供
す

る
こ

と
も

必
要

で
す

。
　

こ
の

た
め

、
災

害
に

強
い

情
報

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
や

情
報

基
盤

の
整

備
、

県
民

に
幅

広
く
情

報
提

供
が

行
え

る
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

伝
達

シ
ス

テ
ム

の
整

備
を

推
進

し
ま

す
。

≪
工

程
表

≫
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⑤
市

町
村

の
同

報
無

線
・
屋

外
拡

声
機

等
の

運
用

に
対

す
る

支
援

(再
掲

）
　 　

市
町

村
に

お
け

る
、

同
報

無
線

・
屋

外
拡

声
機

等
の

運
用

を
支

援
し

、
住

民
へ

の
防

災
情

報
の

伝
達

手
段

の
充

実
・

強
化

を
促

進
す

る
。

促
進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

⑥
緊

急
地

震
速

報
の

普
及

啓
発

（
再

掲
）

　 　
各

種
防

災
訓

練
に

緊
急

地
震

速
報

発
表

の
想

定
を

取
り

入
れ

、
対

応
訓

練
を

実
施

す
る

。
　 ＜

3
回

/
年

以
上

訓
練

を
実

施
＞

実
施

3回
/年

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

⑦
全

国
瞬

時
警

報
シ

ス
テ

ム
（
Ｊ

－
Ａ

Ｌ
Ｅ

Ｒ
Ｔ

）
等

の
適

切
な

運
用

・
充

実
（
再

掲
）

　 　
国

の
人

工
衛

星
を

利
用

し
て

情
報

を
全

国
に

送
る

「
全

国
瞬

時
警

報
シ

ス
テ

ム
（
Ｊ
－

Ａ
Ｌ

Ｅ
Ｒ

Ｔ
）
」
を

活
用

し
、

県
独

自
の

情
報

訓
練

や
津

波
対

応
訓

練
等

を
実

施
し

ま
す

。
　 ＜

年
１

２
回

開
催

＞

運
用

12
回

12
回

12
回

12
回

12
回

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

⑧
県

土
防

災
情

報
管

理
シ

ス
テ

ム
の

運
用

　 　
道

路
通

行
規

制
・
雨

量
・
河

川
水

位
・
ダ

ム
・
潮

位
情

報
等

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

通
じ

て
県

民
に

迅
速

な
提

供
を

行
う

。
推

進

道
路

整
備

課
砂

防
防

災
課

運
輸

政
策

課
河

川
整

備
課

⑨
「
総

合
地

図
提

供
シ

ス
テ

ム
」
の

運
用

　 　
県

か
ら

県
民

に
提

供
す

る
地

図
情

報
を

一
元

化
し

て
利

便
性

を
高

め
、

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
な

ど
各

種
の

地
図

情
報

を
有

効
に

活
用

し
て

も
ら

う
た

め
、

県
民

が
手

軽
に

利
用

で
き

る
総

合
地

図
提

供
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。
推

進

ス
マ

ー
ト

県
庁

推
進

課

⑩
市

町
村

防
災

行
政

無
線

の
整

備
の

促
進

　 　
市

町
村

合
併

や
老

朽
化

等
に

対
応

し
た

適
切

な
運

営
や

整
備

な
ど

を
促

進
す

る
。

促
進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

⑪
消

防
救

急
無

線
の

県
内

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
の

構
築

　 　
大

規
模

災
害

時
に

お
い

て
、

円
滑

な
救

助
活

動
を

展
開

す
る

た
め

、
消

防
救

急
無

線
の

デ
ジ

タ
ル

化
に

併
せ

、
県

庁
・

各
消

防
本

部
間

の
無

線
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
を

促
進

す
る

。
　 ＜

H
2
8
年

度
ま

で
に

構
築

＞

構
築

推
進

消
防

保
安

課
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⑫
G

空
間

事
業

の
成

果
を

活
用

し
た

カ
－

ナ
ビ

で
の

災
害

情
報

伝
達

の
展

開
促

進
　 　

自
治

体
が

発
令

し
た

避
難

指
示

な
ど

の
災

害
情

報
を

L
ア

ラ
－

ト
を

活
用

し
て

カ
－

ナ
ビ

か
ら

ド
ラ

イ
バ

－
に

伝
え

、
安

全
な

避
難

に
つ

な
げ

る
。

促
進

危
機

管
理

政
策

課
と

く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課
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（
５

）
広

域
的

な
連

携
強

化

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
他

都
道

府
県

と
の

相
互

連
携

の
強

化
　 　

大
規

模
な

被
害

を
想

定
し

、
「
関

西
広

域
連

合
」
や

「
南

海
ト

ラ
フ

地
震

に
備

え
る

１
０

県
知

事
会

議
」
を

は
じ

め
、

他
都

道
府

県
と

の
相

互
応

援
体

制
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
平

常
時

か
ら

情
報

交
換

等
を

行
い

、
連

携
を

強
化

す
る

。
推

進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

②
全

国
の

地
域

ブ
ロ

ッ
ク

間
に

お
け

る
広

域
応

援
体

制
の

構
築

　 　
大

規
模

災
害

時
に

、
全

国
の

地
域

ブ
ロ

ッ
ク

間
に

お
け

る
広

域
応

援
が

円
滑

に
実

施
で

き
る

体
制

の
構

築
に

つ
い

て
、

検
討

を
進

め
る

。
推

進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

③
「
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
方

式
」
に

よ
る

鳥
取

県
と

の
連

携
強

化
　 　

中
国

と
四

国
の

県
間

で
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
方

式
に

よ
り

構
築

し
た

相
互

応
援

体
制

や
、

平
成

2
8
年

9
月

に
再

締
結

し
た

危
機

事
象

発
生

時
相

互
応

援
協

定
を

踏
ま

え
、

両
県

の
市

町
村

や
民

間
団

体
の

相
互

交
流

や
連

携
を

支
援

し
、

全
県

的
な

応
援

・
受

援
体

制
を

構
築

す
る

な
ど

、
鳥

取
県

と
の

連
携

を
一

層
推

進
す

る
。

推
進

危
機

管
理

政
策

課
と

く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

④
鳥

取
県

と
締

結
し

て
い

る
相

互
応

援
協

定
の

見
直

し

　
熊

本
地

震
で

顕
在

化
し

た
課

題
を

踏
ま

え
、

「
相

互
応

援
協

定
」
を

拡
充

（
再

締
結

）
す

る
た

め
、

マ
ン

パ
ワ

ー
支

援
、

物
流

支
援

、
広

域
支

援
に

つ
い

て
見

直
し

「
進

化
し

た
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
制

に
よ

る
協

定
」
と

し
て

再
締

結
す

る
。

見
直

し
推

進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

⑤
鳥

取
県

と
締

結
し

て
い

る
相

互
応

援
協

定
の

災
害

対
応

業
務

の
標

準
化

　
鳥

取
県

と
締

結
し

て
い

る
相

互
応

援
協

定
の

災
害

対
応

業
務

の
標

準
化

に
つ

い
て

、
共

同
研

究
を

行
う

。
推

進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

３
　

行
政

の
災

害
対

応
能

力
の

強
化

　
  
 大

規
模

な
地

震
が

発
生

し
た

場
合

、
県

下
全

域
が

被
災

し
、

他
府

県
や

自
衛

隊
な

ど
の

支
援

が
必

要
と

な
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
ま

す
。

　
こ

の
た

め
、

関
西

広
域

連
合

を
は

じ
め

、
他

府
県

等
と

の
連

携
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
外

部
か

ら
の

応
援

を
円

滑
に

受
け

入
れ

る
体

制
の

整
備

を
進

め
ま

す
。

≪
工

程
表

≫
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（
６

）
行

政
の

業
務

継
続

体
制

の
確

保

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
県

庁
Ｂ

Ｃ
Ｐ

に
よ

る
災

害
応

急
対

策
を

実
施

す
る

体
制

整
備

の
推

進
　 　

県
庁

B
C

P
（
業

務
継

続
計

画
）
を

防
災

環
境

の
変

化
に

合
わ

せ
適

宜
見

直
す

と
と

も
に

、
実

効
性

の
確

保
に

向
け

、
職

員
へ

の
周

知
や

訓
練

を
推

進
す

る
。

推
進

危
機

管
理

政
策

課
関

係
各

課

②
「
個

別
災

害
対

応
業

務
実

施
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
策

定
に

伴
う

県
庁

Ｂ
Ｃ

Ｐ
の

見
直

し
　 　

各
災

害
対

応
業

務
の

手
順

等
を

明
ら

か
に

す
る

「
個

別
災

害
対

応
業

務
実

施
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
の

策
定

と
そ

の
継

続
的

な
見

直
し

を
、

県
庁

Ｂ
Ｃ

Ｐ
（
業

務
継

続
計

画
）
に

的
確

に
反

映
し

、
必

要
に

応
じ

て
見

直
し

を
行

う
。

推
進

危
機

管
理

政
策

課
と

く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

関
係

各
課

③
災

害
時

の
庁

内
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
の

維
持

　 　
災

害
時

の
行

政
の

業
務

継
続

の
前

提
と

な
る

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

維
持

の
た

め
、

ＩＣ
Ｔ

部
門

（
ス

マ
ー

ト
県

庁
推

進
課

）
の

業
務

継
続

計
画

を
策

定
し

、
対

策
を

実
施

す
る

。
推

進

ス
マ

ー
ト

県
庁

推
進

課

④
災

害
時

の
業

務
継

続
に

資
す

る
「
テ

レ
ワ

ー
ク

」
の

推
進

　 　
災

害
時

に
お

け
る

業
務

継
続

等
に

資
す

る
た

め
、

「
テ

レ
ワ

ー
ク

」
実

証
実

験
を

開
始

し
、

職
員

の
災

害
対

応
能

力
の

向
上

を
図

る
。

推
進

人
事

課

⑤
災

害
時

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
体

制
整

備
に

係
る

西
部

圏
域

の
取

り
組

み
の

推
進

　 　
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

発
生

時
に

津
波

被
害

が
想

定
さ

れ
る

沿
岸

地
域

を
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
で

き
る

よ
う

、
「
西

部
圏

域
広

域
防

災
連

絡
会

議
」
に

お
い

て
策

定
し

た
「
広

域
防

災
計

画
」
等

に
基

づ
き

、
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
体

制
の

構
築

を
推

進
す

る
。

推
進

西
部

総
合

県
民

局

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

３
　

行
政

の
災

害
対

応
能

力
の

強
化

　
  
 災

害
時

に
、

行
政

が
迅

速
に

災
害

応
急

対
策

を
行

え
る

よ
う

、
職

員
の

災
害

対
応

能
力

を
向

上
さ

せ
る

と
と

も
に

、
初

動
体

制
の

強
化

を
図

り
ま

す
。

　
ま

た
、

県
南

部
及

び
県

西
部

圏
域

に
お

け
る

活
動

拠
点

と
な

る
総

合
県

民
局

の
機

能
を

強
化

し
、

本
庁

の
災

害
対

策
本

部
と

総
合

県
民

局
の

連
携

を
図

り
ま

す
。

≪
工

程
表

≫
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⑥
市

町
村

Ｂ
Ｃ

Ｐ
の

実
効

性
の

推
進

　 　
市

町
村

に
お

け
る

災
害

時
の

業
務

継
続

を
確

保
す

る
た

め
、

B
C

P
（
業

務
継

続
計

画
）
を

防
災

環
境

の
変

化
に

合
わ

せ
て

適
宜

見
直

し
、

職
員

へ
の

周
知

及
び

訓
練

方
法

に
つ

い
て

助
言

す
る

。
推

進

危
機

管
理

政
策

課

⑦
「
住

民
デ

ー
タ

」
の

保
護

の
促

進
　 　

各
市

町
村

が
保

有
す

る
「
住

民
デ

ー
タ

」
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

を
庁

舎
外

で
保

管
し

、
被

災
後

住
民

デ
ー

タ
を

喪
失

し
て

も
速

や
か

に
復

旧
で

き
る

体
制

整
備

を
促

進
す

る
。

推
進

S
o
c
ie

ty
5
.0

推
進

課

⑧
港

湾
Ｂ

Ｃ
Ｐ

（
事

業
継

続
計

画
）
の

推
進

　 　
大

規
模

災
害

時
に

、
「
救

援
物

資
の

海
上

輸
送

」
等

の
優

先
業

務
を

継
続

さ
せ

、
物

流
機

能
を

早
期

に
回

復
で

き
る

よ
う

、
「
港

湾
Ｂ

Ｃ
Ｐ

」
の

策
定

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

継
続

し
て

検
証

・
見

直
し

を
行

う
。

　 ＜
港

湾
Ｂ

Ｃ
Ｐ

を
策

定
し

た
防

災
拠

点
港

数
（
累

計
）
　

Ｈ
2
7
：
2
港

→
Ｈ

2
9
：
3
港

＞
＜

継
続

し
て

港
湾

Ｂ
Ｃ

Ｐ
の

改
善

を
図

る
。

＞

策
定

2港 推
進

3港

運
輸

政
策

課

⑨
県

有
施

設
に

お
け

る
キ

ャ
ビ

ネ
ッ

ト
等

家
具

の
固

定
の

推
進

　 　
県

有
施

設
に

お
い

て
、

利
用

者
の

安
全

確
保

と
迅

速
な

災
害

応
急

体
制

へ
の

移
行

が
図

れ
る

よ
う

、
キ

ャ
ビ

ネ
ッ

ト
等

家
具

の
固

定
を

推
進

す
る

。
　

建
屋

の
新

設
や

模
様

替
え

等
で

も
キ

ャ
ビ

ネ
ッ

ト
等

の
転

倒
防

止
対

策
を

推
進

す
る

。

推
進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

関
係

各
課
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４
　

被
災

者
の

迅
速

な
救

助
・
救

出
対

策

（
１

）
救

助
・
救

急
医

療
体

制
の

充
実

強
化

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
メ

デ
ィ

カ
ル

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

体
制

の
充

実
　 　

消
防

機
関

と
医

療
機

関
が

連
携

し
、

救
急

救
命

士
等

に
よ

る
救

急
業

務
の

高
度

化
を

推
進

し
、

救
護

体
制

を
充

実
す

る
。

推
進

消
防

保
安

課

②
警

察
と

消
防

等
防

災
関

係
機

関
が

連
携

し
た

訓
練

の
実

施
　 　

警
察

と
消

防
等

防
災

関
係

機
関

が
連

携
し

対
処

能
力

を
向

上
す

る
た

め
、

大
規

模
災

害
に

備
え

た
訓

練
を

実
施

す
る

。
実

施

警
察

本
部

消
防

保
安

課

③
医

療
活

動
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
よ

る
図

上
訓

練
の

実
施

　 　
医

療
活

動
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
よ

り
、

県
、

市
町

村
の

ほ
か

、
災

害
拠

点
病

院
や

災
害

医
療

支
援

病
院

等
と

連
携

し
た

図
上

訓
練

を
実

施
す

る
。

実
施

医
療

政
策

課

④
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

に
備

え
た

「
災

害
時

医
療

活
動

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
の

改
定

　 　
「
災

害
時

医
療

活
動

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
に

基
づ

く
図

上
訓

練
等

の
成

果
、

課
題

を
も

と
に

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

改
定

を
行

い
、

県
内

全
域

に
お

け
る

災
害

医
療

対
応

の
体

制
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

改
定

医
療

政
策

課

⑤
戦

略
的

災
害

医
療

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進
　 　

災
害

関
連

死
を

は
じ

め
と

す
る

、
被

災
後

の
「
防

ぎ
得

た
死

」
を

な
く
す

た
め

、
災

害
時

か
ら

平
時

へ
の

、
つ

な
ぎ

目
の

な
い

シ
ー

ム
レ

ス
な

医
療

提
供

体
制

を
構

築
す

る
。

推
進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

　
 災

害
時

に
、

救
助

・救
出

活
動

を
迅

速
に

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
消

防
機

関
や

警
察

の
能

力
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
負

傷
者

が
迅

速
か

つ
効

果
的

に
治

療
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
、

被
災

現
場

へ
の

救
護

班
の

派
遣

や
医

療
機

関
へ

の
重

傷
者

等
の

的
確

な
搬

送
を

行
う

た
め

の
体

制
を

整
備

し
ま

す
。

　
 ま

た
、

災
害

拠
点

病
院

を
は

じ
め

、
各

医
療

機
関

に
お

い
て

被
災

を
最

小
限

に
と

ど
め

、
災

害
医

療
活

動
が

継
続

で
き

る
よ

う
、

医
療

機
関

の
防

災
対

策
を

推
進

し
ま

す
。

≪
工

程
表

≫
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⑥
市

町
村

に
お

け
る

医
療

救
護

体
制

の
充

実
促

進
　 　

市
町

村
に

お
い

て
、

消
防

や
地

元
医

師
会

と
の

連
携

を
強

化
す

る
な

ど
、

医
療

救
護

体
制

の
充

実
を

促
進

す
る

。
促

進

医
療

政
策

課

⑦
災

害
派

遣
医

療
チ

ー
ム

の
人

材
の

養
成

　 　
国

の
災

害
派

遣
医

療
チ

ー
ム

（
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
）
研

修
の

受
講

を
促

進
し

、
チ

ー
ム

の
増

加
を

図
る

と
と

も
に

、
徳

島
県

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

の
活

動
訓

練
を

実
施

す
る

。
　 ＜

H
2
7
：
2
4
チ

ー
ム

→
R

2
年

度
ま

で
に

3
1
チ

ー
ム

＞

25
チ

ー
ム

26
チ

ー
ム

27
チ

ー
ム

29
チ

ー
ム

30
チ

ー
ム

医
療

政
策

課

⑧
「
災

害
派

遣
精

神
医

療
チ

ー
ム

」
の

人
材

の
養

成
　 　

県
内

全
て

の
精

神
科

病
院

及
び

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

に
設

置
し

て
い

る
「
徳

島
Ｄ

Ｐ
Ａ

Ｔ
」
の

活
動

強
化

に
取

り
組

む
。

養
成

健
康

づ
く
り

課

⑨
徳

島
県

災
害

時
情

報
共

有
シ

ス
テ

ム
を

用
い

た
医

療
機

関
相

互
の

支
援

体
制

の
充

実
　 　

「
徳

島
県

災
害

時
情

報
共

有
シ

ス
テ

ム
」
及

び
国

の
「
広

域
災

害
救

急
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
（
Ｅ

Ｍ
ＩＳ

）
」
の

情
報

入
力

訓
練

を
通

じ
、

災
害

時
の

円
滑

な
相

互
支

援
体

制
の

充
実

を
図

る
。

　 ＜
徳

島
県

災
害

時
情

報
共

有
シ

ス
テ

ム
加

入
医

療
機

関
数

　
H

2
7
末

：
2
4
0
医

療
機

関
→

R
2
：
1
,1

0
0
医

療
機

関
＞

充
実

24
0

医
療

機
関

24
0

医
療

機
関

1,
10

0
医

療
機

関

1,
10

0
医

療
機

関

1,
10

0
医

療
機

関

医
療

政
策

課

⑩
災

害
拠

点
病

院
等

に
お

け
る

Ｂ
Ｃ

Ｐ
（
事

業
継

続
計

画
）
策

定
の

促
進

　 　
災

害
拠

点
病

院
、

災
害

医
療

支
援

病
院

等
に

お
い

て
、

迅
速

に
災

害
時

対
応

を
行

う
た

め
の

B
C

P
（
事

業
継

続
計

画
）

の
策

定
を

促
進

す
る

。
促

進

医
療

政
策

課

⑪
ド

ク
タ

ー
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
を

活
用

し
た

救
急

搬
送

体
制

の
推

進
　 　

ド
ク

タ
ー

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

の
運

用
を

行
い

、
災

害
時

に
お

け
る

患
者

搬
送

手
段

の
充

実
を

図
り

、
被

災
傷

病
者

等
を

円
滑

に
医

療
機

関
へ

搬
送

す
る

体
制

づ
く
り

を
推

進
す

る
。

　 ＜
臨

時
離

着
陸

場
数

　
H

2
7
：
2
2
6
箇

所
→

R
2
：
2
5
0
箇

所
以

上
＞

整
備

23
5箇

所
24

5箇
所

25
0箇

所
25

0箇
所

以
上

25
0箇

所
以

上

医
療

政
策

課

⑫
災

害
時

緊
急

医
薬

品
等

の
備

蓄
　 　

大
規

模
災

害
発

生
時

に
必

要
な

医
薬

品
等

を
備

蓄
し

医
薬

品
供

給
体

制
の

強
化

を
図

る
。

　 ＜
H

2
8
年

度
に

備
蓄

場
所

等
を

見
直

し
　

・
H

2
9
年

度
以

降
、

供
給

体
制

を
推

進
＞

見
直

し
推

進

薬
務

課
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⑬
「
災

害
時

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

（
保

健
衛

生
・
医

療
・
薬

務
・
介

護
福

祉
）
」
の

養
成

(再
掲

）
　 　

医
療

・
保

健
・
福

祉
等

の
支

援
活

動
を

迅
速

か
つ

効
果

的
に

実
施

す
る

た
め

、
被

災
状

況
を

的
確

に
把

握
し

、
人

材
や

資
材

の
適

正
配

置
を

行
う

「
災

害
時

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

（
保

健
衛

生
・
医

療
・
薬

務
・
介

護
福

祉
の

４
分

野
）
」
の

養
成

に
取

り
組

む
。

養
成

保
健

福
祉

政
策

課
医

療
政

策
課

薬
務

課
長

寿
い

き
が

い
課

⑭
県

立
病

院
に

お
け

る
救

命
救

急
研

修
及

び
訓

練
の

充
実

　 　
県

立
病

院
に

お
い

て
、

救
命

救
急

に
関

す
る

研
修

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
実

践
的

な
訓

練
を

行
い

、
災

害
時

の
患

者
受

け
入

れ
体

制
を

強
化

す
る

。
充

実

病
院

局
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（
２

）
孤

立
化

対
策

の
推

進

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
孤

立
化

対
策

の
啓

発
等

の
推

進
（
孤

立
化

対
策

の
手

引
き

書
の

作
成

）
　 　

地
す

べ
り

防
止

区
域

等
が

多
く
、

孤
立

化
が

発
生

す
る

可
能

性
が

高
い

県
西

部
圏

域
に

お
い

て
、

モ
デ

ル
的

に
孤

立
化

対
策

研
修

会
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
な

ど
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
孤

立
化

対
策

の
手

引
き

書
を

作
成

し
、

こ
れ

を
基

に
、

県
内

全
域

に
お

い
て

啓
発

等
、

孤
立

化
対

策
を

推
進

し
、

地
域

防
災

力
の

強
化

を
図

る
。

推
進

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

南
部

総
合

県
民

局
西

部
総

合
県

民
局

②
西

部
圏

域
の

広
域

的
な

防
災

訓
練

の
実

施
　 　

西
部

圏
域

内
に

お
け

る
総

合
的

な
防

災
訓

練
は

、
こ

れ
ま

で
３

年
に

１
度

実
施

さ
れ

る
県

総
合

防
災

訓
練

の
み

で
あ

っ
た

が
、

２
８

年
度

か
ら

は
、

土
砂

災
害

等
に

よ
る

孤
立

可
能

性
集

落
が

多
く
、

雪
害

も
懸

念
さ

れ
る

西
部

圏
域

の
地

域
特

性
に

応
じ

た
広

域
的

な
訓

練
を

、
管

内
市

町
等

と
連

携
し

て
実

施
す

る
。

　 ＜
H

2
8
、

H
2
9
、

R
1
、

R
2
に

１
回

/
年

実
施

　
※

H
3
0
は

県
総

合
防

災
訓

練
に

含
む

。
＞

実
施

西
部

総
合

県
民

局

③
市

町
村

が
取

り
組

む
「
臨

時
ヘ

リ
ポ

ー
ト

」
の

整
備

促
進

　 　
災

害
時

の
救

援
・
救

出
や

物
資

輸
送

の
体

制
強

化
に

向
け

、
大

規
模

災
害

時
に

孤
立

化
の

お
そ

れ
が

あ
る

集
落

に
お

い
て

、
「
臨

時
へ

リ
ポ

ー
ト

」
を

整
備

す
る

市
町

村
を

支
援

す
る

。
支

援

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

南
部

総
合

県
民

局
西

部
総

合
県

民
局

④
中

山
間

地
に

お
け

る
生

命
線

道
路

の
強

化
　 　

中
山

間
地

域
に

お
け

る
、

地
域

の
生

命
線

と
な

っ
て

い
る

道
路

に
お

い
て

、
災

害
時

の
交

通
途

絶
が

発
生

し
な

い
よ

う
、

危
険

箇
所

の
整

備
を

推
進

す
る

。
　 ＜

生
命

線
道

路
の

強
化

率
（
1
1
箇

所
）
に

つ
い

て
　

H
2
5
：
4
7
%
→

H
3
0
年

度
ま

で
に

8
0
%
＞

推
進

強
化

率
65

%
75

%
80

%

道
路

整
備

課

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

４
　

被
災

者
の

迅
速

な
救

助
・
救

出
対

策

　
 大

規
模

地
震

に
よ

る
土

砂
崩

れ
や

津
波

に
よ

り
、

幹
線

道
路

が
寸

断
さ

れ
る

お
そ

れ
が

あ
り

、
中

山
間

地
域

や
沿

岸
地

域
の

集
落

で
は

孤
立

化
す

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

ま
す

。
　

こ
の

た
め

、
通

信
手

段
の

確
保

や
食

糧
・物

資
等

の
備

蓄
の

ほ
か

、
緊

急
的

に
離

発
着

で
き

る
臨

時
へ

リ
ポ

ー
ト

の
確

保
を

推
進

し
、

安
全

・
安

心
の

確
保

を
図

り
ま

す
。

≪
工

程
表

≫
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⑤
孤

立
化

集
落

に
お

け
る

通
信

手
段

の
確

保
の

促
進

　 　
災

害
発

生
時

に
孤

立
化

が
予

想
さ

れ
る

集
落

の
通

信
手

段
を

確
保

す
る

た
め

、
衛

星
携

帯
電

話
、

衛
星

W
i-

F
i等

の
通

信
機

器
の

整
備

を
行

う
市

町
村

を
支

援
す

る
。

促
進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

⑥
「
に

し
阿

波
防

災
行

動
計

画
」
の

策
定

　 　
西

部
圏

域
の

課
題

で
あ

る
孤

立
化

対
策

な
ど

の
具

体
的

な
防

災
・
減

災
対

策
を

盛
り

込
ん

だ
「
に

し
阿

波
防

災
行

動
計

画
」
を

策
定

す
る

と
と

も
に

、
計

画
的

か
つ

着
実

に
推

進
す

る
こ

と
で

、
圏

域
の

防
災

力
向

上
を

図
る

。
推

進

西
部

総
合

県
民

局

⑦
生

命
線

道
路

等
に

お
け

る
道

路
沿

線
の

事
前

倒
木

対
策

の
推

進
　 　

孤
立

集
落

の
発

生
を

防
ぐ

た
め

、
生

命
線

道
路

や
緊

急
輸

送
道

路
等

に
お

い
て

、
大

雪
等

に
よ

る
倒

木
を

防
ぐ

事
前

伐
採

を
推

進
す

る
。

推
進

道
路

整
備

課
ス

マ
ー

ト
林

業
課

⑧
孤

立
化

集
落

台
帳

の
整

備
　 　

災
害

時
に

孤
立

化
が

想
定

さ
れ

る
地

域
に

お
い

て
、

現
地

の
里

道
等

の
調

査
を

行
い

、
台

帳
を

整
備

し
、

孤
立

化
が

想
定

さ
れ

る
地

域
の

把
握

、
孤

立
化

対
策

の
検

討
に

活
用

す
る

。
推

進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

関
係

各
課
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（
３

）
緊

急
輸

送
体

制
の

整
備

推
進

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
緊

急
輸

送
道

路
の

斜
面

対
策

の
推

進
　 　

緊
急

輸
送

道
路

に
お

け
る

法
面

に
つ

い
て

、
危

険
度

、
緊

急
性

の
高

い
箇

所
か

ら
法

面
対

策
を

推
進

す
る

。
　 ＜

緊
急

輸
送

道
路

に
お

け
る

斜
面

対
策

の
実

施
箇

所
数

　
H

2
5
：
1
3
8
箇

所
→

H
R

2
年

度
ま

で
に

1
7
3
箇

所
＞

推
進

15
3箇

所
15

8箇
所

16
3箇

所
16

8箇
所

17
3箇

所

道
路

整
備

課

②
緊

急
輸

送
路

の
整

備
の

推
進

　 　
人

命
の

救
助

や
生

活
物

資
の

広
域

的
な

緊
急

輸
送

を
行

う
、

緊
急

輸
送

路
と

し
て

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
道

路
を

重
点

的
に

整
備

す
る

。
　 ＜

緊
急

輸
送

道
路

に
お

け
る

重
点

整
備

区
間

（
3
0
箇

所
）
の

改
良

率
　

H
2
5
：
4
0
%
→

H
3
0
年

度
ま

で
に

7
0
%
＞

推
進

改
良

率
60

%
65

%
70

%

道
路

整
備

課
都

市
計

画
課

③
津

波
迂

回
ル

ー
ト

の
整

備
の

推
進

　 　
津

波
被

害
が

想
定

さ
れ

る
県

南
沿

岸
地

域
に

お
い

て
、

緊
急

輸
送

路
の

リ
ダ

ン
ダ

ン
シ

ー
を

確
保

す
る

た
め

、
津

波
迂

回
ル

ー
ト

の
整

備
を

推
進

す
る

。
　 ＜

2
路

線
の

整
備

を
推

進
＞

推
進

道
路

整
備

課

④
緊

急
輸

送
道

路
等

の
橋

梁
耐

震
化

の
推

進
　 　

緊
急

輸
送

道
路

や
生

命
線

道
路

等
に

お
い

て
橋

梁
の

耐
震

化
を

推
進

す
る

。
　 ＜

緊
急

輸
送

道
路

等
に

お
け

る
橋

梁
（
1
5
m

以
上

）
の

耐
震

化
率

　
H

2
5
：
7
8
%
→

R
2
年

度
ま

で
に

8
8
%
＞

推
進

84
%

85
%

86
%

87
%

88
%

道
路

整
備

課

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

４
　

被
災

者
の

迅
速

な
救

助
・
救

出
対

策

　
大

規
模

な
地

震
が

発
生

し
た

場
合

、
救

助
・救

出
や

消
火

活
動

な
ど

、
災

害
応

急
対

策
を

迅
速

か
つ

的
確

に
実

施
す

る
た

め
、

必
要

な
人

員
や

物
資

等
の

輸
送

が
課

題
と

な
り

ま
す

。
　

こ
の

た
め

、
緊

急
性

の
高

い
箇

所
か

ら
順

次
、

緊
急

輸
送

路
の

整
備

を
進

め
る

と
と

も
に

、
交

通
管

制
シ

ス
テ

ム
の

強
化

な
ど

緊
急

輸
送

体
制

の
整

備
・
充

実
を

図
り

ま
す

。
　

ま
た

、
輸

送
路

の
途

絶
に

備
え

て
、

船
舶

等
に

よ
る

代
替

輸
送

手
段

の
確

保
を

推
進

し
ま

す
。

≪
工

程
表

≫
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⑤
緊

急
輸

送
路

と
な

る
高

規
格

道
路

の
整

備
促

進
　 　

津
波

被
害

が
想

定
さ

れ
る

沿
岸

地
域

の
基

幹
の

緊
急

輸
送

路
と

な
る

「
四

国
横

断
自

動
車

道
」
、

「
阿

南
安

芸
自

動
車

道
」
の

整
備

を
促

進
す

る
。

促
進

高
規

格
道

路
課

⑥
広

域
的

な
高

速
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

機
能

強
化

　 　
徳

島
自

動
車

道
の

４
車

線
化

や
ス

マ
ー

ト
ＩＣ

整
備

な
ど

、
広

域
的

な
高

速
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
機

能
の

強
化

を
促

進
す

る
。

促
進

高
規

格
道

路
課

⑦
緊

急
輸

送
路

を
補

完
す

る
農

林
道

の
整

備
推

進
　 　

災
害

時
に

お
い

て
、

緊
急

輸
送

路
の

補
完

や
集

落
の

孤
立

化
を

防
ぐ

、
農

道
・
林

道
を

整
備

す
る

。
　 ＜

農
林

道
の

整
備

延
長

　
H

2
7
：
2
0
km

→
R

2
：
2
7
km

＞

整
備

22
km

24
km

25
km

26
km

27
km

生
産

基
盤

課
森

林
整

備
課

⑧
緊

急
輸

送
路

を
補

完
す

る
市

町
村

道
の

整
備

の
促

進
　 　

災
害

時
に

お
い

て
、

緊
急

輸
送

路
の

補
完

や
集

落
の

孤
立

化
を

防
ぐ

、
市

町
村

道
の

整
備

に
つ

い
て

、
技

術
的

な
支

援
な

ど
を

行
う

。
促

進

道
路

整
備

課

⑨
災

害
時

交
通

管
理

の
た

め
の

交
通

安
全

施
設

等
の

整
備

の
推

進
　 　

災
害

発
生

後
、

緊
急

輸
送

路
等

の
交

通
規

制
を

迅
速

か
つ

的
確

に
実

施
す

る
た

め
、

交
通

安
全

施
設

等
の

整
備

を
推

進
す

る
。

推
進

警
察

本
部

⑩
船

舶
等

に
よ

る
輸

送
体

制
の

充
実

　 　
災

害
発

生
時

、
輸

送
関

係
（
船

舶
、

ト
ラ

ッ
ク

、
バ

ス
、

Ｊ
Ｒ

）
に

係
る

協
定

等
の

実
効

性
を

高
め

る
た

め
、

緊
急

輸
送

体
制

や
代

替
輸

送
体

制
の

確
保

を
図

る
。

推
進

次
世

代
交

通
課

運
輸

政
策

課

⑪
物

資
の

海
上

輸
送

の
耐

災
害

性
向

上
　 　

四
国

の
広

域
的

な
海

上
輸

送
に

つ
い

て
、

国
、

四
国

４
県

等
が

連
携

し
、

継
続

し
て

検
証

・
見

直
し

を
行

う
。

推
進

運
輸

政
策

課

⑫
民

間
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
事

業
者

と
の

連
携

強
化

　 　
災

害
時

に
、

空
か

ら
の

輸
送

手
段

等
を

確
保

す
る

た
め

、
近

畿
２

府
７

県
と

民
間

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

事
業

者
の

間
で

締
結

し
た

協
定

に
基

づ
き

、
連

絡
体

制
の

確
認

等
連

携
の

強
化

を
図

る
。

連
携

強
化

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課
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⑬
災

害
時

交
通

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

充
実

　 　
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
実

効
性

を
高

め
る

た
め

、
道

路
管

理
者

等
と

連
携

し
、

新
規

道
路

供
用

開
始

に
伴

い
見

直
し

を
行

う
な

ど
、

災
害

時
交

通
対

策
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
充

実
す

る
。

充
実

警
察

本
部

⑭
災

害
時

に
お

け
る

運
転

者
の

対
処

方
法

の
周

知
　 　

免
許

更
新

時
講

習
に

お
い

て
、

災
害

発
生

時
の

状
況

に
応

じ
た

、
運

転
者

の
対

処
方

法
に

つ
い

て
周

知
す

る
。

　 ＜
約

1
0
万

人
/
年

→
約

1
2
万

人
/
年

（
年

間
更

新
者

数
）
＞

周
知

年
間

約
12

万
人

警
察

本
部

⑮
道

路
の

応
急

復
旧

の
た

め
の

関
係

団
体

と
の

連
携

強
化

　 　
協

定
の

実
効

性
や

初
動

対
応

力
を

高
め

る
た

め
、

緊
急

輸
送

路
の

応
急

復
旧

の
た

め
の

情
報

伝
達

・
実

地
訓

練
を

実
施

し
、

関
係

団
体

と
の

連
携

を
強

化
す

る
。

推
進

砂
防

防
災

課
道

路
整

備
課

⑯
道

路
の

応
急

復
旧

用
資

機
材

の
状

況
把

握
　 　

緊
急

輸
送

路
等

の
被

災
箇

所
の

被
害

拡
大

防
止

や
応

急
的

措
置

を
行

う
た

め
、

資
機

材
情

報
を

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
し

運
用

す
る

。
推

進

砂
防

防
災

課

⑰
緊

急
時

の
輸

送
手

段
の

確
保

　 　
緊

急
時

に
お

け
る

人
員

や
救

援
物

資
の

輸
送

手
段

の
確

保
と

し
て

、
道

路
と

線
路

の
両

方
が

走
行

可
能

な
D

M
V

の
導

入
を

推
進

す
る

。
推

進

次
世

代
交

通
課
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５
　

災
害

時
要

援
護

者
対

策
の

推
進

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
災

害
時

要
援

護
者

支
援

の
た

め
の

研
修

会
の

実
施

　 　
県

の
「
災

害
時

要
援

護
者

支
援

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
等

に
よ

り
、

市
町

村
職

員
等

に
対

す
る

研
修

会
を

実
施

す
る

な
ど

、
要

援
護

者
支

援
の

意
識

の
向

上
を

図
る

。
実

施

保
健

福
祉

政
策

課

②
発

達
障

が
い

者
に

対
す

る
地

域
支

援
者

の
育

成
及

び
支

援
体

制
の

整
備

　 　
発

達
障

が
い

者
の

災
害

時
対

応
に

つ
い

て
、

知
識

を
備

え
た

地
域

支
援

者
の

育
成

を
図

る
と

と
も

に
、

発
達

障
が

い
者

の
避

難
場

所
の

あ
り

方
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

　 ＜
地

域
支

援
者

の
養

成
　

1
0
人

/
年

＞

養
成

10
人

/年
活

用

発
達

障
が

い
者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

③
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
の

作
成

・
共

有
の

促
進

　 　
災

害
時

に
特

別
な

支
援

を
要

す
る

避
難

行
動

要
支

援
者

を
把

握
す

る
た

め
、

市
町

村
が

、
民

生
委

員
や

自
主

防
災

組
織

等
と

の
連

携
に

よ
り

行
う

避
難

行
動

要
支

援
者

名
簿

の
作

成
・
共

有
を

促
進

す
る

。
促

進

保
健

福
祉

政
策

課

④
災

害
時

要
援

護
者

に
対

す
る

情
報

伝
達

手
段

の
充

実
（
再

掲
）

　 　
災

害
情

報
等

の
携

帯
メ

ー
ル

に
よ

る
聴

覚
障

が
い

者
等

へ
の

伝
達

方
法

の
普

及
な

ど
伝

達
手

段
を

充
実

す
る

と
と

も
に

、
エ

リ
ア

メ
ー

ル
を

は
じ

め
と

す
る

緊
急

情
報

メ
ー

ル
と

の
連

携
に

つ
い

て
も

普
及

を
図

る
。

充
実

障
が

い
福

祉
課

⑤
社

会
福

祉
施

設
に

お
け

る
防

災
対

策
の

充
実

　 　
入

居
者

の
安

全
を

確
保

す
る

た
め

、
社

会
福

祉
施

設
に

お
い

て
、

新
た

な
県

の
被

害
想

定
に

基
づ

く
避

難
計

画
の

見
直

し
や

防
災

訓
練

の
実

施
を

促
進

す
る

。
　

特
に

、
障

が
い

者
（
児

）
施

設
等

に
つ

い
て

は
、

障
が

い
に

応
じ

た
防

災
対

策
の

充
実

を
図

る
。

促
進

次
世

代
育

成
・
青

少
年

課
こ

ど
も

未
来

応
援

室
長

寿
い

き
が

い
課

障
が

い
福

祉
課

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

　
 災

害
が

発
生

し
た

場
合

に
は

、
高

齢
者

、
障

が
い

者
、

乳
幼

児
な

ど
の

災
害

時
要

援
護

者
に

対
し

て
は

、
配

慮
や

支
援

が
必

要
で

す
。

 　
こ

の
た

め
、

平
常

時
か

ら
災

害
時

要
援

護
者

に
関

す
る

防
災

知
識

の
普

及
啓

発
を

図
り

、
地

域
住

民
等

の
協

力
を

得
な

が
ら

、
地

域
ぐ

る
み

で
災

害
時

要
援

護
者

を
支

援
す

る
取

り
組

み
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
社

会
福

祉
施

設
に

お
け

る
防

災
訓

練
の

実
施

等
防

災
対

策
を

充
実

し
ま

す
。

　
 ま

た
、

観
光

客
等

、
一

時
的

に
帰

宅
困

難
と

な
る

者
に

つ
い

て
も

、
観

光
関

係
団

体
等

と
連

携
し

、
支

援
体

制
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

≪
工

程
表

≫
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⑥
災

害
時

障
が

い
者

支
援

研
修

の
実

施
　 　

避
難

所
運

営
に

携
わ

る
市

町
村

職
員

や
自

主
防

災
組

織
リ

ー
ダ

ー
等

を
対

象
に

、
「
災

害
時

障
が

い
者

支
援

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
を

用
い

て
、

障
が

い
者

の
個

々
の

障
が

い
特

性
に

対
す

る
理

解
と

認
識

を
深

め
る

た
め

の
研

修
会

を
開

催
す

る
。

実
施

障
が

い
福

祉
課

⑦
西

部
圏

域
に

お
け

る
避

難
行

動
要

支
援

者
対

策
の

推
進

　 　
西

部
圏

域
に

お
い

て
、

市
町

や
福

祉
関

係
機

関
等

に
よ

る
「
西

部
圏

域
要

援
護

者
支

援
検

討
会

」
を

開
催

し
、

相
互

の
連

携
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
実

践
的

な
災

害
時

避
難

行
動

要
支

援
者

避
難

訓
練

を
実

施
す

る
。

　 ＜
１

回
以

上
実

施
/
年

＞

推
進

年
1回

以
上

訓
練

実
施

西
部

総
合

県
民

局

⑧
旅

館
、

ホ
テ

ル
等

の
民

間
宿

泊
施

設
団

体
と

の
協

力
・
連

携
強

化
　 　

災
害

時
要

援
護

者
へ

の
民

間
宿

泊
施

設
等

の
提

供
に

関
す

る
協

定
を

締
結

す
る

な
ど

、
福

祉
避

難
所

が
開

設
す

る
ま

で
の

間
等

の
一

時
的

な
避

難
対

策
に

つ
い

て
、

民
間

宿
泊

施
設

団
体

と
の

協
力

・
連

携
強

化
を

推
進

す
る

。
推

進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

⑨
災

害
時

に
お

け
る

観
光

客
へ

の
支

援
対

策
の

推
進

　 　
災

害
時

に
、

帰
宅

困
難

と
な

る
観

光
客

の
一

時
避

難
の

た
め

の
宿

泊
施

設
の

情
報

提
供

等
、

市
町

村
や

観
光

関
係

団
体

と
連

携
し

、
連

絡
・
支

援
体

制
の

整
備

を
推

進
す

る
。

推
進

観
光

政
策

課

⑩
「
災

害
時

帰
宅

支
援

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

」
の

普
及

啓
発

　 　
関

西
広

域
連

合
の

共
同

事
業

と
し

て
、

災
害

時
の

帰
宅

困
難

者
に

適
切

な
情

報
や

便
宜

を
提

供
で

き
る

「
災

害
時

帰
宅

支
援

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

」
の

普
及

啓
発

を
推

進
す

る
。

推
進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

⑪
災

害
時

外
国

人
支

援
通

訳
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

養
成

　 　
「
災

害
時

通
訳

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
に

基
づ

き
、

災
害

時
に

率
先

し
て

外
国

人
に

対
す

る
支

援
が

で
き

る
よ

う
、

講
習

会
等

を
通

じ
て

通
訳

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

図
る

。

養
成

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
推

進
課

⑫
南

部
圏

域
に

お
け

る
避

難
行

動
要

支
援

者
対

策
の

促
進

　 　
市

町
の

避
難

行
動

要
支

援
者

に
か

か
る

個
別

計
画

策
定

を
推

進
す

る
た

め
、

管
内

市
町

及
び

関
係

機
関

と
の

対
策

会
議

等
を

開
催

し
、

個
別

計
画

の
策

定
を

支
援

す
る

。
支

援

南
部

総
合

県
民

局
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⑬
要

支
援

発
達

障
が

い
者

に
係

る
要

支
援

者
名

簿
の

作
成

及
び

支
援

対
策

の
推

進

　
要

支
援

発
達

障
が

い
者

の
安

否
確

認
、

支
援

ニ
ー

ズ
の

把
握

の
た

め
、

要
支

援
者

名
簿

の
作

成
を

行
う

。
ま

た
、

民
生

委
員

や
自

主
防

災
組

織
等

と
の

連
携

に
よ

り
支

援
対

策
を

推
進

す
る

た
め

の
研

修
会

等
を

開
催

す
る

。
推

進

発
達

障
が

い
者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー
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１
　

災
害

医
療

の
体

制
の

強
化

（
１

）
　

災
害

医
療

体
制

の
構

築

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
戦

略
的

災
害

医
療

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進
（
再

掲
）

　 　
災

害
関

連
死

を
は

じ
め

と
す

る
、

被
災

後
の

「
防

ぎ
得

た
死

」
を

な
く
す

た
め

、
災

害
時

か
ら

平
時

へ
の

、
つ

な
ぎ

目
の

な
い

シ
ー

ム
レ

ス
な

医
療

提
供

体
制

を
構

築
す

る
。

推
進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

②
市

町
村

に
お

け
る

医
療

救
護

体
制

の
充

実
促

進
（
再

掲
）

　 　
市

町
村

に
お

い
て

、
消

防
や

地
元

医
師

会
と

の
連

携
を

強
化

す
る

な
ど

、
医

療
救

護
体

制
の

充
実

を
促

進
す

る
。

促
進

医
療

政
策

課

③
災

害
拠

点
病

院
を

中
心

と
し

た
応

援
・
受

援
体

制
の

構
築

　 　
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

を
は

じ
め

と
す

る
大

規
模

災
害

を
想

定
し

、
災

害
拠

点
病

院
を

中
心

に
医

療
圏

域
ご

と
の

体
制

強
化

や
応

援
・
受

援
体

制
を

構
築

す
る

。
構

築

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

関
係

各
課

④
南

部
Ⅱ

圏
域

に
お

け
る

災
害

医
療

受
援

体
制

の
構

築
　 　

県
下

で
最

も
甚

大
な

津
波

被
害

が
想

定
さ

れ
、

長
期

の
孤

立
が

懸
念

さ
れ

る
「
南

部
Ⅱ

圏
域

」
に

お
い

て
、

医
療

関
係

機
関

が
連

携
し

た
「
災

害
医

療
受

援
体

制
」
を

構
築

す
る

。
構

築

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

関
係

各
課

⑤
西

部
圏

域
に

お
け

る
災

害
医

療
・
後

方
支

援
体

制
の

構
築

　 　
甚

大
な

津
波

被
害

が
想

定
さ

れ
る

沿
岸

地
域

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
体

制
と

し
て

、
「
西

部
圏

域
」
な

ど
内

陸
地

域
に

お
い

て
、

医
療

関
係

機
関

が
連

携
し

た
「
災

害
医

療
後

方
支

援
体

制
」
を

構
築

す
る

。
構

築

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

関
係

各
課

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

Ⅲ
　

広
が

る
生

活
の

質
（
Q

O
L
)確

保
対

策

　
 災

害
関

連
死

を
始

め
と

す
る

被
災

後
の

防
ぎ

得
た

死
を

な
く
す

た
め

災
害

時
か

ら
平

時
へ

と
つ

な
ぎ

目
の

な
い

シ
ー

ム
レ

ス
な

災
害

医
療

提
供

体
制

を
構

築
す

る
た

め
、

各
医

療
圏

域
ご

と
の

災
害

時
に

お
け

る
応

援
・受

援
体

制
を

確
立

し
、

連
携

強
化

を
図

っ
て

い
き

ま
す

。

≪
工

程
表

≫
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⑥
東

部
・
南

部
Ⅰ

圏
域

に
お

け
る

災
害

医
療

体
制

の
構

築
　 　

県
下

で
最

も
多

く
の

人
口

と
医

療
施

設
を

抱
え

、
津

波
浸

水
被

害
を

受
け

る
と

想
定

さ
れ

る
「
東

部
圏

域
」
、

「
南

部
Ⅰ

圏
域

」
に

お
い

て
、

他
圏

域
と

の
連

携
も

見
据

え
、

圏
域

内
の

医
療

関
係

機
関

が
連

携
し

た
「
災

害
医

療
体

制
」
を

構
築

す
る

。

構
築

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

関
係

各
課

⑦
急

性
期

に
お

け
る

医
薬

品
供

給
体

制
の

構
築

　 　
発

災
後

の
急

性
期

に
お

け
る

医
療

救
護

活
動

に
必

要
な

医
薬

品
の

確
保

、
ま

た
、

そ
の

迅
速

な
供

給
に

係
る

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
。

構
築

薬
務

課

⑧
災

害
時

情
報

共
有

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
災

害
時

要
援

護
者

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
　 保

健
福

祉
部

の
災

害
時

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
は

じ
め

専
門

チ
ー

ム
の

避
難

所
評

価
及

び
活

動
の

情
報

を
災

害
時

情
報

共
有

シ
ス

テ
ム

で
活

用
、

共
有

し
ク

ラ
ス

タ
ー

ア
プ

ロ
ー

チ
に

基
づ

く
連

携
体

制
を

構
築

す
る

。
構

築

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

保
健

福
祉

政
策

課

⑨
ス

フ
ィ

ア
・
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
に

基
づ

く
避

難
所

の
環

境
整

備
　 　

避
難

所
の

国
際

基
準

で
あ

る
ス

フ
ィ

ア
・
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
を

満
た

す
避

難
所

の
環

境
整

備
を

行
え

る
体

制
を

構
築

す
る

た
め

、
防

災
関

係
者

等
を

対
象

に
研

修
会

を
開

催
す

る
。

　 ＜
研

修
受

講
者

数
　

1
0
0
人

／
年

＞

推
進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

⑩
災

害
時

医
薬

品
等

供
給

体
制

づ
く
り

の
推

進
　 　

熊
本

地
震

の
課

題
を

踏
ま

え
、

徳
島

県
災

害
時

医
薬

品
等

供
給

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

災
害

時
医

薬
品

等
供

給
及

び
薬

剤
師

派
遣

手
順

に
つ

い
て

見
直

し
を

行
い

、
適

切
な

医
薬

品
等

供
給

体
制

づ
く
り

を
推

進
す

る
。

改
訂

推
進

薬
務

課
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（
２

）
　

災
害

医
療

を
担

う
人

材
育

成
の

強
化

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
医

療
・
保

健
・
福

祉
等

の
分

野
の

「
災

害
時

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

」
の

配
置

　 　
医

療
・
保

健
・
福

祉
等

の
支

援
活

動
を

迅
速

か
つ

効
果

的
に

実
施

す
る

た
め

、
被

災
状

況
を

的
確

に
把

握
し

、
人

材
や

資
材

の
適

正
配

置
を

行
う

「
災

害
時

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

」
の

配
置

を
推

進
す

る
。

養
成

薬
務

課
長

寿
い

き
が

い
課

医
療

政
策

課
保

健
福

祉
政

策
課

②
災

害
派

遣
医

療
チ

ー
ム

の
人

材
の

養
成

（
再

掲
）

　 　
国

の
災

害
派

遣
医

療
チ

ー
ム

（
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
）
研

修
の

受
講

を
促

進
し

、
チ

ー
ム

の
増

加
を

図
る

と
と

も
に

、
徳

島
県

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

の
活

動
訓

練
を

実
施

す
る

。
　 ＜

H
2
7
：
2
4
チ

ー
ム

→
R

2
年

度
ま

で
に

3
1
チ

ー
ム

＞

25
チ

ー
ム

26
チ

ー
ム

27
チ

ー
ム

29
チ

ー
ム

30
チ

ー
ム

医
療

政
策

課

③
「
災

害
派

遣
精

神
医

療
チ

ー
ム

」
の

人
材

の
養

成
（
再

掲
）

　 　
県

内
全

て
の

精
神

科
病

院
及

び
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
に

設
置

し
て

い
る

「
徳

島
Ｄ

Ｐ
Ａ

Ｔ
」
の

活
動

強
化

に
取

り
組

む
。

養
成

健
康

づ
く
り

課

④
看

護
師

関
係

団
体

と
の

連
携

体
制

の
構

築
　 　

徳
島

県
看

護
協

会
と

連
携

し
、

災
害

時
の

災
害

支
援

ナ
ー

ス
の

受
入

、
活

動
の

調
整

、
情

報
共

有
が

円
滑

に
行

え
る

よ
う

、
連

携
体

制
を

整
備

す
る

。
構

築

医
療

政
策

課

⑤
栄

養
士

関
係

団
体

と
の

連
携

体
制

の
構

築
　 　

徳
島

県
栄

養
士

会
と

連
携

し
、

災
害

時
の

Ｊ
Ｄ

Ａ
－

Ｄ
Ａ

Ｔ
の

受
入

、
活

動
の

調
整

、
情

報
共

有
が

円
滑

に
行

え
る

よ
う

、
連

携
体

制
を

整
備

す
る

。
構

築

健
康

づ
く
り

課

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

１
　

災
害

医
療

の
体

制
の

強
化

　
 災

害
時

に
的

確
な

医
療

が
提

供
で

き
る

よ
う

災
害

医
療

派
遣

チ
ー

ム
（D

M
A

T
）、

災
害

派
遣

精
神

医
療

チ
ー

ム
（
D

P
A

T
）
の

体
制

強
化

と
、

災
害

時
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

育
成

、
強

化
を

図
り

ま
す

。
ま

た
医

師
会

、
歯

科
医

師
会

、
薬

剤
師

会
、

看
護

協
会

、
栄

養
士

会
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
関

係
団

体
と

の
連

携
体

制
を

整
備

し
ま

す
。

≪
工

程
表

≫
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⑥
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

関
係

団
体

と
の

連
携

体
制

の
構

築
　 　

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
関

係
団

体
と

連
携

し
、

災
害

時
の

Ｊ
Ｒ

Ａ
Ｔ

の
受

入
、

活
動

の
調

整
、

情
報

共
有

が
円

滑
に

行
え

る
よ

う
、

連
携

体
制

を
整

備
す

る
。

構
築

医
療

政
策

課
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（
３

）
　

災
害

対
応

力
の

強
化

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
医

療
活

動
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
よ

る
図

上
訓

練
の

実
施

（
再

掲
）

　 　
医

療
活

動
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
よ

り
、

県
、

市
町

村
の

ほ
か

、
災

害
拠

点
病

院
や

災
害

医
療

支
援

病
院

等
と

連
携

し
た

図
上

訓
練

を
実

施
す

る
。

実
施

医
療

政
策

課

②
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

に
備

え
た

「
災

害
時

医
療

活
動

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
の

改
定

（
再

掲
）

　 　
「
災

害
時

医
療

活
動

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
に

基
づ

く
図

上
訓

練
等

の
成

果
、

課
題

を
も

と
に

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

改
定

を
行

い
、

県
内

全
域

に
お

け
る

災
害

医
療

対
応

の
体

制
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

改
定

医
療

政
策

課

③
徳

島
県

災
害

時
情

報
共

有
シ

ス
テ

ム
を

用
い

た
医

療
機

関
相

互
の

支
援

体
制

の
充

実
（
再

掲
）

　 　
「
徳

島
県

災
害

時
情

報
共

有
シ

ス
テ

ム
」
及

び
国

の
「
広

域
災

害
救

急
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
（
Ｅ

Ｍ
ＩＳ

）
」
の

情
報

入
力

訓
練

を
通

じ
、

災
害

時
の

円
滑

な
相

互
支

援
体

制
の

充
実

を
図

る
。

　
＜

徳
島

県
災

害
時

情
報

共
有

シ
ス

テ
ム

加
入

医
療

機
関

数
　

H
2
7
末

：
2
4
0
医

療
機

関
→

R
2
：
1
,1

0
0
医

療
機

関
＞

充
実

24
0

医
療

機
関

24
0

医
療

機
関

1,
10

0
医

療
機

関

1,
10

0
医

療
機

関

1,
10

0
医

療
機

関

医
療

政
策

課

④
医

療
支

援
組

織
と

の
連

携
強

化
　 　

災
害

医
療

体
制

の
さ

ら
な

る
強

化
に

向
け

、
国

際
医

療
援

助
団

体
（
Ａ

Ｍ
Ｄ

Ａ
）
や

自
衛

隊
衛

生
隊

な
ど

県
外

や
海

外
で

活
動

す
る

医
療

支
援

組
織

と
の

連
携

強
化

に
取

り
組

む
。

連
携

強
化

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

医
療

政
策

課

⑤
防

災
関

係
機

関
・
団

体
と

の
連

携
体

制
づ

く
り

　 　
災

害
時

に
傷

病
者

が
迅

速
で

適
切

な
救

助
や

治
療

が
受

け
ら

れ
る

よ
う

、
医

療
関

係
機

関
だ

け
で

な
く
、

自
衛

隊
、

警
察

、
消

防
な

ど
防

災
機

関
や

、
関

係
団

体
と

連
携

し
た

体
制

づ
く
り

に
取

り
組

む
。

推
進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

関
係

各
課

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

１
　

災
害

医
療

の
体

制
の

強
化

　
 大

規
模

地
震

発
生

時
の

大
き

な
混

乱
の

中
で

災
害

医
療

を
提

供
す

る
た

め
に

は
各

関
係

機
関

の
連

携
、

物
資

の
供

給
、

訓
練

さ
れ

た
人

材
な

ど
が

必
要

不
可

欠
で

す
。

こ
の

た
め

訓
練

に
よ

る
練

度
の

向
上

、
連

携
強

化
や

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

等
を

行
い

、
災

害
時

の
対

応
能

力
の

向
上

に
努

め
ま

す
。

≪
工

程
表
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⑥
災

害
医

療
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

機
能

の
強

化
　 　

医
療

や
防

災
関

係
機

関
の

連
携

に
よ

る
災

害
医

療
活

動
が

円
滑

に
展

開
で

き
る

よ
う

、
災

害
医

療
の

サ
ポ

ー
ト

機
能

や
、

活
動

に
必

要
な

物
資

の
供

給
（
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

）
な

ど
の

機
能

の
強

化
を

図
る

。
推

進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

関
係

各
課

⑦
行

政
分

野
等

の
指

揮
機

能
の

強
化

　 　
大

規
模

災
害

の
発

災
後

、
医

療
活

動
や

応
急

活
動

、
復

旧
・
復

興
対

策
な

ど
が

迅
速

か
つ

的
確

に
展

開
で

き
る

よ
う

、
行

政
分

野
等

の
指

揮
（
コ

マ
ン

ダ
ー

）
機

能
・
後

方
支

援
（
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

）
機

能
の

強
化

を
図

る
。

推
進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

関
係

各
課

⑧
マ

イ
ナ

ン
バ

－
の

災
害

時
に

お
け

る
利

活
用

　 　
災

害
発

生
時

に
被

災
者

に
適

切
な

治
療

や
医

薬
品

の
提

供
を

行
う

た
め

、
マ

イ
ナ

ン
バ

－
の

独
自

利
用

に
よ

り
、

被
災

者
の

マ
イ

ナ
ン

バ
－

と
医

療
情

報
を

連
携

さ
せ

る
市

町
村

の
体

制
づ

く
り

を
支

援
す

る
。

＜
H

2
5
→

H
3
0
全

県
展

開
＞

全
県

展
開

S
o
c
ie

ty
5
.0

推
進

課
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２
　

生
活

の
質

（
Q

O
L
）
を

重
視

し
た

被
災

者
支

援
対

策

（
１

）
避

難
所

運
営

体
制

等
の

整
備

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
避

難
所

運
営

体
制

づ
く
り

の
促

進
　 　

「
避

難
所

運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
作

成
指

針
」
の

周
知

等
に

努
め

、
市

町
村

に
お

い
て

、
円

滑
な

避
難

所
の

運
営

を
行

え
る

体
制

づ
く
り

を
促

進
す

る
。

促
進

保
健

福
祉

政
策

課

②
「
災

害
救

助
犬

」
「
セ

ラ
ピ

ー
犬

」
の

育
成

　 　
大

規
模

災
害

発
生

に
備

え
て

、
動

物
愛

護
管

理
セ

ン
タ

ー
に

収
容

さ
れ

る
犬

の
中

か
ら

、
人

命
救

助
や

行
方

不
明

者
の

捜
索

活
動

な
ど

を
行

う
「
災

害
救

助
犬

」
や

、
避

難
所

や
病

院
等

を
訪

問
し

心
の

ケ
ア

を
行

う
「
セ

ラ
ピ

ー
ド

ッ
グ

」
を

育
成

す
る

。
　 ＜

H
3
0
年

度
ま

で
に

　
「
災

害
救

助
犬

」
、

「
セ

ラ
ピ

ー
犬

」
育

成
頭

数
（
累

計
）
1
0
0
頭

＞

推
進

40
頭

70
頭

10
0頭

動
物

愛
護

管
理

セ
ン

タ
ー

③
徳

島
県

災
害

時
情

報
共

有
シ

ス
テ

ム
を

用
い

た
医

療
機

関
相

互
の

支
援

体
制

の
充

実
（
再

掲
）

　 　
「
徳

島
県

災
害

時
情

報
共

有
シ

ス
テ

ム
」
及

び
国

の
「
広

域
災

害
救

急
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
（
Ｅ

Ｍ
ＩＳ

）
」
の

情
報

入
力

訓
練

を
通

じ
、

災
害

時
の

円
滑

な
相

互
支

援
体

制
の

充
実

を
図

る
。

　 ＜
徳

島
県

災
害

時
情

報
共

有
シ

ス
テ

ム
加

入
医

療
機

関
数

　
H

2
7
末

：
2
4
0
医

療
機

関
　

→
　

R
2
：
1
,1

0
0
医

療
機

関
＞

充
実

24
0

医
療

機
関

24
0

医
療

機
関

1,
10

0
医

療
機

関

1,
10

0
医

療
機

関

1,
10

0
医

療
機

関

医
療

政
策

課

④
地

域
S
N

S
の

登
録

促
進

　 　
「
地

域
Ｓ

Ｎ
Ｓ

」
等

に
よ

り
被

災
状

況
や

避
難

所
に

お
け

る
被

災
者

ニ
ー

ズ
を

把
握

・
共

有
す

る
な

ど
、

医
療

関
係

者
や

災
害

対
応

に
携

わ
る

関
係

者
の

た
め

の
支

援
基

盤
構

築
に

向
け

た
「
戦

略
的

災
害

医
療

“
Ｇ

空
間

 ”
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
を

推
進

す
る

。
　 ＜

地
域

S
N

S
登

録
グ

ル
ー

プ
数

　
H

2
8
：
1
,0

5
0
　

H
2
9
：
1
,1

0
0
　

H
3
0
：
1
,2

5
0
　

R
1
：
1
,3

5
0
　

R
2
：
1
,4

5
0
＞

登
録

1,
05

0
ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

1,
10

0
ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

1,
25

0
ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

1,
35

0
ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

1,
45

0
ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

　
 災

害
が

発
生

し
た

場
合

に
は

、
高

齢
者

、
障

が
い

者
、

乳
幼

児
な

ど
の

災
害

時
要

援
護

者
に

対
し

て
は

、
配

慮
や

支
援

が
必

要
で

す
。

　
 こ

の
た

め
、

平
常

時
か

ら
災

害
時

要
援

護
者

に
関

す
る

防
災

知
識

の
普

及
啓

発
を

図
り

、
地

域
住

民
等

の
協

力
を

得
な

が
ら

、
地

域
ぐ

る
み

で
災

害
時

要
援

護
者

を
支

援
す

る
取

り
組

み
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
社

会
福

祉
施

設
に

お
け

る
防

災
訓

練
の

実
施

等
防

災
対

策
を

充
実

し
ま

す
。

　
 ま

た
、

観
光

客
等

、
一

時
的

に
帰

宅
困

難
と

な
る

者
に

つ
い

て
も

、
観

光
関

係
団

体
等

と
連

携
し

、
支

援
体

制
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

≪
工

程
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⑤
福

祉
避

難
所

指
定

の
促

進
　 　

市
町

村
に

お
け

る
福

祉
避

難
所

の
指

定
を

働
き

か
け

る
と

と
も

に
、

福
祉

避
難

所
の

適
切

な
運

営
が

行
え

る
よ

う
各

種
情

報
の

周
知

を
図

る
。

　 ＜
R

2
年

度
ま

で
に

2
0
9
箇

所
指

定
＞

周
知

指
定

15
0箇

所
15

8箇
所

17
2箇

所
18

9箇
所

20
9箇

所

保
健

福
祉

政
策

課
障

が
い

福
祉

課
長

寿
い

き
が

い
課

⑥
女

性
の

視
点

に
配

慮
し

た
避

難
所

運
営

の
検

討
　 　

市
町

村
へ

の
周

知
及

び
市

町
村

版
避

難
所

運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
作

成
の

支
援

を
行

う
。

促
進

保
健

福
祉

政
策

課
男

女
参

画
・
人

権
課

⑦
被

災
児

童
保

育
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

養
成

　 　
災

害
時

に
、

避
難

所
等

に
お

い
て

適
切

な
保

育
が

実
施

で
き

る
よ

う
、

子
育

て
支

援
者

を
対

象
と

し
た

研
修

会
を

開
催

し
、

保
育

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
養

成
す

る
。

＜
R

2
年

度
ま

で
に

1
3
0
人

養
成

＞

養
成

1
0
0
人

養
成

1
3
0
人

養
成

次
世

代
育

成
・
青

少
年

課

⑧
避

難
所

の
危

険
度

判
定

体
制

の
整

備
促

進
　 　

発
災

後
、

市
町

村
に

お
い

て
、

地
域

の
建

築
士

等
と

連
携

し
、

避
難

所
が

避
難

所
と

し
て

活
用

で
き

る
か

ど
う

か
の

危
険

度
判

定
を

迅
速

に
実

施
で

き
る

体
制

づ
く
り

を
促

進
す

る
。

推
進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

住
宅

課
建

築
指

導
室

⑨
「
拠

点
避

難
所

」
と

な
る

県
立

学
校

の
機

能
強

化
　 　

一
定

の
地

域
を

カ
バ

ー
（
支

援
）
す

る
「
拠

点
避

難
所

」
の

指
定

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

「
拠

点
避

難
所

」
と

な
る

県
立

学
校

等
の

整
備

を
推

進
す

る
。

　 ＜
H

2
7
:3

6
校

→
H

3
0
年

度
ま

で
に

県
立

学
校

4
5
校

（
全

校
）
の

整
備

＞

整
備

37
校

43
校

45
校

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

教
育

委
員

会

⑩
避

難
所

の
機

能
強

化
の

促
進

　 　
市

町
村

の
避

難
所

の
確

保
及

び
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

発
災

時
に

お
け

る
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

途
絶

等
を

考
慮

し
た

機
能

強
化

を
促

進
す

る
。

促
進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

⑪
避

難
所

等
の

通
信

機
能

強
化

の
推

進
　 　

避
難

住
民

等
に

対
す

る
情

報
伝

達
手

段
の

確
保

を
図

る
た

め
、

「
避

難
所

」
や

「
公

園
」
及

び
防

災
拠

点
と

な
る

「
庁

舎
」

な
ど

に
お

い
て

、
公

衆
無

線
Ｌ

Ａ
Ｎ

の
ア

ク
セ

ス
ポ

イ
ン

ト
等

を
整

備
す

る
。

整
備

運
用

運
用

S
o
c
ie

ty
5
.0

推
進

課
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⑫
避

難
所

と
な

る
県

立
学

校
に

お
け

る
避

難
所

運
営

支
援

計
画

の
作

成
の

推
進

　 　
避

難
所

と
な

る
県

立
学

校
に

お
い

て
、

避
難

所
運

営
を

行
う

市
町

等
に

協
力

し
，

避
難

所
運

営
を

支
援

す
る

た
め

の
計

画
作

成
を

推
進

す
る

。
推

進

教
育

委
員

会

⑬
災

害
時

・
避

難
所

に
お

け
る

感
染

予
防

対
策

の
支

援
　 　

災
害

発
生

時
の

避
難

所
に

お
い

て
感

染
予

防
対

策
を

支
援

す
る

「
と

く
し

ま
災

害
感

染
症

専
門

チ
ー

ム
」
メ

ン
バ

ー
の

研
修

・
訓

練
を

定
期

的
に

行
い

、
体

制
の

充
実

強
化

を
図

る
。

　 ＜
メ

ン
バ

ー
の

研
修

・
訓

練
等

　
1
回

以
上

/
年

＞

推
進

健
康

づ
く
り

課
感

染
症

・
疾

病
対

策
室

⑭
避

難
所

に
お

け
る

ペ
ッ

ト
動

物
の

取
扱

い
の

検
討

　 　
避

難
所

に
お

け
る

ペ
ッ

ト
動

物
の

取
扱

い
に

つ
い

て
、

避
難

所
運

営
を

行
う

市
町

村
等

と
検

討
を

進
め

る
。

　 ＜
市

町
村

地
域

防
災

計
画

へ
の

「
動

物
救

済
対

策
」
の

記
載

　
H

2
7
：
8
市

町
→

R
2
：
2
4
市

町
村

＞

検
討 10

市
町

村
14

市
町

村
18

市
町

村
22

市
町

村
24

市
町

村

 動
物

愛
護

管
理

セ
ン

タ
ー

⑮
被

災
を

受
け

た
動

物
救

済
策

の
充

実
（
被

災
動

物
等

の
救

護
体

制
整

備
の

推
進

）
　 　

動
物

愛
護

団
体

等
関

係
機

関
と

連
携

を
図

り
、

災
害

時
に

お
け

る
ペ

ッ
ト

等
動

物
の

救
護

体
制

を
整

備
す

る
。

推
進

動
物

愛
護

管
理

セ
ン

タ
ー

⑯
被

災
を

受
け

た
動

物
救

済
策

の
充

実
（
動

物
愛

護
管

理
セ

ン
タ

ー
を

活
用

し
た

動
物

救
済

策
の

充
実

）
　 　

動
物

愛
護

管
理

セ
ン

タ
ー

等
に

お
い

て
、

収
容

期
間

の
長

期
化

に
備

え
た

里
親

制
度

や
餌

の
備

蓄
な

ど
、

動
物

救
済

策
の

充
実

を
図

る
。

推
進

 動
物

愛
護

管
理

セ
ン

タ
ー

⑰
被

災
を

受
け

た
動

物
救

済
策

の
充

実
（
マ

イ
ク

ロ
チ

ッ
プ

装
着

に
よ

る
登

録
の

普
及

推
進

）
　 　

災
害

時
に

飼
い

主
と

ペ
ッ

ト
動

物
を

特
定

す
る

手
段

と
し

て
、

マ
イ

ク
ロ

チ
ッ

プ
装

着
に

よ
る

登
録

を
関

係
機

関
と

連
携

し
て

、
普

及
推

進
す

る
。

　 ＜
マ

イ
ク

ロ
チ

ッ
プ

装
着

登
録

頭
数

　
H

2
7
：
3
,7

6
8
頭

→
R

2
：
1
1
,5

0
0
頭

＞

登
録

4,
50

0頭
5,

00
0頭

5,
50

0頭
6,

00
0頭

11
,5

00
頭

  動
物

愛
護

管
理

セ
ン

タ
ー

⑱
災

害
時

栄
養

・
食

生
活

支
援

対
策

の
推

進
　 　

「
徳

島
県

災
害

時
栄

養
・
食

生
活

支
援

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
を

活
用

し
，

避
難

者
が

健
康

状
態

を
維

持
す

る
た

め
に

必
要

な
栄

養
を

確
保

で
き

る
よ

う
、

「
と

く
し

ま
災

害
栄

養
チ

ー
ム

」
の

充
実

・
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
関

係
機

関
と

連
携

し
た

体
制

づ
く
り

を
推

進
す

る
。

推
進

健
康

づ
く
り

課
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⑲
避

難
所

に
お

け
る

「
ほ

し
い

物
リ

ス
ト

」
の

運
用

促
進

　 　
ア

マ
ゾ

ン
の

「
ほ

し
い

物
リ

ス
ト

」
を

活
用

し
、

イ
ン

タ
－

ネ
ッ

ト
上

で
避

難
所

が
個

別
に

希
望

す
る

「
必

要
な

物
資

」
を

、
全

国
の

支
援

者
に

支
援

物
資

と
し

て
購

入
し

て
貰

い
、

公
的

な
支

援
物

資
で

は
補

う
こ

と
が

難
し

い
細

か
い

ニ
－

ズ
に

対
応

す
る

。

促
進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

⑳
市

町
村

の
広

域
的

な
支

援
体

制
構

築
の

促
進

　 　
大

規
模

災
害

の
発

生
に

よ
る

避
難

者
の

受
入

、
備

蓄
、

仮
設

住
宅

の
用

地
の

確
保

な
ど

、
市

町
村

を
ま

た
が

る
広

域
的

な
支

援
体

制
の

構
築

を
促

進
す

る
。

促
進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

関
係

各
課

㉑
非

構
造

部
材

の
安

全
対

策
の

促
進

　 　
天

井
の

落
下

防
止

な
ど

、
避

難
所

の
非

構
造

部
材

の
安

全
対

策
を

促
進

す
る

。
促

進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

㉒
避

難
所

開
設

に
お

け
る

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
症

対
策

の
推

進

　
避

難
所

開
設

に
お

け
る

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
強

化
す

る
た

め
、

市
町

村
が

行
う

必
要

な
物

資
・
資

機
材

の
整

備
等

を
支

援
す

る
と

も
に

、
通

常
の

災
害

発
生

時
よ

り
も

多
く
の

避
難

所
の

確
保

等
に

取
り

組
む

。

<
「
避

難
所

開
設

に
お

け
る

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

対
応

方
針

」
の

策
定

>
<
対

応
方

針
に

基
づ

く
検

討
要

領
（
基

準
）
の

作
成

>

策
定

作
成

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

㉓
避

難
所

運
営

に
お

け
る

感
染

症
対

策
の

推
進

　
市

町
村

が
行

う
避

難
所

の
感

染
症

対
策

の
周

知
及

び
市

町
村

版
避

難
所

運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
作

成
の

支
援

を
行

う
。

支
援

保
健

福
祉

政
策

課

㉔
福

祉
避

難
所

に
お

け
る

感
染

症
対

策
の

推
進

　
市

町
村

が
行

う
福

祉
避

難
所

の
感

染
症

対
策

に
必

要
な

資
機

材
の

整
備

等
を

支
援

し
、

福
祉

避
難

所
の

感
染

症
対

策
を

推
進

す
る

。
推

進
保

健
福

祉
政

策
課
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（
２

）
生

活
必

需
品

等
救

援
物

資
の

確
保

・
輸

送
体

制
の

確
立

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
家

庭
や

地
域

に
お

け
る

備
蓄

の
啓

発
・
促

進
　 　

各
家

庭
に

お
け

る
３

日
分

程
度

の
生

活
必

需
品

の
備

蓄
や

、
地

域
に

お
け

る
毛

布
・
食

糧
等

の
備

蓄
の

必
要

性
を

啓
発

・
促

進
す

る
。

促
進

 防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

②
津

波
一

時
避

難
場

所
等

に
お

け
る

物
資

備
蓄

の
促

進
　 　

市
町

村
が

地
域

住
民

と
協

働
し

て
取

り
組

む
、

津
波

か
ら

の
一

時
避

難
の

際
に

必
要

と
な

る
毛

布
や

食
糧

等
の

備
蓄

を
促

進
す

る
。

促
進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

③
食

糧
・
生

活
必

需
品

の
確

保
の

為
の

協
定

締
結

の
推

進
　 　

食
糧

・
生

活
必

需
品

を
確

保
す

る
た

め
、

関
係

事
業

者
・
団

体
と

生
活

必
需

品
等

の
調

達
に

関
す

る
協

定
の

締
結

を
推

進
す

る
。

推
進

関
係

各
課

④
救

援
物

資
等

の
備

蓄
・
輸

送
体

制
の

確
立

　 　
災

害
時

物
流

体
制

確
保

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

策
定

し
、

国
、

県
、

市
町

村
、

県
ト

ラ
ッ

ク
協

会
な

ど
が

連
携

し
、

災
害

時
に

お
け

る
効

率
的

な
物

流
体

制
を

確
保

す
る

。

＜
H

2
9
：
災

害
時

物
流

体
制

確
保

マ
ニ

ュ
ア

ル
策

定
→

　
H

3
0
～

　
推

進
＞

推
進

策
定

推
進

推
進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

関
係

各
課

⑤
現

物
備

蓄
（
ラ

ン
ニ

ン
グ

ス
ト

ッ
ク

）
の

確
保

　 　
県

と
市

町
村

に
お

い
て

定
め

た
備

蓄
方

針
に

基
づ

き
、

県
の

役
割

分
の

現
物

備
蓄

（
ラ

ン
ニ

ン
グ

ス
ト

ッ
ク

）
を

確
保

す
る

。
推

進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

２
　

生
活

の
質

（
Q

O
L
）
を

重
視

し
た

被
災

者
支

援
対

策

　
 大

規
模

な
地

震
が

発
生

し
た

場
合

、
流

通
経

路
の

混
乱

等
に

よ
り

、
飲

料
水

・食
糧

・生
活

必
需

品
等

の
確

保
が

困
難

と
な

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

ま
す

。
　

 こ
の

た
め

、
家

庭
や

地
域

に
お

け
る

備
蓄

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

各
市

町
村

に
お

け
る

備
蓄

や
、

事
業

者
等

と
の

物
資

供
給

協
定

に
よ

る
食

糧
等

確
保

対
策

を
進

め
ま

す
。

　
 ま

た
、

救
援

物
資

等
を

迅
速

か
つ

円
滑

に
被

災
者

に
届

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
輸

送
体

制
の

確
立

を
図

り
ま

す
。

≪
工

程
表

≫
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⑥
再

利
用

水
（
中

間
水

）
の

活
用

の
促

進
　 　

災
害

に
備

え
、

再
利

用
水

（
雨

水
等

、
中

間
水

）
の

活
用

方
法

に
つ

い
て

、
事

例
等

を
周

知
し

、
活

用
を

促
進

す
る

。
促

進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

関
係

各
課

⑦
市

町
村

の
地

域
内

輸
送

拠
点

の
整

備
・
機

能
強

化
の

促
進

　 　
市

町
村

の
地

域
内

輸
送

拠
点

の
整

備
・
機

能
強

化
を

支
援

す
る

体
制

を
構

築
す

る
。

構
築

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

⑧
備

蓄
台

帳
（
シ

ス
テ

ム
）
の

整
備

　 　
県

及
び

市
町

村
は

、
保

管
し

て
い

る
物

資
に

つ
い

て
、

品
目

、
数

量
、

保
管

場
所

、
荷

姿
、

重
量

等
を

記
載

し
た

台
帳

を
作

成
し

、
県

・
市

町
村

間
で

情
報

共
有

す
る

。
推

進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

関
係

各
課
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（
３

）
　

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

対
策

の
推

進

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
事

業
者

と
の

連
携

の
促

進
　 　

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

事
業

者
・
関

係
機

関
と

の
連

絡
会

議
を

設
置

し
、

平
常

時
か

ら
情

報
交

換
を

行
い

、
災

害
対

策
を

促
進

す
る

。
促

進

危
機

管
理

政
策

課

②
重

要
な

下
水

管
渠

の
地

震
対

策
の

実
施

　 　
地

震
に

よ
る

公
共

下
水

施
設

へ
の

被
害

を
防

止
・
軽

減
す

る
た

め
、

重
要

な
下

水
管

渠
の

耐
震

化
を

進
め

る
。

　 ＜
下

水
管

渠
の

耐
震

化
実

施
率

　
H

2
7
：
6
4
%
→

R
2
：
7
4
%
＞

整
備

66
%

68
%

70
%

72
%

74
%

水
・
環

境
課

③
集

落
排

水
施

設
の

機
能

強
化

　 　
老

朽
化

し
た

集
落

排
水

施
設

へ
の

地
震

に
よ

る
被

害
を

防
止

・
軽

減
す

る
た

め
、

施
設

の
機

能
強

化
を

進
め

る
。

　 ＜
機

能
強

化
を

実
施

し
た

農
業

集
落

排
水

の
機

能
強

化
対

策
地

区
数

　
H

2
7
：
1
1
地

区
→

R
2
：
1
5
地

区
＞

整
備

11
地

区
12

地
区

13
地

区
14

地
区

15
地

区

水
・
環

境
課

④
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
事

業
者

と
の

実
践

的
な

訓
練

の
実

施
　 　

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

事
業

者
と

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
等

大
規

模
災

害
を

想
定

し
た

実
践

的
な

訓
練

を
実

施
し

、
地

域
防

災
計

画
の

実
効

性
を

検
証

す
る

。

実
施

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

⑤
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
放

出
防

止
装

置
の

設
置

の
促

進
　 　

L
P

ガ
ス

ボ
ン

ベ
転

倒
時

の
二

次
災

害
防

止
の

た
め

、
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
放

出
防

止
装

置
の

普
及

啓
発

を
行

い
設

置
を

促
進

す
る

。
　 ＜

H
2
2
：
5
6
.2

%
→

H
2
9
年

度
ま

で
に

沿
岸

市
町

に
お

け
る

普
及

率
1
0
0
%
＞

促
進

消
防

保
安

課

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

２
　

生
活

の
質

（
Q

O
L
）
を

重
視

し
た

被
災

者
支

援
対

策

　
 電

機
・ガ

ス
・水

道
等

の
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

早
期

復
旧

に
取

り
か

か
れ

る
よ

う
、

各
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
事

業
者

と
連

携
を

強
化

し
、

施
設

の
耐

震
対

策
や

復
旧

用
資

機
材

の
整

備
を

促
進

し
ま

す
。

≪
工

程
表

≫
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⑥
水

道
事

業
体

に
お

け
る

「
地

震
・
防

災
対

策
」
へ

の
支

援
の

実
施

　 　
「
耐

震
化

」
・
「
応

急
対

策
行

動
計

画
」
の

推
進

に
向

け
た

講
習

会
や

給
水

訓
練

を
開

催
し

、
水

道
事

業
体

へ
の

支
援

を
図

る
。

推
進

安
全

衛
生

課

⑦
「
徳

島
県

水
道

ビ
ジ

ョ
ン

（
仮

称
）
」
の

策
定

　 　
大

規
模

災
害

に
備

え
た

「
事

前
復

興
の

構
築

」
に

よ
る

水
道

事
業

の
強

靭
化

を
推

進
す

る
た

め
、

本
県

に
お

け
る

水
道

事
業

の
将

来
像

を
明

確
に

し
た

「
徳

島
県

水
道

ビ
ジ

ョ
ン

（
仮

称
)」

を
策

定
す

る
。

策
定

安
全

衛
生

課

⑧
水

道
施

設
耐

震
化

の
促

進
　 　

災
害

時
に

必
要

な
拠

点
と

な
る

病
院

や
避

難
拠

点
な

ど
、

人
命

の
安

全
確

保
を

図
る

た
め

に
、

給
水

優
先

度
が

特
に

高
い

施
設

へ
給

水
す

る
管

路
に

つ
い

て
、

優
先

的
に

耐
震

化
を

進
め

、
確

実
に

給
水

で
き

る
体

制
を

目
指

す
。

　 ＜
Ｈ

2
5
：
2
6
%
→

R
2
年

度
ま

で
に

重
要

給
水

施
設

管
路

の
耐

震
適

合
率

3
5
%
＞

整
備

32
%

33
%

34
%

35
%

35
%

安
全

衛
生

課

⑨
水

道
応

急
対

策
の

促
進

(水
道

応
急

対
策

に
係

る
災

害
援

助
協

定
締

結
の

促
進

)
　 　

協
定

に
基

づ
き

、
相

互
連

携
の

体
制

強
化

を
図

る
。

促
進

安
全

衛
生

課

⑩
市

町
に

お
け

る
「
下

水
道

業
務

継
続

計
画

（
B

C
P

）
」
の

策
定

の
促

進
　 　

市
町

に
お

け
る

下
水

道
Ｂ

Ｃ
Ｐ

の
計

画
策

定
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
下

水
道

Ｂ
Ｃ

Ｐ
の

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

に
よ

る
継

続
的

な
運

用
・
改

訂
を

実
施

す
る

。
　 ＜

H
2
7
年

度
ま

で
に

1
4
自

治
体

で
策

定
（
全

自
治

体
）
→

下
水

道
Ｂ

Ｃ
Ｐ

の
策

定
率

　
Ｈ

2
8
：
1
0
0
%
＞

推
進

10
0%

水
・
環

境
課

⑪
旧

吉
野

川
流

域
下

水
道

に
お

け
る

防
災

・
減

災
対

策
の

推
進

　 　
旧

吉
野

川
流

域
下

水
道

に
お

い
て

、
下

水
道

Ｂ
Ｃ

Ｐ
の

継
続

的
な

運
用

・
改

訂
や

津
波

対
策

な
ど

、
ハ

ー
ド

・
ソ

フ
ト

両
面

の
防

災
・
減

災
対

策
を

推
進

す
る

。
推

進

水
・
環

境
課

⑫
企

業
局

関
係

施
設

の
耐

震
化

の
推

進
　 　

大
規

模
地

震
等

の
災

害
時

に
お

い
て

も
、

水
力

発
電

及
び

工
業

用
水

の
安

定
供

給
を

確
保

す
る

た
め

、
施

設
等

の
地

震
対

策
及

び
老

朽
化

対
策

を
計

画
的

に
推

進
す

る
。

　 ＜
発

電
施

設
の

耐
震

化
率

　
Ｈ

2
7
：
7
4
%
→

R
2
：
9
3
%
＞

＜
工

業
用

水
道

施
設

(管
路

を
除

く
)の

耐
震

化
率

　
Ｈ

2
7
：
9
5
%
→

Ｈ
3
0
：
1
0
0
%
＞

＜
優

先
度

ラ
ン

ク
が

高
い

工
業

用
水

道
管

路
(延

長
8
.4

km
)の

整
備

率
　

Ｈ
2
7
：
1
7
%
→

R
2
：
8
6
%
＞

推
進

発
電

81
%

工
水

95
%

管
路

17
%

　 81
%

　
 9

5%

 2
6%

　 93
%

　
10

0% 　
 4

0%

　 93
%

10
0%

40
%

　 93
%

　
10

0% 　
 8

6%

企
業

局
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⑬
工

業
用

水
道

に
お

け
る

活
断

層
地

震
に

対
す

る
備

え
　 　

活
断

層
直

上
の

工
業

用
水

道
管

路
に

つ
い

て
、

被
災

時
の

早
期

復
旧

の
た

め
、

資
機

材
（
工

業
用

水
管

、
継

手
な

ど
）

を
追

加
配

備
す

る

配
備

企
業

局
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（
４

）
生

活
環

境
対

策
の

促
進

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
「
市

町
村

災
害

廃
棄

物
処

理
計

画
」
の

策
定

　 　
大

規
模

災
害

に
対

応
し

た
市

町
村

災
害

廃
棄

物
処

理
計

画
を

策
定

し
、

災
害

廃
棄

物
の

適
正

処
理

を
促

進
す

る
。

　 ＜
H

2
8
年

度
ま

で
に

全
市

町
村

で
策

定
＞

策
定

運
用

環
境

指
導

課

②
県

災
害

廃
棄

物
処

理
計

画
の

推
進

　 　
県

災
害

廃
棄

物
処

理
計

画
を

推
進

し
、

市
町

村
間

の
広

域
的

な
支

援
及

び
連

携
体

制
等

を
確

保
す

る
。

推
進

環
境

指
導

課

③
徳

島
県

環
境

整
備

公
社

が
策

定
し

た
事

業
継

続
計

画
の

促
進

　 　
（
一

財
）
徳

島
県

環
境

整
備

公
社

が
策

定
し

た
事

業
継

続
計

画
の

適
切

な
運

用
を

促
進

す
る

。
促

進

環
境

指
導

課

④
被

災
建

築
物

解
体

マ
ニ

ュ
ア

ル
(ア

ス
ベ

ス
ト

対
策

)の
作

成
・
指

導
　 　

被
災

建
築

物
の

解
体

時
に

ア
ス

ベ
ス

ト
の

飛
散

を
防

止
す

る
た

め
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
、

業
者

へ
指

導
を

行
う

。
指

導

環
境

管
理

課
建

設
管

理
課

⑤
衛

生
・
防

疫
体

制
の

充
実

・
強

化
　 　

災
害

時
に

お
け

る
感

染
症

の
発

生
の

予
防

、
拡

大
を

防
ぐ

た
め

に
策

定
し

た
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
基

づ
き

、
衛

生
防

疫
体

制
の

充
実

強
化

を
図

る
。

充
実

薬
務

課
感

染
症

・
疾

病
対

策
室

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

２
　

生
活

の
質

（
Q

O
L
）
を

重
視

し
た

被
災

者
支

援
対

策

　
 大

規
模

な
地

震
が

発
生

し
た

場
合

、
膨

大
な

が
れ

き
類

の
発

生
と

、
し

尿
、

ご
み

の
急

増
な

ど
が

予
想

さ
れ

る
た

め
、

市
町

村
の

震
災

時
の

ご
み

処
理

計
画

の
策

定
支

援
や

、
広

域
処

理
の

あ
り

方
に

つ
い

て
検

討
し

ま
す

。
　

 ま
た

、
生

活
環

境
の

悪
化

が
、

感
染

症
等

の
ま

ん
延

を
も

た
ら

す
こ

と
も

予
想

さ
れ

、
こ

れ
を

防
ぐ

た
め

、
衛

生
・防

疫
対

策
を

進
め

ま
す

。
　

 さ
ら

に
、

最
悪

の
ケ

ー
ス

を
想

定
し

て
、

遺
体

の
収

容
、

検
視

、
火

葬
の

た
め

の
手

続
き

な
ど

に
迅

速
に

対
応

で
き

る
よ

う
対

策
を

進
め

ま
す

。

≪
工

程
表

≫
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⑥
災

害
時

・
避

難
所

に
お

け
る

感
染

予
防

対
策

の
支

援
(再

掲
)

　 　
災

害
発

生
時

の
避

難
所

に
お

い
て

感
染

予
防

対
策

を
支

援
す

る
「
と

く
し

ま
災

害
感

染
症

専
門

チ
ー

ム
」
メ

ン
バ

ー
の

研
修

・
訓

練
を

定
期

的
に

行
い

、
体

制
の

充
実

強
化

を
図

る
。

　 ＜
メ

ン
バ

ー
の

研
修

・
訓

練
等

　
1
回

以
上

/
年

＞

推
進

健
康

づ
く
り

課

⑦
衛

生
・
防

疫
用

資
機

材
の

整
備

　 　
県

・
市

町
村

の
防

疫
用

資
機

材
の

保
有

状
況

を
把

握
し

、
塩

化
ベ

ン
ザ

ル
コ

ニ
ウ

ム
な

ど
の

必
要

な
資

機
材

を
整

備
す

る
。

  

整
備

健
康

づ
く
り

課

⑧
遺

体
の

身
元

確
認

等
の

体
制

づ
く
り

の
推

進
　 　

医
師

会
や

歯
科

医
師

会
等

関
係

機
関

と
連

携
し

、
合

同
災

害
時

遺
体

対
応

訓
練

を
行

う
と

と
も

に
、

多
数

遺
体

の
検

視
・
検

案
・
身

元
確

認
等

に
要

す
る

体
制

づ
く
り

を
推

進
し

、
検

視
能

力
の

向
上

を
図

る
。

推
進

警
察

本
部

医
療

政
策

課

⑨
遺

体
の

検
視

用
資

機
材

の
整

備
　 　

不
幸

に
も

命
を

落
と

し
た

被
災

者
の

尊
厳

に
配

慮
し

た
収

容
・
検

視
を

行
う

た
め

、
検

視
用

資
機

材
の

整
備

を
図

る
。

推
進

警
察

本
部

⑩
徳

島
県

災
害

時
快

適
ト

イ
レ

計
画

の
推

進
　 　

徳
島

県
災

害
時

快
適

ト
イ

レ
計

画
及

び
同

「
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
」
に

基
づ

き
、

ト
イ

レ
の

確
保

や
環

境
改

善
に

関
す

る
施

策
を

推
進

す
る

。
策

定
推

進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

⑪
市

町
村

の
ト

イ
レ

対
策

に
係

る
総

合
窓

口
の

設
置

率
　

市
町

村
が

、
災

害
時

の
ト

イ
レ

に
関

す
る

様
々

な
問

題
に

組
織

的
に

対
応

で
き

る
体

制
を

構
築

す
る

た
め

、
危

機
管

理
、

上
下

水
道

、
環

境
衛

生
、

保
健

衛
生

、
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
な

ど
、

多
岐

に
わ

た
る

総
合

調
整

を
行

う
担

当
窓

口
の

設
置

を
促

進
す

る
。

促
進

10
0%

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

⑫
市

町
村

の
ト

イ
レ

確
保

・
管

理
計

画
の

策
定

　
地

域
の

状
況

を
考

慮
し

、
避

難
所

ご
と

の
被

害
状

況
の

想
定

を
踏

ま
え

た
、

市
町

村
ご

と
の

「
災

害
時

の
ト

イ
レ

の
確

保
・
管

理
計

画
」
の

作
成

を
促

進
す

る
。

促
進

10
0%

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課
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（
５

）
住

宅
確

保
・
生

活
再

建
支

援
対

策
の

推
進

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
被

災
建

築
物

等
の

危
険

度
判

定
士

の
確

保
　 　

被
災

建
築

物
応

急
危

険
度

判
定

士
や

被
災

宅
地

危
険

度
判

定
士

を
養

成
な

ど
に

よ
り

確
保

す
る

。
ま

た
、

県
外

か
ら

の
判

定
士

を
円

滑
に

受
け

入
れ

ら
れ

る
体

制
を

充
実

す
る

。

＜
被

災
宅

地
危

険
度

判
定

士
（
確

保
人

数
）
 H

2
2
：
3
5
3
人

→
Ｈ

3
0
：
6
1
0
人

＞

養
成

49
0人

50
0人

61
0人

住
宅

課
建

築
指

導
室

都
市

計
画

課

②
「
応

急
危

険
度

判
定

実
施

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
の

作
成

　 　
発

災
時

に
、

被
災

建
築

物
応

急
危

険
度

判
定

士
等

が
円

滑
な

危
険

度
判

定
を

実
施

で
き

る
よ

う
、

市
町

村
や

県
建

築
士

会
等

と
連

携
し

、
具

体
的

な
手

続
き

を
定

め
る

「
応

急
危

険
度

判
定

実
施

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
を

作
成

す
る

。
作

成

住
宅

課
建

築
指

導
室

③
応

急
仮

設
住

宅
建

設
の

適
地

選
定

　 　
県

が
行

っ
た

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
等

の
被

害
想

定
等

を
踏

ま
え

、
速

や
か

に
応

急
仮

設
住

宅
が

提
供

で
き

る
よ

う
各

市
町

村
に

お
け

る
応

急
仮

設
住

宅
建

設
候

補
地

に
つ

い
て

、
利

便
性

や
安

全
性

を
考

慮
し

、
適

地
選

定
リ

ス
ト

の
見

直
し

を
行

う
。

推
進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

用
地

対
策

課

④
応

急
仮

設
住

宅
の

建
設

及
び

運
用

に
係

る
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
策

定
　 　

被
災

市
町

村
に

お
い

て
、

迅
速

に
応

急
仮

設
住

宅
を

建
設

し
、

円
滑

な
入

居
等

運
用

が
行

え
る

よ
う

、
市

町
村

や
協

力
団

体
等

の
役

割
や

手
順

等
を

整
理

し
た

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

市
町

村
へ

の
周

知
を

図
る

。

＜
H

2
5
年

度
に

策
定

＞

周
知

促
進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

住
宅

課

⑤
損

害
保

険
協

会
等

と
の

連
携

に
よ

る
地

震
保

険
の

周
知

・
啓

発
　 　

地
震

保
険

等
へ

の
加

入
を

促
進

す
る

た
め

、
防

災
フ

ェ
ス

タ
に

相
談

ブ
ー

ス
を

設
置

す
る

な
ど

、
損

害
保

険
協

会
等

と
連

携
し

、
地

震
保

険
の

周
知

・
啓

発
を

図
る

。
周

知
啓

発

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫
≪

工
程

表
≫

２
　

生
活

の
質

（
Q

O
L
）
を

重
視

し
た

被
災

者
支

援
対

策

　
 被

災
住

宅
や

被
災

宅
地

の
安

全
性

を
確

認
す

る
被

災
建

築
物

応
急

危
険

度
判

定
士

等
の

養
成

や
技

術
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
公

営
住

宅
の

活
用

や
応

急
仮

設
住

宅
な

ど
、

被
災

者
の

住
宅

の
確

保
を

図
る

た
め

の
対

策
を

進
め

ま
す

。
　

 ま
た

、
被

災
者

の
生

活
再

建
を

は
じ

め
、

心
身

の
健

康
管

理
対

策
な

ど
、

発
災

時
か

ら
復

興
に

至
る

ま
で

の
各

段
階

に
お

い
て

、
被

災
状

況
に

対
応

し
た

支
援

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
県

民
生

活
や

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
早

期
回

復
を

図
り

ま
す

。
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⑥
「
災

害
時

保
健

衛
生

活
動

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
の

普
及

啓
発

　 　
災

害
時

に
お

け
る

保
健

衛
生

活
動

の
指

針
と

な
る

「
災

害
時

保
健

衛
生

活
動

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
に

つ
い

て
、

研
修

等
を

通
じ

、
市

町
村

や
関

係
機

関
へ

の
周

知
に

取
り

組
む

。
普

及
啓

発

保
健

福
祉

政
策

課
健

康
づ

く
り

課

⑦
学

校
教

育
活

動
の

早
期

再
開

に
向

け
た

計
画

の
検

討
　 　

県
立

学
校

に
お

け
る

大
規

模
災

害
時

の
教

育
活

動
再

開
計

画
を

策
定

す
る

た
め

の
検

討
を

進
め

る
。

推
進

教
育

委
員

会

⑧
被

災
児

童
生

徒
等

（
震

災
孤

児
等

）
に

対
す

る
就

学
支

援
対

策
の

検
討

　 　
被

災
児

童
生

徒
等

が
、

希
望

を
持

っ
て

就
学

で
き

る
よ

う
な

経
済

的
環

境
の

支
援

や
迅

速
な

学
用

品
等

の
供

与
な

ど
、

就
学

支
援

対
策

を
検

討
す

る
。

検
討

教
育

委
員

会

⑨
被

災
児

童
生

徒
等

に
対

す
る

心
身

両
面

か
ら

の
支

援
体

制
の

構
築

　 　
東

日
本

大
震

災
の

教
訓

を
踏

ま
え

、
本

県
に

お
け

る
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

を
想

定
し

、
被

災
児

童
生

徒
等

の
心

身
と

も
に

健
康

な
学

校
生

活
を

送
れ

る
よ

う
な

支
援

体
制

の
構

築
を

目
指

す
。

推
進

教
育

委
員

会

⑩
特

別
な

支
援

を
要

す
る

児
童

生
徒

に
対

す
る

支
援

体
制

の
推

進
　 　

特
別

な
支

援
を

要
す

る
児

童
生

徒
等

に
対

す
る

支
援

体
制

を
構

築
す

る
と

と
も

に
、

研
修

等
を

通
し

て
対

応
す

る
教

員
等

の
人

材
育

成
を

図
る

。
推

進

教
育

委
員

会

⑪
被

災
者

生
活

再
建

支
援

制
度

の
充

実
に

関
す

る
要

望
　 　

被
災

者
生

活
再

建
支

援
制

度
に

つ
い

て
、

支
給

対
象

の
拡

大
や

被
害

認
定

方
法

の
簡

素
化

な
ど

を
国

に
要

望
し

、
制

度
の

充
実

を
働

き
か

け
る

。
要

望

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

⑫
被

災
者

生
活

再
建

支
援

制
度

に
関

す
る

研
修

の
実

施
　 　

被
災

者
の

早
期

の
生

活
再

建
を

支
援

す
る

た
め

、
県

や
市

町
村

に
お

い
て

、
被

災
者

生
活

再
建

支
援

金
の

支
給

事
務

が
適

切
か

つ
速

や
か

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
研

修
等

を
実

施
し

、
支

援
制

度
の

理
解

を
深

め
る

。
実

施

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課
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⑬
住

家
被

害
認

定
調

査
職

員
の

養
成

　
大

規
模

災
害

発
生

時
に

住
家

被
害

認
定

を
行

え
る

人
材

を
養

成
す

る
た

め
、

県
・
市

町
村

の
税

務
職

員
等

に
対

し
、

研
修

を
実

施
す

る
こ

と
で

調
査

員
を

養
成

し
、

名
簿

を
作

成
す

る
。

＜
住

家
被

害
認

定
調

査
員

　
登

録
者

　
R

2
：
4
0
0
人

＞

推
進

40
0人

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課
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１
　

震
災

に
強

い
産

業
対

策
・
社

会
づ

く
り

の
推

進

（
１

）
企

業
に

お
け

る
防

災
対

策
の

推
進

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
事

業
継

続
計

画
（
B

C
P

）
の

策
定

の
促

進
　 　

県
内

企
業

に
お

け
る

災
害

時
の

事
業

継
続

計
画

（
Ｂ

Ｃ
Ｐ

）
に

つ
い

て
、

大
学

や
商

工
団

体
等

と
連

携
し

た
研

修
・
指

導
や

認
証

制
度

の
運

用
等

に
よ

り
、

策
定

を
促

進
す

る
。

　 ＜
企

業
Ｂ

Ｃ
Ｐ

認
定

企
業

数
　

　
3
社

/
年

＞

促
進

認
定

 3
社

/年

商
工

政
策

課

②
建

設
業

Ｂ
Ｃ

Ｐ
（
事

業
継

続
計

画
）
の

策
定

の
促

進
　 　

建
設

企
業

が
地

域
防

災
の

担
い

手
と

し
て

県
民

の
期

待
に

応
え

ら
れ

る
よ

う
、

「
建

設
業

Ｂ
Ｃ

Ｐ
認

定
制

度
」
を

推
進

し
、

建
設

企
業

の
B

C
P

策
定

を
支

援
す

る
。

　 ＜
建

設
業

Ｂ
Ｃ

Ｐ
の

認
定

企
業

数
　

Ｈ
2
4
：
9
9
社

　
→

　
Ｈ

3
0
：
1
2
0
社

＞

促
進

認
定

12
0社

建
設

管
理

課

③
港

湾
Ｂ

Ｃ
Ｐ

（
事

業
継

続
計

画
）
の

推
進

（
再

掲
）

　 　
大

規
模

災
害

時
に

、
「
救

援
物

資
の

海
上

輸
送

」
等

の
優

先
業

務
を

継
続

さ
せ

、
物

流
機

能
を

早
期

に
回

復
で

き
る

よ
う

、
「
港

湾
Ｂ

Ｃ
Ｐ

」
の

策
定

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

継
続

し
て

検
証

・
見

直
し

を
行

う
。

　 ＜
港

湾
Ｂ

Ｃ
Ｐ

を
策

定
し

た
防

災
拠

点
港

数
（
累

計
）
　

Ｈ
2
7
：
2
港

→
Ｈ

2
9
：
3
港

＞
＜

継
続

し
て

港
湾

Ｂ
Ｃ

Ｐ
の

改
善

を
図

る
。

＞

策
定

2港 推
進

3港

運
輸

政
策

課

④
企

業
連

絡
会

等
の

開
催

に
よ

る
啓

発
の

実
施

　 　
県

営
工

業
団

地
に

お
け

る
企

業
連

絡
会

等
の

開
催

等
に

よ
り

、
防

災
力

を
高

め
る

た
め

の
啓

発
を

実
施

す
る

。
実

施

企
業

支
援

課

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫
≪

工
程

表
≫

Ⅳ
　

進
展

す
る

強
靱

な
社

会
づ

く
り

　

　
 企

業
は

、
自

ら
の

被
害

を
最

小
限

に
抑

え
る

取
り

組
み

を
進

め
る

こ
と

は
も

と
よ

り
、

地
域

に
お

け
る

応
急

・復
旧

作
業

な
ど

の
「
共

助
」
の

担
い

手
と

し
て

の
役

割
も

期
待

さ
れ

て
い

ま
す

。
　

 こ
の

た
め

、
従

業
員

の
安

全
確

保
や

二
次

災
害

の
防

止
、

事
業

継
続

計
画

（B
C

P
）の

策
定

等
、

企
業

に
お

け
る

防
災

力
強

化
の

た
め

の
取

り
組

み
を

促
進

し
ま

す
。
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⑤
「
企

業
防

災
指

針
」
等

の
啓

発
の

実
施

　 　
「
企

業
防

災
の

指
針

」
や

「
企

業
防

災
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
に

よ
り

、
県

内
企

業
に

お
け

る
防

災
力

向
上

の
た

め
の

啓
発

を
実

施
す

る
。

実
施

企
業

支
援

課

⑥
各

種
商

工
団

体
を

通
じ

て
の

防
災

情
報

の
提

供
　 　

各
種

商
工

団
体

に
お

け
る

講
習

会
等

を
通

じ
て

、
企

業
に

防
災

情
報

を
提

供
す

る
。

推
進

商
工

政
策

課

⑦
企

業
の

地
震

対
策

へ
の

融
資

制
度

の
周

知
　 　

中
小

企
業

に
よ

る
地

震
対

策
に

係
る

設
備

投
資

を
促

進
す

る
た

め
創

設
し

た
、

長
期

・
低

利
の

地
震

防
災

対
策

資
金

に
つ

い
て

、
利

用
促

進
に

向
け

た
周

知
を

行
う

。
　 ＜

融
資

件
数

　
Ｈ

2
2
：
2
件

→
R

2
：
融

資
件

数
5
0
件

＞

周
知

融
資

4
1
件

4
4
件

4
6
件

4
8
件

5
0
件

企
業

支
援

課

⑧
被

災
企

業
の

災
害

対
策

資
金

制
度

の
周

知
　 　

県
内

企
業

が
被

災
し

た
場

合
の

融
資

制
度

の
周

知
や

各
種

情
報

を
提

供
す

る
。

実
施

企
業

支
援

課

⑨
各

企
業

に
よ

る
支

援
可

能
情

報
等

を
集

約
化

し
た

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
提

供
　 　

各
商

工
団

体
に

お
け

る
講

習
会

等
を

通
じ

て
、

各
企

業
に

よ
る

支
援

可
能

情
報

等
を

集
約

化
し

た
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
（
災

害
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
）
を

提
供

す
る

。
推

進

商
工

政
策

課

⑩
企

業
と

自
主

防
災

組
織

等
地

域
の

連
携

強
化

の
推

進
　 　

企
業

や
事

業
所

に
対

し
て

、
災

害
時

を
想

定
し

、
平

常
時

か
ら

自
主

防
災

組
織

や
町

内
会

等
と

「
地

域
の

一
員

」
と

し
て

、
相

互
に

助
け

合
う

連
携

強
化

の
必

要
性

に
つ

い
て

の
啓

発
を

推
進

す
る

。
推

進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

⑪
率

先
避

難
企

業
の

促
進

　 　
発

災
時

に
、

企
業

が
中

心
と

な
り

率
先

し
て

避
難

行
動

を
と

る
こ

と
で

、
周

囲
の

方
々

に
避

難
を

促
す

行
動

へ
の

検
証

や
意

識
づ

け
を

積
極

的
に

展
開

す
る

。
推

進

商
工

政
策

課

⑫
高

圧
ガ

ス
・
火

薬
類

災
害

予
防

の
た

め
の

自
主

保
安

体
制

の
充

実
　 　

各
事

業
所

に
お

け
る

、
地

震
災

害
時

の
対

応
計

画
等

の
策

定
を

指
導

す
る

。
推

進

消
防

保
安

課
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⑬
企

業
の

化
学

物
質

保
有

状
況

調
査

等
の

実
施

　 　
　

災
害

時
等

に
お

け
る

有
害

化
学

物
質

に
よ

る
二

次
被

害
の

発
生

を
防

止
す

る
た

め
、

化
学

物
質

の
漏

洩
防

止
や

危
機

管
理

体
制

の
構

築
な

ど
、

大
規

模
事

業
所

等
を

中
心

に
整

備
が

進
め

ら
れ

た
災

害
対

策
に

つ
い

て
、

そ
の

検
証

と
見

直
し

を
促

す
。

指
導

環
境

管
理

課

⑭
企

業
に

よ
る

リ
ス

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進
　 　

化
学

物
質

の
リ

ス
ク

に
つ

い
て

、
企

業
が

行
う

地
域

住
民

と
の

相
互

理
解

や
意

思
疎

通
を

図
る

取
り

組
み

（
リ

ス
ク

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
）
に

対
し

て
の

指
導

・
啓

発
を

行
う

。

＜
事

業
所

に
対

す
る

指
導

・
啓

発
2
0
件

/
年

＞

実
施

指
導

啓
発

20
件

/年

環
境

管
理

課

⑮
毒

物
劇

物
適

正
管

理
の

指
導

・
啓

発
の

実
施

　 　
毒

物
劇

物
の

取
扱

・
保

管
管

理
に

つ
い

て
指

導
啓

発
を

行
い

、
２

次
災

害
防

止
を

図
る

。
　 ＜

事
業

所
の

指
導

1
5
0
件

/
年

＞

指
導

15
0件

/
年

薬
務

課
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（
２

）
農

林
水

産
業

に
お

け
る

防
災

対
策

の
推

進

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
農

業
版

Ｂ
Ｃ

Ｐ
（
業

務
継

続
計

画
）
の

策
定

　 　
巨

大
地

震
に

よ
る

津
波

災
害

に
備

え
る

た
め

、
実

地
訓

練
等

を
通

じ
て

「
農

業
版

Ｂ
Ｃ

Ｐ
」
の

実
効

性
向

上
を

図
る

。
推

進

農
山

漁
村

振
興

課
経

営
推

進
課

②
早

期
排

水
機

能
復

旧
体

制
の

整
備

　 　
排

水
施

設
を

管
理

し
て

い
る

土
地

改
良

区
等

の
統

合
整

備
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
排

水
機

場
の

復
旧

に
必

要
な

資
料

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
等

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
被

災
が

想
定

さ
れ

る
施

設
の

迅
速

な
復

旧
、

復
旧

後
の

運
転

管
理

も
踏

ま
え

た
体

制
整

備
を

推
進

す
る

。
　 ＜

事
業

所
に

対
す

る
指

導
・
啓

発
　

2
0
件

/
年

＞

推
進

農
山

漁
村

振
興

課

③
種

苗
の

迅
速

な
供

給
等

、
再

生
産

が
可

能
な

体
制

の
整

備
　 　

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
等

大
規

模
災

害
に

備
え

、
農

林
水

産
物

の
優

良
種

苗
確

保
や

分
散

管
理

体
制

な
ど

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
推

進

畜
産

振
興

課
経

営
推

進
課

④
漁

村
に

お
け

る
「
防

災
・
減

災
力

向
上

施
策

」
に

対
す

る
支

援
の

実
施

　 　
「
漁

協
版

Ｂ
Ｃ

Ｐ
」
に

位
置

付
け

ら
れ

た
漁

業
集

落
単

位
で

、
漁

港
や

海
上

で
の

避
難

行
動

の
ル

ー
ル

づ
く
り

、
水

産
版

Ｂ
Ｃ

Ｐ
の

策
定

、
避

難
施

設
の

整
備

、
情

報
伝

達
体

制
の

構
築

な
ど

を
柱

と
す

る
「
防

災
・
減

災
力

向
上

施
策

」
に

対
す

る
支

援
を

実
施

す
る

。

推
進

水
産

振
興

課

⑤
漁

村
に

お
け

る
津

波
避

難
施

設
の

整
備

、
生

産
施

設
の

耐
震

化
等

に
対

す
る

支
援

（
再

掲
）

　 　
漁

業
集

落
単

位
で

、
漁

港
や

海
上

で
の

避
難

行
動

の
ル

ー
ル

づ
く
り

、
「
漁

協
版

Ｂ
Ｃ

Ｐ
」
の

策
定

、
「
漁

村
防

災
・
減

災
力

向
上

計
画

」
に

位
置

づ
け

ら
れ

た
避

難
施

設
（
避

難
路

の
段

差
解

消
、

手
す

り
の

設
置

等
）
の

整
備

や
生

産
・
流

通
施

設
の

耐
震

化
等

に
対

す
る

支
援

を
実

施
す

る
。

推
進

水
産

振
興

課

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

１
　

震
災

に
強

い
産

業
対

策
・
社

会
づ

く
り

の
推

進

　
 津

波
や

地
盤

沈
下

に
よ

る
農

地
の

冠
水

・塩
害

被
害

を
想

定
し

た
対

策
の

検
討

を
行

う
と

と
も

に
、

農
林

水
産

施
設

の
耐

震
化

や
漁

村
に

お
け

る
津

波
対

策
の

ほ
か

、
Ｂ

Ｃ
Ｐ

（事
業

継
続

計
画

）の
策

定
等

、
被

災
か

ら
の

早
期

復
旧

と
業

務
の

継
続

体
制

の
確

保
を

図
り

ま
す

。

≪
工

程
表

≫
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⑥
農

林
水

産
業

関
係

団
体

に
お

け
る

Ｂ
Ｃ

Ｐ
(事

業
継

続
計

画
）
策

定
の

促
進

　 　
県

内
各

地
域

に
お

け
る

中
核

的
な

事
業

組
織

体
で

あ
る

農
業

協
同

組
合

等
、

農
林

水
産

業
関

係
団

体
の

Ｂ
Ｃ

Ｐ
(事

業
継

続
計

画
）
策

定
を

促
進

す
る

。
推

進

農
林

水
産

政
策

課
水

産
振

興
課

農
山

漁
村

振
興

課

⑦
復

興
用

木
材

の
安

定
供

給
・
森

林
災

害
等

の
復

旧
体

制
整

備
の

推
進

　 　
応

急
仮

設
住

宅
の

供
給

等
に

資
す

る
Ｍ

Ｄ
Ｆ

合
板

等
木

材
の

安
定

供
給

や
、

森
林

災
害

等
の

復
旧

作
業

に
不

可
欠

な
先

進
林

業
機

械
、

木
材

加
工

施
設

等
の

整
備

を
支

援
す

る
。

推
進

ス
マ

ー
ト

林
業

課
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
推

進
室

⑧
被

災
農

林
水

産
業

者
の

経
営

再
建

資
金

制
度

の
周

知
　 　

被
災

し
た

県
内

農
林

水
産

業
者

が
早

期
経

営
再

建
を

図
る

た
め

の
融

資
制

度
の

周
知

や
各

種
情

報
を

提
供

す
る

。
推

進

農
林

水
産

政
策

課

⑨
漁

業
版

Ｂ
Ｃ

Ｐ
の

推
進

　 　
災

害
発

生
後

、
漁

業
の

早
期

再
開

を
図

る
た

め
、

「
漁

業
版

Ｂ
Ｃ

Ｐ
」
に

基
づ

き
、

事
前

対
策

を
推

進
す

る
。

推
進

水
産

振
興

課
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（
３

）
災

害
に

強
い

「
自

立
・
分

散
型

エ
ネ

ル
ギ

ー
社

会
」
の

構
築

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
次

世
代

エ
コ

カ
ー

に
よ

る
災

害
時

の
電

力
供

給
　 　

防
災

拠
点

や
避

難
所

へ
の

次
世

代
エ

コ
カ

ー
に

よ
る

電
力

供
給

の
取

組
み

を
拡

大
す

る
。

　 ＜
H

3
0
年

度
ま

で
に

全
市

町
村

＞

8
市

町
村

16
市

町
村

24
市

町
村

推
進

環
境

首
都

課
自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

推
進

室

②
自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
よ

る
災

害
時

の
電

力
確

保
　 　

防
災

拠
点

や
避

難
所

へ
太

陽
光

パ
ネ

ル
を

設
置

す
る

。
　 ＜

R
1
年

度
ま

で
に

1
0
5
箇

所
＞

92
箇

所
97

箇
所

10
0箇

所
10

5箇
所

推
進

環
境

首
都

課
自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

推
進

室

③
自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
よ

る
農

業
水

利
施

設
等

へ
の

電
源

確
保

の
検

討
　 　

自
然

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

利
用

し
、

農
業

施
設

の
維

持
管

理
費

の
軽

減
を

図
る

と
と

も
に

、
災

害
に

よ
る

停
電

時
に

農
業

水
利

施
設

等
へ

の
電

力
供

給
を

行
う

た
め

、
必

要
な

調
査

を
実

施
す

る
。

推
進

農
山

漁
村

振
興

課

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

１
　

震
災

に
強

い
産

業
対

策
・
社

会
づ

く
り

の
推

進

　
 太

陽
光

や
風

力
等

の
「自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

」の
導

入
を

促
進

し
、

「一
極

集
中

型
」か

ら
「自

立
・分

散
型

」へ
の

電
力

供
給

シ
ス

テ
ム

の
転

換
を

進
め

る
な

ど
、

災
害

に
強

い
「
自

立
・分

散
型

エ
ネ

ル
ギ

ー
社

会
」の

構
築

を
推

進
し

ま
す

。

≪
工

程
表

≫
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（
４

）
　

公
共

施
設

の
長

寿
命

化
計

画
の

推
進

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
漁

港
施

設
の

老
朽

化
対

策
の

推
進

　 　
漁

港
施

設
の

機
能

の
強

化
ま

た
は

回
復

を
行

う
た

め
の

老
朽

化
対

策
に

着
手

す
る

。
　 ＜

老
朽

化
対

策
に

着
手

し
た

漁
港

施
設

（
岸

壁
等

）
数

（
累

計
）
　

H
2
5
：
2
箇

所
→

R
2
：
8
箇

所
＞

推
進

5箇
所

6箇
所

7箇
所

7箇
所

8箇
所

生
産

基
盤

課

②
漁

港
海

岸
保

全
施

設
の

老
朽

化
対

策
の

推
進

　 　
漁

港
海

岸
保

全
施

設
の

機
能

の
強

化
ま

た
は

回
復

を
行

う
た

め
の

老
朽

化
対

策
に

着
手

す
る

。
　 ＜

老
朽

化
対

策
計

画
に

着
手

し
た

漁
港

海
岸

施
設

数
　

H
2
5
：
0
箇

所
→

R
2
：
1
1
箇

所
＞

推
進

4箇
所

7箇
所

11
箇

所
11

箇
所

11
箇

所

生
産

基
盤

課

③
道

路
施

設
の

老
朽

化
対

策
の

推
進

　 　
道

路
施

設
の

長
寿

命
化

計
画

に
基

づ
く
計

画
的

な
修

繕
を

実
施

し
、

効
果

的
な

老
朽

化
対

策
を

推
進

す
る

。
　 ＜

老
朽

化
対

策
に

着
手

し
た

道
路

施
設

（
橋

梁
・ト

ン
ネ

ル
等

）数
 H

25
：1

61
施

設
→

R
2年

度
ま

で
に

37
3施

設
着

手
＞

推
進

25
2箇

所
28

3箇
所

31
7箇

所
34

2箇
所

37
3箇

所

道
路

整
備

課

④
県

営
住

宅
の

老
朽

化
対

策
の

推
進

　 　
県

営
住

宅
の

老
朽

化
に

備
え

、
必

要
な

機
能

を
維

持
し

つ
つ

、
将

来
の

改
良

・
更

新
コ

ス
ト

を
抑

制
す

る
た

め
、

老
朽

化
対

策
を

推
進

す
る

。
　 ＜

老
朽

化
対

策
に

着
手

し
た

県
営

住
宅

数
（
累

計
）
H

2
7
：
1
7
団

地
　

　
→

R
2
：
2
7
団

地
（
Ｈ

2
7
年

度
廃

止
の

1
1
団

地
を

除
く
）
＞

推
進

19
団

地
21

団
地

23
団

地
25

団
地

27
団

地

住
宅

課

⑤
長

寿
命

化
計

画
の

策
定

　 　
公

共
施

設
の

老
朽

化
に

備
え

、
構

造
物

の
長

寿
命

化
計

画
を

策
定

す
る

。
　 ＜

H
3
0
年

度
に

全
て

の
公

共
土

木
施

設
の

長
寿

命
化

計
画

策
定

＞

策
定

99
.1

%
99

.5
%

10
0%

県
土

整
備

政
策

課

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

１
　

震
災

に
強

い
産

業
対

策
・
社

会
づ

く
り

の
推

進

　
 国

民
の

安
全

・安
心

を
確

保
し

、
中

長
期

的
な

維
持

管
理

・更
新

等
に

係
る

ト
ー

タ
ル

コ
ス

ト
の

縮
減

や
予

算
の

平
準

化
を

図
る

た
め

に
、

国
や

地
方

公
共

団
体

等
が

「
イ

ン
フ

ラ
長

寿
命

化
基

本
計

画
」を

策
定

し
、

国
や

地
方

公
共

団
体

等
が

一
丸

と
な

っ
て

イ
ン

フ
ラ

の
戦

略
的

な
維

持
管

理
・更

新
等

を
推

進
し

ま
す

。

≪
工

程
表

≫
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⑥
河

川
管

理
施

設
（
排

水
機

場
等

）
の

老
朽

化
対

策
の

推
進

　 　
大

規
模

で
重

要
度

の
高

い
河

川
管

理
施

設
（
2
6
施

設
）
の

機
能

の
強

化
ま

た
は

回
復

を
行

う
た

め
の

老
朽

化
対

策
を

推
進

す
る

。
　

推
進

河
川

整
備

課

⑦
港

湾
施

設
の

機
能

低
下

を
防

止
す

る
こ

と
に

よ
る

減
災

対
策

の
推

進
　 　

早
期

復
興

の
一

翼
と

な
る

べ
く
、

港
湾

施
設

の
機

能
低

下
を

防
止

す
る

た
め

、
長

寿
命

化
計

画
に

基
づ

い
た

計
画

的
な

老
朽

化
対

策
を

推
進

す
る

。
　 ＜

老
朽

化
対

策
に

着
手

し
た

港
湾

施
設

（
岸

壁
等

）
数

（
累

計
）
　

H
2
7
：
1
4
施

設
→

R
2
：
1
8
施

設
＞

推
進

14
施

設
15

施
設

17
施

設
17

施
設

18
施

設

運
輸

政
策

課
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２
　

地
震

に
強

い
ま

ち
づ

く
り

の
推

進

（
１

）
木

造
住

宅
等

の
耐

震
化

の
促

進

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
住

宅
・
建

築
物

の
耐

震
化

等
に

つ
い

て
の

普
及

啓
発

等
の

実
施

　 　
県

民
や

建
築

物
の

所
有

者
に

対
し

、
東

日
本

大
震

災
や

熊
本

地
震

等
の

教
訓

を
踏

ま
え

、
耐

震
化

や
出

火
防

止
対

策
の

意
義

に
つ

い
て

啓
発

す
る

と
と

も
に

、
各

種
支

援
制

度
を

積
極

的
に

周
知

す
る

。
推

進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

住
宅

課
建

築
指

導
室

②
「
徳

島
県

住
宅

・
建

築
物

耐
震

化
促

進
協

議
会

」
に

よ
る

耐
震

化
の

促
進

　 　
県

、
市

町
村

等
で

構
成

す
る

「
徳

島
県

住
宅

・
建

築
物

耐
震

化
促

進
協

議
会

」
に

よ
り

、
住

宅
等

の
耐

震
化

施
策

を
県

内
全

域
で

積
極

的
に

展
開

し
、

耐
震

化
を

促
進

す
る

。
推

進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

住
宅

課
建

築
指

導
室

③
「
耐

震
・
改

修
相

談
所

」
の

充
実

　 　
住

宅
等

の
所

有
者

や
大

工
工

務
店

等
か

ら
寄

せ
ら

れ
る

耐
震

診
断

や
耐

震
改

修
に

関
す

る
相

談
に

幅
広

く
対

応
す

る
た

め
、

耐
震

・
改

修
相

談
所

を
開

設
す

る
。

＜
H

2
9
（
見

込
み

）
：
3
，

2
0
0
件

→
　

耐
震

相
談

件
数

（
累

計
）
R

2
ま

で
4
,3

0
0
件

＞

推
進

32
00

件
35

00
件

39
00

件
43

00
件

住
宅

課
建

築
指

導
室

④
優

良
な

耐
震

事
業

所
に

よ
る

耐
震

改
修

の
促

進
　 　

耐
震

診
断

か
ら

耐
震

改
修

工
事

ま
で

一
貫

し
て

実
施

で
き

る
徳

島
な

ら
で

は
の

優
良

な
事

業
所

を
「
耐

震
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
」
と

し
て

認
定

し
、

木
造

住
宅

の
耐

震
化

を
促

進
す

る
。

　 ＜
H

2
9
：
5
事

業
所

→
　

耐
震

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

認
定

事
業

所
数

（
累

計
）
　

R
2
ま

で
2
0
事

業
所

＞

5
事

業
所

10
事

業
所

15
事

業
所

20
事

業
所

住
宅

課
建

築
指

導
室

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

　
 昭

和
５

６
年

以
前

に
建

築
さ

れ
、

耐
震

性
が

不
十

分
な

建
築

物
に

つ
い

て
は

、
地

震
に

よ
る

強
い

揺
れ

に
よ

り
倒

壊
の

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
　

 こ
の

た
め

、
「自

助
」（

自
分

の
命

は
自

分
で

守
る

）と
し

て
、

住
宅

等
の

所
有

者
に

は
、

そ
の

危
険

性
を

認
識

し
、

耐
震

化
に

取
り

組
む

こ
と

が
強

く
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

　
 ま

た
、

住
宅

等
の

耐
震

化
の

気
運

を
醸

成
す

る
た

め
の

普
及

啓
発

や
耐

震
相

談
等

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

倒
壊

の
お

そ
れ

の
あ

る
木

造
住

宅
等

の
耐

震
診

断
や

耐
震

改
修

を
積

極
的

に
支

援
し

ま
す

。

≪
工

程
表

≫
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⑤
市

町
村

と
連

携
し

た
「
戸

別
訪

問
」
等

の
啓

発
の

推
進

　 　
市

町
村

と
と

も
に

、
「
戸

別
訪

問
」
、

「
住

民
対

象
の

耐
震

講
座

」
、

「
普

及
啓

発
パ

ネ
ル

展
」
を

実
施

し
、

耐
震

診
断

・
改

修
等

の
実

施
を

積
極

的
に

促
す

。
　 ＜

H
2
7
：
1
1
4
,3

9
6
戸

（
見

込
み

）
→

戸
別

訪
問

戸
数

（
累

計
）
R

2
ま

で
1
7
0
,0

0
0
戸

＞

推
進

訪
問

12
5,

00
0

戸
13

5,
00

0
戸

14
5,

00
0

戸
15

7,
00

0
戸

17
0,

00
0

戸

住
宅

課
建

築
指

導
室

⑥
住

宅
の

耐
震

化
の

促
進

　 　
昭

和
５

６
年

以
前

に
建

て
ら

れ
、

耐
震

性
が

不
十

分
な

住
宅

の
耐

震
化

を
支

援
し

、
促

進
す

る
。

　 ＜
H

2
5
時

点
：
7
7
%
→

R
2
年

度
ま

で
に

住
宅

の
耐

震
化

率
1
0
0
%
＞

推
進

10
0%

住
宅

課
建

築
指

導
室

⑦
耐

震
診

断
受

診
の

促
進

　 　
市

町
村

が
実

施
す

る
耐

震
診

断
に

対
し

て
支

援
を

行
い

、
耐

震
診

断
の

受
診

を
促

進
す

る
。

　 ＜
県

民
ニ

ー
ズ

に
1
0
0
%
対

応
＞

推
進

住
宅

課
建

築
指

導
室

⑧
耐

震
改

修
実

施
の

促
進

　 　
耐

震
性

が
不

十
分

な
木

造
住

宅
の

所
有

者
が

、
耐

震
改

修
と

併
せ

て
実

施
す

る
火

災
予

防
対

策
に

対
し

支
援

を
行

い
、

耐
震

改
修

の
実

施
を

促
進

す
る

。
　 ＜

県
民

ニ
ー

ズ
に

1
0
0
%
対

応
＞

推
進

住
宅

課
建

築
指

導
室

⑨
リ

フ
ォ

ー
ム

等
と

併
せ

て
実

施
す

る
簡

易
耐

震
化

の
促

進
　 　

耐
震

化
を

促
進

す
る

た
め

、
リ

フ
ォ

ー
ム

等
と

併
せ

て
実

施
す

る
簡

易
耐

震
化

工
事

等
を

支
援

す
る

。
　 ＜

県
民

ニ
ー

ズ
に

1
0
0
%
対

応
＞

推
進

住
宅

課
建

築
指

導
室

⑩
耐

震
改

修
促

進
税

制
の

周
知

・
普

及
啓

発
　 　

耐
震

改
修

促
進

税
制

（
所

得
税

の
税

額
控

除
及

び
固

定
資

産
税

の
減

額
措

置
)に

つ
い

て
周

知
し

、
活

用
を

促
進

す
る

。
推

進

住
宅

課
建

築
指

導
室
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⑪
木

造
住

宅
の

建
替

え
の

際
の

耐
震

化
支

援
　 　

耐
震

診
断

で
、

「
倒

壊
す

る
可

能
性

が
あ

る
」
と

判
定

さ
れ

た
木

造
住

宅
の

建
替

え
の

際
の

「
県

か
ら

指
定

を
受

け
た

金
融

機
関

」
に

お
け

る
「
優

遇
貸

付
制

度
」
に

つ
い

て
周

知
す

る
。

推
進

住
宅

課
建

築
指

導
室

⑫
特

定
の

民
間

建
築

物
の

耐
震

化
の

促
進

　 　
耐

震
改

修
促

進
法

の
改

正
に

よ
り

、
新

た
に

耐
震

診
断

・
報

告
が

義
務

づ
け

ら
れ

た
特

定
の

民
間

建
築

物
が

あ
る

全
て

の
市

町
村

に
、

補
助

制
度

の
創

設
・
拡

充
を

促
す

。
　 ＜

診
断

義
務

付
け

建
築

物
の

あ
る

全
て

の
市

町
村

で
の

補
助

制
度

創
設

　
Ｈ

2
7
：
1
2
市

町
→

Ｈ
2
8
：
1
5
市

町
＞

推
進

創
設

15
市

町
村

住
宅

課
建

築
指

導
室

⑬
県

産
木

材
を

利
用

し
た

「
耐

震
シ

ェ
ル

タ
ー

」
の

普
及

推
進

　 　
県

産
木

材
を

利
用

し
た

耐
震

シ
ェ

ル
タ

ー
の

開
発

に
つ

い
て

、
関

連
団

体
と

連
携

し
て

普
及

を
図

る
。

推
進

ス
マ

ー
ト

林
業

課
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
推

進
室

住
宅

課

⑭
家

具
類

の
転

倒
防

止
対

策
の

啓
発

の
推

進
　 　

家
屋

内
で

の
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
、

県
立

防
災

セ
ン

タ
ー

で
の

固
定

金
具

の
展

示
や

各
種

講
習

会
等

を
開

催
し

、
家

具
類

の
転

倒
防

止
対

策
の

普
及

啓
発

を
実

施
す

る
。

実
施

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

⑮
耐

震
性

が
不

十
分

な
木

造
住

宅
の

耐
震

化
の

促
進

　 　
木

造
住

宅
の

耐
震

化
を

さ
ら

に
促

進
す

る
た

め
に

、
耐

震
診

断
で

耐
震

性
が

不
十

分
と

判
定

さ
れ

た
も

の
の

改
修

工
事

に
至

っ
て

い
な

い
住

宅
を

対
象

に
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

実
施

し
、

相
談

対
応

や
補

助
事

業
の

周
知

を
通

し
て

改
修

工
事

へ
つ

な
げ

る
。

　 ＜
耐

震
性

が
不

十
分

な
木

造
住

宅
に

対
す

る
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

実
施

戸
数

→
R

2
年

度
ま

で
に

1
5
,0

0
0
戸

（
累

計
）
＞

推
進

5,
00

0戸
10

,0
00

戸
14

,0
00

戸
15

,0
00

戸

住
宅

課
建

築
指

導
室

⑯
耐
震
性
が
不
十
分
な
住
宅
・
建
築
物
の
耐
震
化
の
促
進

　
住

宅
・
建

築
物

の
耐

震
化

に
つ

い
て

の
普

及
啓

発
等

を
実

施
し

、
耐

震
化

の
促

進
を

図
る

。

＜
耐
震
相
談
件
数
(
累
計
）
R
2
年
度
ま
で
に
4
,
3
0
0
件
＞

3,
80

0件
4,

30
0件

住
宅

課
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⑰
耐

震
性

が
不

十
分

な
住

宅
・
建

築
物

の
耐

震
化

の
促

進

　
住

宅
・
建

築
物

の
耐

震
化

に
つ

い
て

の
普

及
啓

発
等

を
実

施
し

、
耐

震
化

の
促

進
を

図
る

。

＜
各

種
イ

ベ
ン

ト
等

で
の

耐
震

無
料

相
談

会
の

開
催

回
数

　
2
5
回

/
年

以
上

＞
25

回
25

回

住
宅

課
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（
２

）
公

共
建

築
物

等
の

耐
震

化
の

推
進

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
防

災
拠

点
等

と
な

る
県

有
施

設
の

耐
震

化
の

推
進

　 防
災

拠
点

と
な

る
庁

舎
や

、
多

数
の

県
民

が
利

用
す

る
県

有
施

設
に

つ
い

て
、

全
て

の
施

設
の

耐
震

化
を

計
画

的
に

推
進

す
る

。
　 ＜

H
2
2
：
7
2
.2

%
→

H
3
0
年

度
ま

で
に

防
災

拠
点

等
と

な
る

県
有

施
設

の
耐

震
化

率
1
0
0
%
に

向
け

て
推

進
＞

推
進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

関
係

各
課

②
県

立
学

校
施

設
の

耐
震

化
の

推
進

　 　
災

害
時

に
多

数
の

児
童

・
生

徒
の

安
全

を
確

保
す

る
こ

と
や

、
被

災
者

の
避

難
所

等
と

な
る

こ
と

か
ら

、
前

期
に

重
点

を
お

い
た

取
り

組
み

を
行

い
、

全
て

の
県

立
学

校
施

設
の

耐
震

化
を

計
画

的
に

推
進

す
る

。
　 ＜

H
2
7
:9

6
%
→

H
3
0
年

度
ま

で
に

県
立

学
校

施
設

の
耐

震
化

率
1
0
0
%
＞

推
進

教
育

委
員

会

③
防

災
拠

点
等

と
な

る
市

町
村

公
共

施
設

の
耐

震
化

の
促

進
　 　

市
町

村
災

害
対

策
本

部
と

な
る

本
庁

舎
等

、
緊

急
性

の
高

い
市

町
村

公
共

施
設

の
耐

震
化

を
促

進
す

る
。

促
進

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

④
市

町
村

公
共

施
設

耐
震

化
促

進
支

援
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

耐
震

化
の

促
進

　 　
「
市

町
村

公
共

施
設

耐
震

化
促

進
支

援
セ

ン
タ

ー
」
を

設
置

し
、

市
町

村
の

公
共

施
設

の
耐

震
診

断
・
改

修
等

の
技

術
的

支
援

を
行

い
、

耐
震

化
を

促
進

す
る

。
　 ＜

市
町

村
が

実
施

す
る

公
共

施
設

の
耐

震
化

の
促

進
を

支
援

す
る

。
　

（
年

度
毎

に
市

町
村

か
ら

依
頼

を
受

け
た

公
共

施
設

に
対

す
る

支
援

を
実

施
す

る
。

）
＞

推
進

営
繕

課

⑤
社

会
福

祉
施

設
の

耐
震

化
の

促
進

　 　
入

所
者

の
安

全
を

確
保

す
る

た
め

、
社

会
福

祉
施

設
の

耐
震

化
を

促
進

す
る

。

＜
耐

震
化

促
進

　
H

2
8
～

R
1
年

度
　

推
進

　
R

2
年

度
　

9
1
.3

%
を

耐
震

化
＞

促
進

91
.3

%を
耐

震
化

次
世

代
育

成
・
青

少
年

課
こ

ど
も

未
来

応
援

室
地

域
福

祉
課

長
寿

い
き

が
い

課
障

が
い

福
祉

課

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

２
　

地
震

に
強

い
ま

ち
づ

く
り

の
推

進

　
 災

害
時

に
、

重
要

な
防

災
拠

点
や

被
災

者
の

避
難

所
等

と
な

る
、

昭
和

５
６

年
以

前
の

耐
震

性
が

な
い

県
や

市
町

村
の

公
共

施
設

等
に

つ
い

て
は

、
耐

震
性

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
　

 こ
の

た
め

、
県

有
施

設
の

計
画

的
な

耐
震

化
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
小

中
学

校
や

社
会

福
祉

施
設

等
公

共
施

設
の

耐
震

化
を

促
進

し
ま

す
。

≪
工

程
表

≫

- 86 -



⑥
文

化
財

の
耐

震
化

の
促

進
　 　

「
文

化
財

災
害

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
に

よ
り

、
市

町
村

・
所

有
者

等
に

文
化

財
の

耐
震

化
に

つ
い

て
の

意
識

向
上

を
図

る
。

　
ま

た
、

文
化

財
巡

視
に

よ
り

、
所

有
者

等
へ

の
注

意
喚

起
を

図
る

。

推
進

文
化

資
源

活
用

課

⑦
学
校
施
設
の
耐
震
化
建
築
物
の
耐
震
化
の
促
進

　
学
校
施
設
は
、
発
災
時
の
児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民
の
避
難
所
等
と
な
る
こ
と
か

ら
、
全
て
の
公
立
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
化
を
計
画
的
に
推
進
す
る
。

　 ＜
H
3
0
:
9
9
.
4
%
→
R
2
年
度
ま
で
に
公
立
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
化
率
9
9
.
8
%
＞

9
9
.5

%
9
9
.8

%

施
設

整
備

課
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（
３

）
大

規
模

地
震

を
想

定
し

た
都

市
計

画
等

の
推

進

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
建

築
物

の
窓

ガ
ラ

ス
や

外
装

タ
イ

ル
等

の
改

善
指

導
の

実
施

　 　
３

階
建

て
以

上
の

建
築

物
で

道
路

に
面

し
た

部
分

に
つ

い
て

、
地

震
時

に
落

下
の

危
険

性
の

あ
る

窓
ガ

ラ
ス

や
外

装
タ

イ
ル

等
を

調
査

し
、

基
準

に
適

合
し

な
い

場
合

は
改

善
指

導
を

行
う

。
推

進

住
宅

課
建

築
指

導
室

②
大

規
模

盛
土

造
成

地
の

調
査

結
果

の
公

表
　 　

大
規

模
盛

土
造

成
地

の
有

無
等

を
調

査
し

、
住

民
へ

の
情

報
提

供
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

行
う

こ
と

に
よ

り
、

防
災

意
識

の
向

上
を

図
る

。
　 ＜

大
規

模
盛

土
造

成
地

の
調

査
結

果
の

公
表

率
　

H
3
0
：
1
0
0
%
＞

推
進

公
表

率
60

%
80

%
10

0%

都
市

計
画

課

③
ブ

ロ
ッ

ク
塀

や
石

塀
等

の
改

善
指

導
の

実
施

　 　
道

路
に

面
し

地
震

時
に

倒
壊

の
危

険
性

の
あ

る
、

高
さ

1
.2

ｍ
を

超
え

る
ブ

ロ
ッ

ク
塀

・
石

塀
等

を
調

査
し

、
基

準
に

適
合

し
な

い
場

合
は

改
善

指
導

を
行

う
。

推
進

住
宅

課
建

築
指

導
室

④
建

築
基

準
法

に
基

づ
く
市

街
地

の
建

築
物

の
不

燃
化

対
策

の
促

進
　 　

建
築

基
準

法
に

基
づ

く
指

導
や

検
査

に
よ

り
、

防
火

・
準

防
火

・
屋

根
不

燃
地

域
内

の
建

築
物

の
不

燃
化

対
策

を
促

進
す

る
。

推
進

住
宅

課
建

築
指

導
室

⑤
造

成
宅

地
の

危
険

擁
壁

の
改

善
指

導
の

実
施

　 　
建

築
基

準
法

に
規

定
さ

れ
た

擁
壁

（
高

さ
２

ｍ
以

上
）
に

つ
い

て
、

パ
ト

ロ
ー

ル
に

よ
り

危
険

な
擁

壁
の

発
見

に
努

め
、

改
善

指
導

を
行

う
。

推
進

都
市

計
画

課

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

２
　

地
震

に
強

い
ま

ち
づ

く
り

の
推

進

　
 大

規
模

地
震

が
発

生
し

た
場

合
で

も
、

住
民

の
避

難
行

動
や

救
助

・救
出

等
災

害
応

急
活

動
に

支
障

が
発

生
し

な
い

よ
う

、
建

築
物

の
窓

ガ
ラ

ス
・
外

装
タ

イ
ル

等
の

落
下

防
止

対
策

や
不

燃
化

対
策

、
市

街
地

の
ブ

ロ
ッ

ク
塀

等
の

倒
壊

防
止

対
策

を
促

進
し

ま
す

。
　

 ま
た

、
避

難
場

所
と

な
る

公
園

等
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
の

整
備

を
図

る
な

ど
、

大
規

模
地

震
を

想
定

し
た

ま
ち

づ
く
り

を
進

め
ま

す
。

≪
工

程
表

≫
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⑥
危

険
造

成
宅

地
の

増
加

防
止

　 　
都

市
計

画
法

に
基

づ
く
開

発
許

可
審

査
時

に
大

規
模

盛
土

の
安

全
性

を
確

認
す

る
こ

と
に

よ
り

、
新

た
な

危
険

造
成

宅
地

の
増

加
を

防
止

す
る

。
推

進

都
市

計
画

課

⑦
被

災
時

の
避

難
路

の
確

保
（
再

掲
）

　 　
津

波
避

難
困

難
地

域
の

解
消

を
は

じ
め

、
地

域
の

安
全

性
を

確
保

す
る

た
め

、
老

朽
化

し
て

危
険

な
空

き
家

・
空

き
建

築
物

の
除

却
や

市
町

村
に

お
け

る
空

き
家

等
対

策
計

画
の

策
定

を
支

援
し

、
災

害
に

強
い

ま
ち

づ
く
り

を
推

進
す

る
。

　 ＜
H

3
0
年

度
ま

で
に

老
朽

危
険

建
築

物
（
空

き
家

等
）
除

却
戸

数
1
,2

8
0
戸

（
累

計
）
＞

推
進

50
0戸

67
0戸

84
0戸

1,
12

0戸
1,

28
0戸

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

住
宅

課

⑧
共

同
溝

（
電

線
類

の
地

中
化

）
の

整
備

の
推

進
　 　

電
線

類
の

地
中

化
を

計
画

的
に

進
め

、
電

気
・
通

信
等

の
安

定
し

た
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

確
保

を
推

進
す

る
。

　 ＜
無

電
柱

化
し

た
県

管
理

道
路

の
延

長
 H

2
5
：
1
1
.0

ｋ
ｍ

→
H

3
0
年

度
ま

で
に

1
1
.8

ｋ
ｍ

を
整

備
＞

整
備

11
.0

km
11

.0
km

11
.8

km

道
路

整
備

課
都

市
計

画
課

⑨
防

災
機

能
を

持
っ

た
公

園
等

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

の
整

備
の

推
進

（
公

園
施

設
の

防
災

拠
点

機
能

の
強

化
）

　 　
災

害
時

に
救

援
救

護
活

動
や

、
復

旧
の

た
め

の
資

機
材

・
物

資
輸

送
の

中
継

基
地

の
ほ

か
、

周
辺

地
域

の
避

難
場

所
等

、
防

災
拠

点
と

し
て

機
能

す
る

公
園

の
拠

点
機

能
の

強
化

を
推

進
す

る
。

推
進

都
市

計
画

課

⑩
防

災
･減

災
に

資
す

る
鉄

道
高

架
事

業
の

推
進

　 　
踏

切
の

除
去

に
よ

る
道

路
交

通
の

円
滑

化
及

び
津

波
浸

水
が

想
定

さ
れ

る
鉄

道
沿

線
地

域
に

お
い

て
、

避
難

路
や

救
援

路
、

一
時

避
難

場
所

な
ど

の
機

能
確

保
を

図
る

た
め

、
徳

島
市

が
実

施
す

る
ま

ち
づ

く
り

と
一

体
と

な
っ

て
、

鉄
道

高
架

事
業

を
推

進
す

る
。

　 ＜
用

地
買

収
中

＞

推
進

都
市

計
画

課

⑪
「
都

市
計

画
区

域
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

」
の

見
直

し
　 　

徳
島

東
部

及
び

南
部

圏
域

の
都

市
計

画
区

域
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

の
見

直
し

等
に

よ
り

、
防

災
・
減

災
対

策
を

土
台

に
据

え
、

安
全

で
快

適
に

暮
ら

せ
る

効
率

的
な

都
市

形
成

を
推

進
す

る
。

　 ＜
H

2
9
年

度
ま

で
に

徳
島

東
部

及
び

南
部

圏
域

の
都

市
計

画
区

域
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

の
策

定
＞

策
定

都
市

計
画

課
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⑫
「
市

町
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

」
の

策
定

・
見

直
し

を
促

進
　 　

防
災

減
災

対
策

を
踏

ま
え

た
市

町
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

の
策

定
に

向
け

、
未

策
定

の
市

町
の

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

上
位

計
画

と
な

る
「
都

市
計

画
区

域
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

」
の

見
直

し
に

よ
り

、
各

市
町

に
お

け
る

見
直

し
に

つ
い

て
検

証
を

推
進

す
る

。
　 ＜

H
2
9
年

度
ま

で
に

策
定

（
2
市

町
）
・
見

直
し

検
証

（
1
2
市

町
）
＞

策
定

・
見

直
し

検
証

都
市

計
画

課

⑬
津

波
浸

水
に

対
応

し
た

埋
立

造
成

　 　
徳

島
小

松
島

港
津

田
地

区
に

お
け

る
「
津

田
地

区
活

性
化

計
画

」
に

基
づ

き
、

地
域

の
防

災
力

を
高

め
る

。
　 ＜

「
津

田
地

区
活

性
化

計
画

」
の

実
現

に
向

け
た

土
地

造
成

　
H

2
7
：
計

画
策

定
→

H
3
0
：
埋

立
概

成
＞

推
進

概
成

運
輸

政
策

課
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（
４

）
公

共
土

木
施

設
等

の
地

震
対

策
の

推
進

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
国

直
轄

事
業

に
よ

る
防

災
拠

点
港

の
岸

壁
の

耐
震

化
及

び
海

上
輸

送
拠

点
と

な
る

港
湾

施
設

の
整

備
の

促
進

　 　
地

震
の

揺
れ

に
よ

る
液

状
化

等
に

対
応

す
る

た
め

、
防

災
拠

点
港

岸
壁

の
耐

震
化

及
び

海
上

輸
送

拠
点

と
な

る
港

湾
施

設
の

整
備

を
促

進
す

る
。

促
進

運
輸

政
策

課

②
た

め
池

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

作
成

の
推

進
　 　

決
壊

す
る

と
多

大
な

影
響

を
与

え
る

た
め

池
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
作

成
を

推
進

す
る

。
　 ＜

R
2
年

度
ま

で
に

1
2
0
箇

所
（
累

計
）
実

施
＞

実
施

88
箇

所
96

箇
所

10
4箇

所
11

2箇
所

12
0箇

所

生
産

基
盤

課

③
漁

港
施

設
の

耐
震

化
の

推
進

　 　
地

震
・
津

波
等

に
対

す
る

漁
港

及
び

背
後

集
落

の
安

全
確

保
の

た
め

、
漁

港
施

設
の

耐
震

診
断

結
果

等
に

基
づ

き
、

地
震

・
津

波
対

策
の

整
備

を
推

進
す

る
。

　 ＜
漁

港
施

設
の

耐
震

化
着

手
数

　
H

2
5
：
2
箇

所
→

R
2
:5

箇
所

＞

整
備

4箇
所

5箇
所

5箇
所

5箇
所

5箇
所

生
産

基
盤

課

④
海

岸
・
河

川
堤

防
等

の
地

震
･津

波
対

策
の

推
進

（
再

掲
）

　 　
海

岸
保

全
基

本
計

画
及

び
河

川
整

備
計

画
に

基
づ

き
、

緊
急

を
要

す
る

海
岸

・
河

川
堤

防
の

整
備

を
推

進
す

る
。

　 ＜
海

岸
・
河

川
堤

防
等

の
地

震
･津

波
対

策
の

実
施

数
（
累

計
）
　

H
2
5
：
8
箇

所
→

R
2
：
2
5
箇

所
＞

推
進

17
箇

所
19

箇
所

21
箇

所
23

箇
所

25
箇

所

河
川

整
備

課
運

輸
政

策
課

生
産

基
盤

課

⑤
堤

防
、

護
岸

、
湾

口
防

波
堤

等
の

整
備

の
推

進
（
林

野
海

岸
）
（
再

掲
）

　 　
海

岸
保

全
基

本
計

画
に

基
づ

き
、

林
野

海
岸

（
潮

害
防

備
保

安
林

）
に

お
け

る
、

施
設

の
点

検
、

機
能

強
化

や
防

潮
林

の
整

備
を

推
進

す
る

。
　 ＜

毎
年

４
海

岸
の

施
設

点
検

を
推

進
＞

推
進

森
林

整
備

課

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

　
 大

規
模

な
地

震
が

発
生

し
た

場
合

、
河

川
、

港
湾

、
漁

港
な

ど
の

公
共

土
木

施
設

等
が

、
そ

の
機

能
を

十
分

に
発

揮
で

き
る

よ
う

、
岸

壁
な

ど
の

現
状

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、

緊
急

度
の

高
い

も
の

か
ら

耐
震

化
を

進
め

ま
す

。

２
　

地
震

に
強

い
ま

ち
づ

く
り

の
推

進

≪
工

程
表

≫
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⑥
国

直
轄

事
業

に
よ

る
海

岸
堤

防
の

整
備

の
促

進
（
再

掲
）

　 　
撫

養
港

海
岸

に
お

い
て

、
堤

防
の

液
状

化
対

策
や

老
朽

化
対

策
を

促
進

す
る

。
促

進

運
輸

政
策

課

⑦
国

直
轄

事
業

に
よ

る
河

川
管

理
施

設
の

整
備

の
促

進
（
再

掲
）

　 　
国

直
轄

管
理

河
川

で
あ

る
吉

野
川

、
那

賀
川

な
ど

に
お

い
て

、
河

川
堤

防
の

耐
震

対
策

や
水

門
・
樋

門
の

自
動

化
・
遠

隔
操

作
化

な
ど

を
促

進
す

る
。

促
進

水
管

理
政

策
課

⑧
水

門
・
樋

門
等

の
自

動
化

・
閉

鎖
の

推
進

（
再

掲
）

　 　
海

岸
及

び
河

川
に

お
け

る
水

門
・
樋

門
等

の
自

動
化

・
閉

鎖
を

推
進

す
る

。
　 ＜

水
門

・
樋

門
等

の
自

動
化

・
閉

鎖
率

　
H

2
5
：
3
8
%
→

R
2
：
4
8
%
＞

推
進

43
%

45
%

46
%

47
%

48
%

河
川

整
備

課
運

輸
政

策
課

生
産

基
盤

課

⑨
迅

速
な

陸
こ

う
等

閉
鎖

の
た

め
の

運
用

の
見

直
し

（
再

掲
）

　 　
常

時
閉

鎖
化

を
進

め
つ

つ
、

地
震

発
生

後
、

速
や

か
に

陸
こ

う
を

閉
鎖

す
る

た
め

，
陸

こ
う

等
の

運
用

の
見

直
し

を
行

う
。

推
進

河
川

整
備

課
運

輸
政

策
課

生
産

基
盤

課

⑩
河

川
水

門
の

耐
震

化
の

推
進

（
再

掲
）

　 　
津

波
の

遡
上

が
想

定
さ

れ
る

河
川

に
お

い
て

、
緊

急
を

要
す

る
河

川
水

門
の

耐
震

化
を

推
進

す
る

。
　 ＜

河
川

水
門

の
耐

震
化

実
施

箇
所

数
　

H
2
5
：
4
箇

所
→

R
2
：
1
2
箇

所
＞

推
進

6箇
所

8箇
所

11
箇

所
11

箇
所

12
箇

所

河
川

整
備

課

⑪
農

業
用

た
め

池
の

整
備

の
推

進
　 　

農
業

用
た

め
池

に
つ

い
て

、
緊

急
点

検
の

結
果

を
踏

ま
え

、
老

朽
化

し
た

た
め

池
の

計
画

的
な

整
備

を
実

施
す

る
。

　 ＜
Ｈ

2
8
：
4
施

設
→

R
2
：
8
施

設
＞

整
備

4施
設

4施
設

5施
設

6施
設

8施
設

生
産

基
盤

課

⑫
土

地
改

良
施

設
の

耐
震

化
の

推
進

　 　
土

地
改

良
施

設
に

つ
い

て
、

耐
震

診
断

を
実

施
し

た
結

果
、

耐
震

改
修

が
必

要
な

施
設

の
計

画
的

な
耐

震
化

を
推

進
す

る
。

　 ＜
Ｈ

2
8
：
4
施

設
→

R
2
：
6
施

設
＞

耐
震

化
4施

設
4施

設
5施

設
5施

設
6施

設

生
産

基
盤

課
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（
５

）
土

砂
災

害
対

策
の

推
進

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
土

砂
災

害
の

危
険

性
の

あ
る

人
家

の
保

全
対

策
の

実
施

　 　
災

害
時

要
援

護
者

関
連

施
設

等
の

保
全

や
、

近
年

土
砂

災
害

が
発

生
し

た
緊

急
度

の
高

い
箇

所
に

お
け

る
、

被
害

拡
大

防
止

対
策

を
重

点
的

に
実

施
す

る
。

　 ＜
H

2
8
：
2
,3

0
0
戸

→
R

2
：
2
,5

0
0
戸

保
全

す
る

。
＞

保
全

2,
30

0戸

 

2,
35

0戸
2,

40
0戸

2,
45

0戸
2,

50
0戸

生
産

基
盤

課
森

林
整

備
課

②
土

砂
災

害
の

危
険

性
の

あ
る

要
配

慮
者

利
用

施
設

及
び

避
難

所
の

保
全

　 　
土

砂
災

害
の

危
険

性
の

あ
る

要
配

慮
者

利
用

施
設

及
び

避
難

所
を

保
全

す
る

。
　 ＜

保
全

し
た

要
配

慮
者

利
用

施
設

及
び

避
難

所
数

　
H

2
5
：
2
6
9
施

設
→

R
2
：
3
1
0
施

設
＞

実
施

保
全

28
6施

設
29

3施
設

30
5施

設
31

0施
設

31
0施

設

砂
防

防
災

課

③
土

砂
災

害
防

止
法

に
基

づ
く
基

礎
調

査
の

推
進

　 　
土

砂
災

害
防

止
法

に
基

づ
く
基

礎
調

査
を

推
進

す
る

。
　 ＜

H
2
8
年

度
に

実
施

率
1
0
0
%
＞

実
施

10
0%

砂
防

防
災

課

④
土

砂
災

害
警

戒
区

域
の

指
定

の
推

進

　
土

砂
災

害
警

戒
区

域
の

指
定

を
推

進
す

る
。

＜
指

定
率

　
H

2
9
：
5
5
%
 H

3
0
：
7
0
%
 R

1
：
8
5
%
 R

2
：
1
0
0
%
→

H
2
9
：
5
5
%
 H

3
0
：
7
0
%
 R

1
：
1
0
0
%
＞

実
施

55
%

70
%

10
0%

砂
防

防
災

課

⑤
市

町
村

が
行

う
土

砂
災

害
啓

発
マ

ッ
プ

の
公

表
　 　

市
町

村
が

行
う

土
砂

災
害

啓
発

マ
ッ

プ
を

公
表

す
る

。
　 ＜

H
2
9
年

度
の

公
表

率
1
0
0
%
＞

推
進

83
%

10
0%

砂
防

防
災

課

≪
担

当
部

局
≫

２
　

地
震

に
強

い
ま

ち
づ

く
り

の
推

進

　
本

県
は

山
地

が
多

く
、

全
面

積
の

お
よ

そ
８

割
を

占
め

て
お

り
、

地
す

べ
り

や
が

け
崩

れ
等

の
危

険
箇

所
へ

の
土

砂
災

害
対

策
が

必
要

で
す

。
　

こ
の

た
め

、
緊

急
度

の
高

い
危

険
箇

所
に

お
け

る
被

害
拡

大
防

止
対

策
を

実
施

し
ま

す
。

　
ま

た
、

こ
れ

ら
の

危
険

箇
所

に
関

す
る

情
報

を
県

民
に

提
供

し
、

県
民

自
ら

が
身

を
守

る
た

め
の

取
り

組
み

を
推

進
し

ま
す

。 ≪
工

程
表

≫
【
取

組
み

】
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⑥
地

震
後

の
土

砂
災

害
危

険
箇

所
等

緊
急

点
検

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

運
用

　 　
地

震
発

生
に

よ
り

危
険

性
が

高
ま

る
恐

れ
の

あ
る

土
砂

災
害

危
険

箇
所

の
的

確
な

対
応

や
砂

防
堰

堤
等

砂
防

設
備

の
速

や
か

な
機

能
復

旧
を

行
う

た
め

、
緊

急
点

検
の

実
施

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

適
切

に
運

用
す

る
。

推
進

砂
防

防
災

課

⑦
河

道
閉

塞
等

の
大

規
模

土
砂

災
害

に
対

す
る

訓
練

の
実

施
（
直

轄
砂

防
）

　 　
河

道
閉

塞
等

の
大

規
模

土
砂

災
害

に
対

す
る

緊
急

対
応

を
迅

速
か

つ
的

確
に

行
う

た
め

に
、

直
轄

砂
防

事
務

所
、

四
国

４
県

、
関

係
市

町
村

が
連

携
し

て
対

応
訓

練
を

実
施

す
る

。
推

進

砂
防

防
災

課

⑧
深

層
崩

壊
対

策
の

推
進

　 　
深

層
崩

壊
対

策
と

し
て

、
国

土
交

通
省

や
農

林
水

産
省

を
は

じ
め

と
す

る
関

係
機

関
と

と
も

に
、

迅
速

か
つ

円
滑

な
避

難
を

確
保

す
る

た
め

の
ハ

ー
ド

、
ソ

フ
ト

両
面

の
対

策
を

推
進

す
る

。
推

進

生
産

基
盤

課
森

林
整

備
課

砂
防

防
災

課
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（
１

）
復

興
ま

ち
づ

く
り

の
検

討

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０
Ｒ

１
Ｒ

２

①
東

日
本

大
震

災
の

被
災

自
治

体
の

復
興

計
画

等
の

情
報

収
集

・
分

析
　 　

被
災

地
の

自
治

体
が

策
定

す
る

「
復

興
計

画
」
の

内
容

や
計

画
策

定
ま

で
の

経
過

、
手

法
等

の
情

報
を

収
集

・
分

析
す

る
。

収
集

分
析

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

関
係

各
課

②
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

を
想

定
し

た
早

期
復

興
の

た
め

の
検

討
　 　

被
災

地
の

自
治

体
か

ら
得

ら
れ

る
復

興
に

関
す

る
教

訓
や

課
題

を
踏

ま
え

、
本

県
に

お
け

る
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

を
想

定
し

た
復

興
計

画
の

検
討

項
目

や
策

定
手

順
、

復
興

の
た

め
の

組
織

等
体

制
な

ど
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

。
検

討

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

関
係

各
課

③
各

分
野

の
関

係
機

関
・
団

体
等

に
お

け
る

、
復

興
の

た
め

の
検

討
の

促
進

　 　
医

療
・
福

祉
を

は
じ

め
、

商
工

業
、

農
林

水
産

業
、

建
設

業
な

ど
、

各
分

野
を

代
表

す
る

関
係

機
関

・
団

体
等

に
お

い
て

、
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

で
被

災
し

た
際

の
迅

速
な

復
興

に
向

け
た

検
討

を
促

進
す

る
。

促
進

関
係

各
課

④
地

籍
調

査
の

推
進

　 　
震

災
等

の
大

規
模

災
害

に
備

え
、

土
地

の
境

界
を

正
確

に
復

元
で

き
、

迅
速

な
復

興
が

可
能

と
な

る
よ

う
、

地
籍

調
査

を
推

進
す

る
。

　 ＜
H

2
2
：
2
9
%
→

R
2
年

度
ま

で
に

進
捗

率
3
9
%
＞

推
進

進
捗

率
35

%
36

%
37

%
38

%
39

%

農
山

漁
村

振
興

課

⑤
防

災
・
減

災
関

連
エ

リ
ア

の
地

籍
調

査
の

推
進

　 　
防

災
・
減

災
関

連
の

「
重

点
エ

リ
ア

」
の

地
籍

調
査

の
推

進
を

図
る

。
　 ＜

Ｈ
2
4
：
6
8
3
km

2
 →

 R
2
年

度
ま

で
に

　
累

計
8
1
5
km

2
＞

推
進

累
計

75
5k

m
2

77
0k

m
2

78
5k

m
2

80
0k

m
2

81
5k

m
2

農
山

漁
村

振
興

課

【
取

組
み

】
≪

担
当

部
局

≫

Ⅴ
　

立
ち

上
が

る
復

興
ま

ち
づ

く
り

　
 南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

等
大

規
模

地
震

が
発

生
し

た
場

合
、

全
県

に
わ

た
り

甚
大

な
被

害
を

も
た

ら
す

こ
と

が
想

定
さ

れ
ま

す
。

　
 こ

の
た

め
、

東
日

本
大

震
災

の
被

災
自

治
体

の
取

り
組

み
を

参
考

に
、

復
興

計
画

の
検

討
項

目
の

洗
い

出
し

や
策

定
手

順
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

に
よ

り
、

復
興

に
早

期
着

手
す

る
た

め
の

取
り

組
み

を
進

め
ま

す
。

≪
工

程
表

≫
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⑥
事

前
復

興
計

画
指

針
の

策
定

　
　

震
災

か
ら

の
復

旧
及

び
復

興
を

計
画

的
か

つ
円

滑
に

推
進

す
る

た
め

、
県

に
お

い
て

、
事

前
復

興
計

画
指

針
を

策
定

し
、

市
町

村
の

事
前

復
興

計
画

の
策

定
を

促
進

す
る

。

＜
H

2
8
・
2
9
事

前
復

興
計

画
指

針
素

案
検

討
、

H
3
0
素

案
作

成
、

R
1
指

針
策

定
＞

検
討

検
討

素
案

策
定

指
針

策
定

と
く
し

ま
ゼ

ロ
作

戦
課

関
係

各
課
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前期計画　101事業

番号 取り組み 達成の理由 担当部局

１
「地震津波減災対策検討委員
会」による抜本対策の検討

２３年度に設置済 とくしまゼロ作戦課

２
「徳島県南海トラフ巨大地震
等に係る震災に強い社会づく
り条例」の制定

２４年度に制定済 とくしまゼロ作戦課

３ 特定活断層調査区域の指定 ２５年度に指定済 とくしまゼロ作戦課

４
津波防災地域づくり法に規定
する津波災害警戒区域等の指
定

２５年度に津波災害警戒区域を指
定済

とくしまゼロ作戦課
関係各課

５
「市町村による津波防災地域
づくり法に規定する推進計
画」の作成の支援

２５年度に推進計画作成指針を策
定済

とくしまゼロ作戦課
関係各課

6 国土強靱化地域計画の策定 ２６年度に策定済
とくしまゼロ作戦課
関係各課

7
三連動地震を想定した「津波
高暫定値（暫定浸水予測
図）」の公表

２３年度に公表済 とくしまゼロ作戦課

8 「津波浸水予測調査」の実施 ２４年度に公表済 とくしまゼロ作戦課

9
「地震動被害想定調査」の実
施

２４年度に公表済 とくしまゼロ作戦課

10
「中央構造線活断層帯」の位
置図の公表

２４年度に公表済 とくしまゼロ作戦課

Ⅰ　地震津波対策の計画的な推進

         参考資料（目標達成事業）
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番号 取り組み 達成の理由 担当部局

１
防災マップによる啓発活動の
促進

２５年度までに全市町村で見直し
済

とくしまゼロ作戦課

２ 文化財ハザードマップの作成

計画どおり平成２５年度に作成し
て関係市町に配布するとともに、
市町村教育委員会担当者の会議で
毎年、周知しているため。

教育委員会

３
防災教育推進モデル校による
防災教育の実践

事業が目的を達成し平成２２年度
で完了した。

教育委員会

４
「学校・家庭・地域連携支援
スペシャリスト」の養成

養成目標２０人を上回る４１人を
養成。各スペシャリストは、地域
で活動を展開するなど、事業の目
的を達成した。

教育委員会

５
インターネットを活用した防
災教育の推進

「学校防災管理マニュアル」等の
学校・教職員への電子配信による
普及啓発の目的を達成した。

教育委員会

６
「地域連携防災教育推進モデ
ル事業」の実施

平成２５年度に事業終了 防災人材育成センター

７
ＮＰＯとの連携による防災教
育の実践

平成２４年度に事業終了 防災人材育成センター

８
学校防災管理マニュアルの修
正・運用

「学校防災管理マニュアル」の改
訂、及び学校防災管理体制の改善
という目的を達成し、各学校で防
災マニュアル運用が適切に実施さ
れている。

教育委員会

９ 防災人材育成センターの設置 平成24年度に設置済 防災人材育成センター

１０
「震災対策推進パートナー」
の育成

Ｈ２５年度末に５２５人登録によ
り目標を達成。さらに、新規採用
職員を始めとする県職員等に「地
域防災推進員養成研修」の受講に
よる「防災士」資格取得を推進
し、地域防災力の強化を図ってい
るため。

防災人材育成センター

１１
自主防災組織の活動の活性化
（「集団の活力評価法」の導
入）

「活動の活性化」については、分
野別項目１(４)の①と統合。

防災人材育成センター

１２
「県災害ボランティア受入れ
マニュアル」の見直し

平成25年度に「徳島県災害ボラン
ティア活動支援方針」の見直しを
行ったため

地域福祉課

Ⅱ　「助かる命を助ける」防災・減災対策の推進
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１３
家具類の転倒防止対策に関す
る啓発ホームページ開設

２３年度に開設済 とくしまゼロ作戦課

１４ 都市公園施設の耐震化の推進

事業が当初の目的を達成し完了し
たため
［H26年度末までに耐震化率100%
達成］

都市計画課

１５
市町村立等小中学校施設の耐
震化の促進

　Ｈ２７年度の進捗状況は約９
９％とほぼ目標を達成している。
　残り１％については、個別事情
のあるものであり、県の行動計画
の取り組みとすることに馴染まな
いため。
　未耐震施設は１１棟５校で、９
棟４校は既に事業に着手してお
り、Ｈ３０年度には完了予定。２
棟１校については、市所有の隣接
する社会教育施設との耐震対策を
今後総合的に計画するため整備完
了は未定である。

総務課
教育委員会

１６
市町村振興資金による小中学
校施設の耐震化の促進

事業が当初の目的をほぼ達成した
ため。なお、小中学校施設の耐震
化については、「とくしま強靱化
推進資金」において、引き続き、
貸付対象となっている。

市町村課

１７ 県営住宅の耐震化の推進
H27.7月に耐震性のない住棟を用
途廃止し，県営住宅の耐震化が完
了したため

住宅課

１８ 災害拠点病院の耐震化の促進
災害拠点病院の耐震化率100%を達
成したため（県立病院についても
耐震化は完了している）

医療政策課
病院局

１９
防災機能を持った公園等オー
プンスペースの整備の推進
（農村公園の整備の推進）

19年度に整備が完了し目的を達成
し、今後施設の整備予定が無いた
め、廃止とする。

農山漁村振興課

２０

防災機能を持った公園等オー
プンスペースの整備の推進
（港湾地域におけるオープン
スペースの整備）

平成２２年３月に完成したため。
（北緑地：マリンピア）

運輸政策課

２１
堤防、護岸、湾口防波堤等の
整備の推進（港湾海岸）

事業統合のため

河川整備課
運輸政策課
農業基盤課
農山漁村振興課

２２
堤防、護岸、湾口防波堤等の
整備の推進（漁港や漁港海
岸）

事業統合のため

河川整備課
運輸政策課
農山漁村振興課
農業基盤課

２３
堤防、護岸、湾口防波堤等の
整備の推進（河川海岸）

事業統合のため

河川整備課
運輸政策課
農業基盤課
農山漁村振興課
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２４
東日本大震災の「液状化」の
被害状況や対策等の調査・検
討

調査・検討済
とくしまゼロ作戦課
関係各課

２５
「地震動被害想定調査」によ
る「液状化予想マップ」の作
成・公表

２４年度に公表済 とくしまゼロ作戦課

２６
「液状化」に関する啓発の推
進

「液状化予想マップ」の作成・公
表済
「とくしま－０(ゼロ)作戦」防災
出前講座や県立防災センターの各
種講座等で広く県民に啓発

とくしまゼロ作戦課

２７
土砂災害警戒区域等における
防災意識啓発の実施

数値目標を達成したため。 砂防防災課

２８
津波ハザードマップによる啓
発活動の促進

津波ハザ－ドマップ見直し・配布
済

とくしまゼロ作戦課

２９
沿岸市町における津波ハザー
ドマップの見直しの支援

２５年度までに沿岸全市町で見直
し済

とくしまゼロ作戦課

３０
「海上避難ガイドマップ」の
作成

平成２５年度に策定 水産振興課

３１
津波高標示等による啓発活動
の促進

津波浸水想定及び津波災害警戒区
域と基準水位を指定・公表済

とくしまゼロ作戦課

３２
地域避難場所等の標高調査の
実施

２４年度に公表済 とくしまゼロ作戦課

３３
津波避難ビル表示板の設置の
促進

２４年度に設置済 とくしまゼロ作戦課

３４
市町の「津波避難計画」見直
しの促進

２５年度までに沿岸全市町で見直
し済

とくしまゼロ作戦課

３５
身近な避難路、避難場所の整
備への支援

２３年度に「津波から命を守る緊
急総合対策事業」を創設済

とくしまゼロ作戦課
森林整備課

３６
津波避難タワー等の整備の推
進

２３年度に「津波から命を守る緊
急総合対策事業」を創設済

とくしまゼロ作戦課

３７
港湾における津波避難施設の
整備の推進

津波避難施設が２７年度内完成予
定のため。

運輸政策課
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３８
県南地域におけるＬＥＤ避難
誘導施設等の設置促進

当初の目標を達成したため。
また、今後の取組みついては、
「津波一時避難場所における機能
強化の促進」として促進に努め
る。

南部総合県民局

３９
緊急地震速報受信端末等の県
有施設への整備

整備達成による とくしまゼロ作戦課

４０
観光客等に対する情報伝達方
法の検討

【統合（解消）】後期計画におけ
る体系の変更があったことから、
取り組み内容を他の取り組み内容
と統合し、今後とも活動を継続す
ることとした。

とくしまゼロ作戦課
南部総合県民局

４１
比較的発生頻度の高い津波
（L1津波）の水位設定と施設
の整備計画の策定

「海岸保全基本計画」改定済

河川整備課
運輸政策課
農業基盤課
農山漁村振興課

４２
「徳島県防災・危機管理セン
ター」の設置

整備達成による とくしまゼロ作戦課

４３
「県地域防災計画」に基づく
「個別災害対応業務実施マ
ニュアル」の作成

作成達成による
とくしまゼロ作戦課
関係各課

４４
県有施設におけるヘリサイン
の整備

・県立学校においては、事業が当
初の目的を達成し完了したため。
・整備を予定していた南部圏域の
県有施設（美波庁舎、南部防災館
等）については、平成２４年度に
整備を終了しているため。

教育委員会
南部総合県民局
とくしまゼロ作戦課

４５
団員確保等による消防団の充
実強化

消防団員の確保推進に事業統合 消防保安課

４６
防災拠点ともなる「自動車運
転免許センター」の整備推進

平成２５年度に「自動車運転免許
センター」の整備が完了し、当初
の目的を達成したため。

警察本部

４７
県立中央病院・三好病院にお
けるヘリポート整備

県立中央病院・三好病院ともにヘ
リポートが完成し、整備が完了し
たため

病院局

４８
地域における防災拠点施設の
整備の検討

西部地域の防災拠点や、津波被害
が想定される沿岸地域の後方支援
拠点となる「西部健康防災公園」
の整備目標H28着工が設定された
ため。

関係各課

４９ 県南部の防災拠点施設の整備

「徳島県立南部防災館」について
は、平成２１年度に完成し、平成
２２年５月より開館されており、
整備は終了しているため。

とくしまゼロ作戦課
南部総合県民局

５０
総合情報通信ネットワークシ
ステムの再整備

平成27年度に整備完了 とくしまゼロ作戦課

５１
「災害時情報共有システム」
の開発・機能強化・運用

新規事業に統合 とくしまゼロ作戦課
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５２
「情報ネットワーク基盤」の
再整備

新規事業に統合 とくしまゼロ作戦課

５３
各警察署等における衛星携帯
電話の整備

各警察署等への整備が当初の目的
を達成したため。

警察本部

５４
藍場町地下駐車場における緊
急地震速報等非常通報装置の
設置

平成２４年度に設置完了したため 企業局

５５
「関西広域応援・受援実施要
綱」の制定

制定達成による とくしまゼロ作戦課

５６
「徳島県広域防災活動計画」
の見直し

平成２７年度に策定済 とくしまゼロ作戦課

５７ 高速道路会社との連携強化

平成２４年３月２２日に、徳島県
と西日本高速道路（株）の間で、
「大規模災害発生時における相互
協力協定」のさらなる連携・協力
体制の強化を図ることを目的に
「変更協定」及び「細目協定」を
締結し、目標を達成したため。

道路政策課
高規格道路課

５８
工業用水道の広域応援体制の
強化

平成２４年度に協定を締結したた
め

企業局

５９ 文化財カルテの作成

対象となる個人所有の有形文化
財、有形民俗文化財のうち、所有
者の理解があるものは作成できた
ため。

教育委員会

６０
大規模災害時における公金安
定供給機能の確保

財務会計システムのバックアップ
センター機能については，防災拠
点情報ネットワーク災害対策強化
事業で整備されたデータセンター
に全面移行し，当初の目的を達成
したため。

出納局

６１
警察本部及び各警察署におけ
るBCPの策定

平成２４年度に「徳島県警察大規
模災害対応業務継続計画」を策定
し、当初の目的を達成したため。

警察本部

６２
広域搬送拠点臨時医療施設
（ＳＣＵ）の整備促進

広域搬送拠点臨時医療施設（ＳＣ
Ｕ）の整備が完了したため

医療政策課

６３
災害時緊急医薬品等の備蓄計
画の策定

当計画はH23～H25年に慢性疾患用
医薬品を追加備蓄するものであ
り，すでに達成されている。今後
は，戦略的災害医療プロジェクト
の検討を踏まえ，備蓄場所，備蓄
数量を見直すなど，備蓄医薬品の
供給体制の充実強化を図ることと
する。

薬務課

６４
災害拠点病院の防災用設備の
整備

災害拠点病院の防災用設備の整備
が完了したため（県立病院につい
ても防災用設備の整備は概ね完了
している）

医療政策課
病院局
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６５
「災害支援病院」の指定の促
進

「災害支援病院」の指定が完了し
たため

医療政策課

６６
地すべり対策事業と併せて行
う「臨時ヘリポート」の整備
促進

事業が当初の目標を達成したた
め。
［３箇所整備済］

砂防防災課
道路整備課
西部総合県民局

６７
津波一時避難場所における機
能強化の促進

２３年度に「津波から命を守る緊
急総合対策事業」を創設済
県立学校においては、事業が当初
の目的を達成し完了したため。

とくしまゼロ作戦課
南部総合県民局施
教育委員会

６８ 「路面対空標示」の整備推進

事業が当初の目的を達成し完了し
たため。
[県管理の主要幹線道路（補助国
道）の計画区間（L=約248km）で
整備済]

道路整備課

６９ 緊急輸送路の見直し
平成２４年度に緊急輸送道路ネッ
トワーク計画を見直し、徳島県地
域防災計画に反映済。

道路整備課

７０
「災害時要援護者支援対策マ
ニュアル」の見直し

平成25年度に「災害時要援護者支
援対策マニュアル」の見直しを
行ったため

地域福祉課

７１
在宅要援護者の避難支援体制
づくりの促進

災害対策基本法の改正において、
避難行動要支援者の避難支援につ
いての全体的な考え方を整理し、
地域防災計画に重要事項を定める
こととなったため

地域福祉課
障がい福祉課
長寿生きがい課

７２
災害時障がい者支援のための
ハンドブックの作成

ハンドブックの作成が完了したた
め。今後は、当該ハンドブックを
用い障がい特性に対する理解等を
深めるため支援者向けの研修を行
う。

障がい福祉課

７３
発達障がい者に対する災害時
支援体制の整備・啓発の推進

「発達障がい者防災ハンドブッ
ク」を作成し、啓発イベント等に
おいて県民への周知を図った。今
後は、支援体制の充実・強化のた
め人材育成を行う。

発達障がい者総合支援セ
ンター

７４
災害時要援護者関連施設に係
る土砂災害警戒区域の指定

数値目標を達成し完了したため。 砂防防災課
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番号 取り組み 達成の理由 担当部局

１
避難所における仮設トイレ等
の確保体制の促進

関係団体との支援協定の締結によ
り、当初の目的を達成し完了した
ため

水・環境課

２
避難所における「こころのケ
ア」体制づくりの推進

「災害派遣精神医療チーム」の人
材の養成に引き継がれるため

健康増進課

３
救援物資等の備蓄・輸送体制
の確立（救援物資等の備蓄・
輸送体制の確立）

施策の統合のため とくしまゼロ作戦課

４
救援物資等の輸送体制の確立
(物資輸送に係る民間事業者等
との連携の検討)

施策の統合のため とくしまゼロ作戦課

５
水道応急対策の促進（県の
「水道応急対策行動計画」の
策定）

Ｈ１８年度に策定されたため、項
目を一元化しＨ２８からの推進を
図る。

安全衛生課

６
水道応急対策の促進（市町村
における「水道応急対策行動
計画」の策定）

Ｈ２２年度までに全市町村で策定
されたため、項目を一元化しＨ２
８からの推進を図る。

安全衛生課

７ 下水道施設の整備の推進

残った処理場については、今後の
汚水処理構想の見直しにより、整
備の必要性が当面無くなる見込み
であるため

水・環境課

８
工業用水道における資材備蓄
倉庫の整備

平成２４年度に整備 企業局

９
「企業局地震対策事業継続計
画」の策定・見直し

平成２２年度に策定、
平成２４年度に見直しをしたため

企業局

１０
工業用水道緊急対策研究会の
設置

平成２３年度に設置・研究 企業局

１１
アスベスト等情報の消防機関
等への提供

事業の目的が達成したため 消防保安課

１２

住宅等の空き情報の提供
(公営住宅の空き情報提供シス
テムの構築・情報提供)

事業が当初の目的を達成したため 住宅課

Ⅲ　生活の質（ＱＯＬ）を重視した被災者支援対策
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１３

住宅等の空き情報の提供
(民間賃貸住宅の登録・閲覧シ
ステムの構築・情報提供)

事業が当初の目的を達成したため 住宅課

１４
災害時「こころのケア」体制
づくりの推進

「災害派遣精神医療チーム」の人
材の養成に引き継がれるため

健康増進課

番号 取り組み 達成の理由 担当部局

１ 除塩対策実証実験の実施

除塩対策実証実験の結果を「農業
版ＢＣＰ」の別冊「津波・塩害か
らの営農再開マニュアル」へ反映
し，当初の目的を達成したため

経営推進課

２
GIS（地図情報システム）を用
いた「早期災害復旧システ
ム」の構築

24年度に構築し目的を達成したた
め、廃止とする。

農山漁村振興課

３
「自然エネルギー立県とくし
ま推進戦略」の策定・推進

当初計画の期間が完了したため。
環境首都課
自然エネルギー推進室

Ⅳ　震災に強い産業対策・社会づくりの推進
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